
 本章では、本研究において検討する４つの柱（①観点別学習評価の在り方、②学習

評価を学習指導の改善に生かすための工夫、③学習評価を児童生徒への支援に活用す

る方策、④組織的・体系的な学習評価の推進を促す方策）ごとに研究協力機関の実践

をまとめ、考察した。 
 
１ 観点別学習状況の評価の実践 

 

（１）観点別学習状況の評価の概要 

 観点別学習状況の評価の実践例としては、学習状況を分析的に捉える評価の観点の

設定と評価規準の設定、目標に準拠した評価の実践が挙げられる。「体系的な学習評価

のＰＤＣＡサイクル概念図」で示したように、観点別学習状況の評価の在り方では、

特に「Ｐ」の部分と「Ｃ」の部分に関係があると考える。「Ｐ」の部分で、単元の目標

を設定し、単元の授業計画を立て、具体的な指導計画を立てる場合、観点別学習評価

の４観点の設定と評価規準の設定が大きな要素になると考える。それは、観点を設定

することで、目標に照らしたより具体的な指導計画の作成につながるからである。こ

のことは、「Ｄ」の教育活動の実施や、「Ｃ」の学習状況の評価にも関連してくる。研

究協力機関では、それぞれの学校が工夫を凝らし、観点別学習評価の４観点と具体的

な学習状況を想定した評価規準設定の取組、学習状況を分析的に捉える観点別学習状

況の評価の実践に取り組んでいる。本節では、学習評価の研究の柱として掲げた観点

別学習状況の評価の在り方について、①目標に準拠した評価、②生きる力が身に付い

ているかを評価する視点、③評価規準の設定、の視点から検討する。知的障害教育で

は、「生きる力」につなげていく実践を大切にしている。これまで各校が取り組んでき

た実践に観点別学習状況の評価の実践を加えることで、どんな効果があったのか、「生

きる力」をはぐくむ教育活動がどう充実してきたのかという視点で研究協力機関の実

践報告を見ると概要がつかみやすい。各学校の実践の特徴は以下のとおりである。 

愛媛大学教育学部附属特別支援学校の特徴は、キャリア教育の視点からこれまで充

実してきた授業を評価する仕組みに、児童生徒の「生きる力」を評価するシステムと

して観点別学習評価を取り入れた取組である。 
千葉県立八千代特別支援学校の特徴は、「指導と評価の一体化」を意識した学習指導

案における４観点に基づく評価規準設定の取組である。 

京都府立舞鶴支援学校の特徴は、「自立」と「主体性」を基にした学校独自の２観点

による観点別学習評価の取組である。学校独自の評価の観点である２観点は、観点別

学習状況の評価の４観点との関係を整理し、生きる力を評価する観点との関連を明ら

かにしている。 
千葉県立特別支援学校流山高等学園の特徴は、生徒の目標理解と適切な自己評価を

促すルーブリック評価表を用いた評価の取組である。 

第５章 本研究において検討する４つの柱と実践事例 
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（２）愛媛大学教育学部附属特別支援学校の実践 

１）本校研究の概要と経緯 

①本校研究主題について 

本校では、「たくましく生きぬく力の育成～すべての児童生徒の自立、社会参加、就

労の実現を目指す～」という学校の教育目標を具現化するため、平成 20 年度より一貫

して、以下の研究主題のもと実践に取り組んでいる。 

 
 
教育目標にもある「就労」は大切な目標の一つであるが、研究主題を「就労の実現」

ではなく「働く生活の実現」としたのは、学校卒業後 50 年、60 年という彼らの人生に

焦点を当て、研究のゴールを「どうすれば質の高い、豊かな生活を送ることができる

か」に置いたことによるものである。そこで必要とされるであろう「能力・態度」を

確かに育成することによって、「たくましく生きぬく力」つまり「生きる力」が育つと

考えるからである。 
約７年の研究過程において、研究実践の主たる目的が、キャリア教育推進の土台作

りから、キャリア発達を支援するための授業の改善、つまり「キャリア発達を促し、

生きる力を育てる授業はどうあるべきか」へとシフトしてきた。 
②キャリア教育の視点と本校研究のキーワード 

キャリア教育とは、「一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力

や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育（中央教育審議会答申 平成

23 年１月）」とされている。本校の研究は、「生きる力」の視点でこれまでの教育活動

や指導・支援を見直そうとするものであり、キャリア教育の視点は本校の目指す研究

実践の考え方そのものである。 

本校の教育課程は、「領域・教科を合わせた指導」を中心に編成している。このこと

は、学校の教育目標を具現化し、知的障害のある児童生徒の確かな「生きる力」を育

てるためには、「領域・教科を合わせた指導」において、現実の生活を素材とした学習

を展開することが最も適当であるという考え方に立つ。あえて言うならば、知的障害

のある児童生徒にとって分化しづらい領域・教科等に分けない形で学習活動を編成し、

そこでの主体的行動を「本物の生活」において積み重ねることが、「生きて働く力」を

育てる一番の方法であるということである。 

「働く意欲」・「生活意欲」・「基本行動」は、「生きる力」を育てるための視点として、

本校研究の重要なキーワードである。これらのキーワードに沿って、以下のように「領

域・教科を合わせた指導」を見直そうと考えた。 

 
 
 

－卒業後の「働く生活」を実現するために－ 

作 業 学 習 → 「働く意欲」を育てる授業であるかどうか 
生活単元学習 → 「生活意欲」を育てる授業であるかどうか 
日常生活の指導 → 「基本行動」を身に付ける指導であるかどうか 
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ここで、図 5-1-1 に沿って、これらのキーワードについて簡単に解説する。 
「働く意欲」は、職業観を育てることと捉えている。社会自立・職業自立に必要な

生きた力を身に付け、働くための実用的能力や社会的能力を高める中で育成されるも

のと考えている。 
「生活意欲」は、勤労観を育てることと捉えている。

家庭生活・学校生活・地域生活・職業生活に主体的に

参加し、自分の役割を果たして貢献する生活を積み重

ねる中で育成されるものと考えている。働く意欲を育

てるためには、この生活意欲が育っていることが条件

であると考える。 
「基本行動」とは、「基本的生活習慣及びあいさつ・

返事・要求・マナーなど日常生活や社会生活において

最低必要な基本的な内容」で、生きていく上で誰もが

身に付ける必要のある行動であると捉えている。 
基本行動の指導を通して、基本的生活への自信や自己 
コントロール力が高まって初めて、生活意欲・働く意欲が育つと考える。 
２）授業改善に焦点を当てた研究の方策 

①授業づくりの３つの柱（授業評価の仕組み）の設定 

本校では、授業づくりに焦点を当て、児童生徒のキャリア発達を支援するための取

組を進めるに当たり、「Ａ 単元・学習内容設定の工夫」、「Ｂ 学習環境・支援の工夫」、

「Ｃ 評価の工夫」という授業づくりの３つの柱を設けた。この柱は、児童生徒の主

体性を最大限に引き出し、生きる力の土台となる「生活意欲」、「働く意欲」を育てる

ための道筋を明らかにしようとするものである。図 5-1-2 は、この３つの柱を軸とし

た授業改善のサイクルをイメージしたものである。 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 5-1-1 本校研究のキーワード 

≪Ａ 単元・学習内容設定の工夫≫ 
  子どもが「目標・課題意識」をもち、「なぜ」「何のた

め」に学習するのかが明確であること 

≪Ｂ 学習環境・支援の工夫≫ 
  子どもが「見通し」をもち、分かって取り組める環境・

支援を工夫すること 

≪Ｃ 評価の工夫≫ 
  引き出された主体性を、生きる力に高めるための評価

を工夫すること 

適切な課題を設定 

課題を解決するため
の環境や支援を工夫 

課題を解決する過程
を肯定的に評価 

図 5-1-2 授業改善の３つの柱と授業改善のサイクル 
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これらの柱を設定する以前においては、必ずしもその授業で達成したい目標や、そ

のための支援の手だてに沿った視点から授業が評価されないケースが、本校の授業研

究においても少なくなかったと認識している。これらの反省に基づき、キャリア教育

の視点でいえば、児童生徒自身が「なぜ」「何のために」その課題に取り組み、その解

決の過程での学びを自分の生活・人生へと意味付け、価値付け、「生きる力」を育てる

学習が展開されているかどうかを検証することが必要であると考えたからである。本

校では、これら３つの授業づくりの柱による見直しを「授業評価の仕組み」と捉えた。 
３つの柱に沿って授業を計画・実践し、同じ柱で授業を評価することにより、以下

のような成果を得ることができた。 
 
○ 「Ａ 単元・学習内容設定の工夫」を検討することを通して 

活動の目的や意義、さらに一人一人の課題設定の意図が明確で必然性があること

を常に念頭に置いた授業づくりを検討してきた。このことにより、児童生徒の年齢・

段階にふさわしい生活を単元化し、一人一人の能力・実態に応じた適切な課題（「分

かる・イメージできる」課題）を設定することができるようになってきた。 
○ 「Ｂ 学習環境・支援の工夫」を検討することを通して 

知的な障害のある児童生徒が課題に取り組むに当たって、解決への見通しのもて

る、一人一人に応じた適切な環境的支援がなされなくてはならない。児童生徒がも

っている力を 100％発揮して主体的に課題を解決するために必要な環境はいかにあ

るべきか、またその過程で、児童生徒にとって本当に必要な支援（最小の支援）を

どう精選すればよいのか、が明らかになってきた。 
○ 「Ｃ 評価の工夫」を検討することを通して 

大きな成果は、「生活集団の中で自分の役割を果たし、周囲から認められる」こと

で自己効力感を感じる経験の積み重ね、つまり適切に評価をフィードバックするこ

とが、「生きる力」の基盤であることを確認できたことである。そのためには、授業

において「何を」「だれが」「いつ」「どのように」評価すればよいのかが、少しずつ

明らかになってきた。 
こうした成果から、確かにこれまでとは違う、児童生徒が主体的に課題解決に取り

組む授業に迫りつつあることが実感できた。しかし、研究の成果、あるいは授業実践

の結果として、「生きる力」が確かに育ち、目指す児童生徒像に迫ることができている

かどうかを検証するための視点が曖昧であることが課題であった。 
②「生きる力」の育ちを評価するための観点（児童生徒の評価の仕組み）の設定 

本校の教育目標も、キャリア教育の目指すところも「生きる力」を育むという一点

において共通していることは確かなことである。しかし、そもそも「生きる力」とは

何か、という根本的な問いに対する捉えが明確であるとは言い切れなかった。このこ

とは、これまでの知的障害教育の実践において、「領域・教科を合わせた指導」がやや
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もすると形骸化したり、キャリア教育の視点に立った学習・指導がむやみな能力・態

度の育成に終始したりするという残念な結果へとつながると考える。 
本校の研究の目的を達成するためには、「生活意欲・働く意欲を育てるための授業づ

くりを通して、『生きる力』が確かに育っているか」という成果を検証するための、分

析的な視点が必要であると考えた。 
学校教育において、児童生徒の生きる力を育むということは、すなわち確かな学力

を身に付けるということである。「初等中等教育における当面の教育課程及び指導の充

実・改善方策について（中教審答申：H15.10）」では、新学習指導要領の基本的なねら

いは「生きる力」の育成にあるとし、「各学校では、［生きる力］を知の側面から捉え

た［確かな学力］育成のための取組の充実が必要」であるとしている。さらに同答申

では、「確かな学力」とは、「知識や技能はもちろんのこと、これに加えて、学ぶ意欲

や、自分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決

する資質や能力等までを含めたもの」であるとしている。このことは、基礎・基本を

重視しつつ、様々な能力を身に付ける過程で質の高い人生を豊かに生きぬくための意

欲や主体性を育てるという、本校の研究が目指すところと全く一致するものである。 
「児童生徒の学習評価の在り方について（中央教育審議会：H22.３）」では、学校教

育法及び学習指導要領総則において示された「学力の３要素」を踏まえ、評価の観点

に関する考え方が以下のように整理された。 

 

 

 

 

 

 

本校では、目標設定の目安としてきたキャリア教育の視点による「育成したい能

力・態度」を、このような観点別学習評価の４観点から分析的に捉え直し、その達

成を目指すことにより、「生きる力」を確かに育むことのできる授業へと改善を図る

ことができると考えた。そこでまず、学校の教育目標と、それを具体化した「目指

す児童生徒像」を踏まえ観点別学習評価の４観点から「身に付けたい力」として整

理し、評価観点設定の趣旨とした。 
 

 

 
 
 

 

≪学力の３要素と評価の観点≫ 
○ 基礎的・基本的な知識・技能 

→「知識・理解」「技能」において評価 
○ 課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力 

→「思考・判断・表現」において評価 
○ 主体的に学習に取り組む態度 

→「関心・意欲・態度」において評価 

日々の教育実践の結果として、〔目指す子ども像〕に迫ることができているか、
またそのための指導が展開できているかを見取るための、妥当性・普遍性の
ある評価の観点及び「規準」が必要 

【学校の教育目標】 → 本校として、どのような子どもを育てるかを示した

 

〔目指す子ども像〕 → 学校の教育目標を具現化した姿＝本校の教育
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これらの趣旨に沿って評価規準を設定することにより、児童生徒に身に付けたい

力がより明確になり、設定した目標について、児童生徒がどのような学習状況とし

て実現すればよいかが具体的に想定できると考えたからである。また、キャリア教

育の視点に立った各単元・授業における「育てたい能力・態度」の妥当性が確保さ

れ、「授業評価の仕組み」がより機能するものとなるはずであり、このことは、観点

別学習状況の評価を、学習指導の改善に生かす取組そのものであると考えた。 
さらには、この４観点の趣旨を本校における教育実践の中枢に据えることで、こ

れまで取り組んできたキャリア教育の視点に立ったすべての教育活動の一貫性を、

指導の過程と結果の要約である指導要録の評価に至る道筋から明らかにできると考

えた。これについては、「４ 組織的・体系的な学習評価を促す実践」で述べる。 
③「授業評価」と「児童生徒の評価」の関連 

「評価」は、「何を」「だれが」「いつ」「どのような方法で」「どう生かすか」によ

り、本来、多層構造であるものである。こうした意味で、本校の「授業づくりの３

つの柱」でいう授業における「形成的評価」と、指導要録における「総括的評価」

は、深く関連しつつも、目的や質の異なるものである。 
図 5-1-3 は、「授業評価」と「児童生徒の評価」を学習評価の視点から整理したも

のである。目標に準拠した評価とするためには、授業づくりの視点と児童生徒の活

動を見取る視点が一致していることが重要である。観点別学習評価の４観点はその

ための重要な視点であると考えた。 
 
 

（関心・意欲・態度） 
   自分の思いや願いを大切にしながら、学校生活、家庭生活、地域生活、職業生

活などの多様な生活に関心をもち、自ら課題に取り組み、役割を果たして貢献し
ようとする。 

（思考・判断・表現） 
学校生活、家庭生活、地域生活、職業生活等における多様な課題を、自分のよ

さを生かして解決するために、必要な知識・技能を活用したり、考えたこと・決
定したこと等を表現したりしようとする。 

（技能） 
学校生活、家庭生活、地域生活、職業生活を送るために必要な情報を集めたり

確かな技能を身に付けたりする。 
（知識・理解） 

学校生活、家庭生活、地域生活、職業生活を送るための正しい知識を身に付け、
自分の役割や、自分にできることを理解する。 

身に付けたい力（４観点設定の趣旨） 

各学習場面における評価規準の設定 
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写真 5-1-1 じゃがいもの量り分け 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
図 5-1-3 学習評価の視点からみた「授業評価」と「児童生徒の評価」のイメージ図 

（平成 25 年度 専門研究Ｂにかかる第 2 回研究協議会 講義「学習評価の基本的な考え方及び観点別評価の
理解」より引用、一部改変）  

３)学習評価の観点に立った指導実践事例 

以降は、授業づくりの３つの柱に沿って、学習評価の観点に立った実際の指導実践

事例を紹介する。つまり、授業づくりにおける３つの過程それぞれについて、観点別

学習評価の４つの側面から検討を加えた事例である。 

①授業づくりの柱Ａ「単元・学習内容設定の工夫」より 

本校の授業研究では、課題設定と、そのための実態把握を特に重視している。１時

間の授業あるいは単元を通して結果として何を育て、何を身に付けさせたいのかを明

らかにし、課題が適切であるかどうかを見極めることは、児童生徒のキャリア発達を

促す授業になり得るかどうかの重要な分岐点となるからである。分析的な視点で結果

を評価するためには、当然その結果につながる課題や解決の過程を同じ視点で分析す

る必要がある。「評価規準」の設定は、単元・授業の目標・目的を明確なものとするた

めに重要である。 

ここでまず取り上げる、「じゃがいもの袋詰めをする」活動はそ

の一例である。児童生徒の実態にもよるが、この場合、 
はかりの目盛りをよく見て正しく量り、袋詰めをする  

ことが一般的な課題となる。この課題から期待される行動のみに目

を向ければ、はかりの目盛りをよく見て間違いなく量り分けるため

に、目盛板に印を付けるといった支援の手立てが考えられるであろ

う。しかし、これで十分といえるだろうか。 

この課題を解決する過程で児童生徒に身に付けたい能力・態度

を、４観点で分析し、評価規準を設定すると、次のような能力が

求められる。 

見直し  

授業における 

児童生徒（子ども）

の様子の評価 

関心・意欲・態度  

技能 

思考・判断・表現 

知識・理解 

C 評価 Ｂ環境・支援 Ａ単元・学習設定 

授業の評価 

学
習
評
価 

個々の児童生徒

の総括的評価 

＜授業づくりの３つの柱（授業評価の仕組み）＞ 

分析 

＜子どもの評価の仕組み＞ 
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観点別評価は、児童生徒の「生きる力」を育てるための指導を充実させることをね

らいとしたものであるが、この課題を４観点で分析的に見直すことにより、見落とし

がちな視点があることに気付かされる。ここでは、※２、※４の観点について取り上

げてみたい。 
まずは、※２でいう「状況に合う行動を判断する」とは、どのような姿であるかと

いう問いである。我々は、知的障害がある児童生徒たちの思考・判断する力にどこま

で目を向けてきたであろう。極端にいえば、この児童生徒たちに思考・判断する力を

育てることを、どれだけ真剣に考えて授業づくりを行ってきたか、という問いかけで

もある。この場合でいえば、まず求められる「状況に合う行動」とは、決められた範

囲に針が収まらない（軽すぎる、あるいは重すぎる）場合、どの大きさのじゃがいも

を選んで除いたり、足したりするかという判断である。そうした視点から児童生徒の

実態を把握できているかどうかの検討が必要である。何より重要なことは、同じ重さ

に量り分けて袋詰めをすることの意味や、量り分けることそのものの目的（販売をす

る等）理解にかかわる実態を確かに把握し、それに対応した手立てを工夫することで

はないだろうか。 
※４については、必要な道具である「はかり（秤）」を使用するに当たって、その道

具のもつ働きや機能をどこまで理解して使用できるかを把握しておくこと、これも、

一人一人の活動を設定する際に見落としがちなポイントである。 
こうした分析は、児童生徒の実態に応じた活動設定がなされているかを見直し、さ

らにはもっている力を 100％発揮することで解決できる適切な課題をどう設定するか

を検討するに当たっての視点となる。問題なく一見「できている」姿でなく、「確かに

分かってできている」姿を引き出す課題設定や支援により、確実に児童生徒の「生き

る力」につなげることが大切であり、この点が、４観点で評価を行うことの重要な意

義であると考える。 
②授業づくりの柱Ｂ「学習環境・支援の工夫」より 

課題を解決するための環境的支援は、児童生徒が見通しをもち、分かって取り組め

る主体的行動の積み重ねを保障する上で重要である。本校では「過程に働きかける支

援」を重視しているが、支援の在り方を検討する上で、学習評価の観点から分析する

必要がある。「主体的に課題を解決する」とは、授業のねらい、目標に沿って活動に取

り組む姿であると考えるからである。 

ここで紹介する事例は、中学部１年生の生活単元学習「学級の友達とそうめん流し

１ 自分の分担に責任をもつ（関心・意欲・態度） 

※２ 状況に合う行動を判断する（思考・判断・表現） 

３ 活動に用いる機械等を操作する（技能） 

※４ いろいろな道具や機械の仕組み、操作などを理解する（知識・理解） 
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を楽しもう」において、２人組で道具の準備や役割分担を話合い、計画を立てる活動

場面である。以下は、Ａさんが話合い活動に取り組むに当たっての評価規準の一部で

ある。 

 

 

 

Ａさんが活動の目的に沿って考えを整理し、話合いを進めることができるよう、そ

うめん流しの実際の活動場面を小型模型で再現し、それを操作しながら自分の意見を

述べることができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、相手に自分の思いや意見を分かりやすく伝えながら話合いを進めるためには、

正しい話し方や話合いのきまりを意識する必要があると考え、以下のような学習カー

ドを準備した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの手立てにより、相手の立場を意識し自分の考えを正しく伝えながら、実際

の活動への見通しをもち、目的に沿って話合いを進めることができた。話し合った内

容が実際の活動において確かに生かされる経験を保障することができ、学習のねらい

を達成することができた。 

③授業づくりの柱Ｃ「評価の工夫」より 

本校では、評価を考える上で、「できたか」「できなかったか」という結果ではなく、

課題解決の過程における児童生徒の意識（内面）の育ちを、指導者がどれだけ適正に

・ 活動の目的を考えながら自分の意見を言う（思考・判断・表現） 

・ 思いや意見を相手に分かりやすく話す（技能） 

 

図 5-1-4 話合いのきまり（左）と正しい話し方を示した話形カード（右） 

写真 5-1-2 模型を操作しながら考えを述べるＡさん

 

写真 5-1-3 実際に使う道具を準備するＡさん（左） 
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見取っているかを重視している。学習評価の観点は、授業の目的である「何を評価す

ることが生きる力につながるのか」を明らかにするための視点として、生かされるべ

きである。重要なことは、課題分析時に設定した観点に沿って、その課題を解決する

姿を評価することであると考える。 

紹介する事例は、中学部２年生の生活単元学習「オレンジハウス号で湯築市にお店

を出そう」において、出店の準備に取り組む活動である。知的障害のあるＢさんにと

っての関心・意欲・態度の評価は、分かりやすい活動において、具体的な行動規準で

なされる必要がある。ここでは、発泡スチロールカッターを用いてお店の看板用の文

字を切り抜く活動を設定している。以下は、Ｂさんが活動に取り組むに当たっての評

価規準の一部である。 

 

 

もともと道具を操作して取り組む活動に興味をもって取り組むＢさんであるが、こ

の場合の評価は、「手元を注視して」取り組む姿がその基準となる。活動途中（課題解

決の過程）において、手元をよく見て（目視確認し、自己評価しながら）取り組めて

いるかどうかを、学級の友達とともに、映像で記録した自分の姿を見て振り返ること

で、Ｂさんも目標に沿って取り組めた実感を味わうことができた（写真 5-1-4）。 

本校では、生きる力を育てる授業の在り方として、「意識に働きかける評価」を重視

しているが、「評価すべきはどのような意識の表れる行動であるのか」を検討する上で

も、学習評価の観点は重要であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）成果と今後の課題 

知的障害のある児童生徒の「生きる力」を育むために、具体的にどのような力を育

てればよいのかという視点が分析的に明確にできたことは、観点別学習評価の実践に

よる成果である。本校でこれまで推進してきたキャリア教育の視点及び、授業づくり

の３つの柱に沿った研究との関連を検討することで、評価と学習指導との一体化の在

り方が明らかになってきたことを実感している。 

写真 5-1-4 Ｂさんの活動の様子（左）と、映像による評価場面（右） 

・ 手元をよく見て、活動に取り組む（関心・意欲・態度） 
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現在、こうした視点からの形成的な評価を積み重ね、学習指導の改善を図っている

が、これらの蓄積を基にした総括的な評価をどう進め、児童生徒の次なる課題の設定

に生かすことが、「生きる力」を育てることにつながるのかを検討していくことが、今

後の課題である。 
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（３）千葉県立八千代特別支援学校の実践 

１）学習指導案における４観点に基づく評価規準の設定 

本校では、学習指導案の基本形式を改訂して、「単元の評価規準」と「単元における

個別の目標及び評価規準」を記述することにした。研究部からは「観点をもつ」「判断

の基準を定める」ことの意義を、①児童生徒一人一人の学習状況を多面的に捉える、 

②活動ありきではなく、学んでほしいことが着実に身に付くための授業づくりを意識 

できる、③学習評価と授業評価は授業改善につながる、と説明した。これらを共有し 

た上で学習指導案の基本形式について、児童生徒の実態を把握しながら指導・評価す 

るという「指導と評価の一体化」を意識して項立てを図 5-1-5 のように共有した。作

成上のポイントとして以下の３点が挙げられる。 

①「２ 単元について」の「（１）本単元までの指導経過」では、年間指導計画の中で

の単元の特徴や他単元との関連を示すようにする。また、「（３）学んでほしいこと」

では、指導観に関する内容として執筆する。学習指導要領、生活年齢、キャリア発

達を促す教育の視点、単元後の展望などを踏まえて単元における授業者の意図を明

確にしていく。 

②「４ 単元の評価規準」「５ 児童生徒の実態、単元における個別の目標及び評価規

準」では、「観点をもつ」ことを示した。児童生徒のよさを引き出し、学習課題を明

確にした授業を目指して４観点に基づく判断の基準（評価規準）を設定し明記する。 

 

 

 

図 5-1-5 学習指導案基本形式の項立て 

判断の基準を 
決める 

学習評価 
授業評価 

判断の基準と 
照 ら し 合 わ せ

 

目標を 
決める 

 

 

１ 単元名 ４ 単元の評価規準 

３ 単元の目標 

５ 児童生徒の実態、単元における個別の
目標及び評価規準 ２ 単元について 

（１）本単元までの指導経過 
   年間指導計画における位置づけ 
（２）児童生徒の実態 
（３）学んでほしいこと 
（４）題材、活動内容について 
（５）工夫、配慮事項など 

６ 指導計画 

７ 本時の指導 
（１）本時の目標 
（２）展開 
（３）支援の工夫、教材教具の写真と説明 

８ 前時までの学習評価と本時の目標 

授業 
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③従来の学習指導案作成（「目標を決める」の部分）では、単元開始の２～３週間前か 

ら執筆をするため、どうしても単元期間中の現状とのずれが生じることがあった。

そこで、「８ 前時までの学習評価と本時の目標」では、実効性のある学習指導案と

なるように、この項は本時の授業前日までに配布できればよい、と決めて本時まで

の学習評価を明記できるようにした。また、Ａ３版横書きにして、単元終了後、設

定した評価規準にどれだけ近づけたかについても記述し、一覧できるようにした。 

これは、いわゆる「学習指導案は書くだけ。授業研究も本時の授業のみでやりっ放

し」という状況を無くす本校の授業づくりの仕掛けにもなっている。 

２）観点別学習評価における評価規準の設定の捉え方 

評価の４観点については、まず初めに学習指導要領で示されている学力の３要素と

評価の４観点とのつながりを伝えた。そして、図 5-1-6 のようにラジオ体操の事例を

提示して、「単元目標－単元の評価規準－個別の実態－個別の評価規準」といった判断

の基準のつながりを説明した。また、４観点の違いについては大まかな捉え方ではあ

るものの、児童生徒が授業の中で何を学んだか、が分かる授業を実現するというこれ

までの取り組みから、「関心・意欲・態度＝やってみたい」「思考・判断・表現＝これ 

 

図 5-1-6 単元目標と評価規準とのつながり 

 

 ○単元目標 正しくラジオ体操をすることができる。 

○個別の実態・目標 

○単元の評価規準 

○個別の評価規準 

進んでラジオ体操を行う。 

関心・意欲・態度 

効果的に体操を行うため
に工夫する。 

体操の順番や動かし方を
理解している。 

上肢や下肢を型通りに動
かす。 

思考・判断・表現 知識・理解 技能 

  

実態 

手だて 

目標 

関心・意欲・態度 

進んで教師の動きを模倣
してラジオ体操を行う。 

教師の言葉掛けに応じて、
指先を伸ばしたり、腕を大
きく振ったりする。 

教師の手本を見て、型通り
に上肢と下肢を動かす。 

ラジオ体操の順番を理解
して、身体を動かそうと 
する。 

思考・判断・表現 技能 知識・理解 

・上肢は正しく動かすことができている 
が、下肢を連動させることが難しい 

・腕を振って足を曲げ伸ばす運動と腕を上下に
伸ばす運動を行うことができる。 

                            
・動きを引き出せるように、言葉を掛けなが 
ら、生徒の正面で手本をゆっくりと示す。                    
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ならできそうだ」「技能＝やってできた」「知識・理解＝やり方が分かった」の発想で

判断の基準（評価規準）を学習指導案上に反映させていけばよい、と説明した。 

３）実践事例「高等部作業学習」の取組 

 ４観点に基づく評価規準を学習指導案に記述した事例として、高等部作業学習農耕

班の実践を報告する（資料参照）。この単元は、生徒 13 名、授業者５名で展開し、じ

ゃがいもを収穫し、商品として販売できる形に整え、販売するという構成である。な

お、本稿で資料として報告する「２ 単元について」と「７（２）本時の展開」は、

学習指導案成案から抜粋したものである。また、「６ 指導計画」は省略して掲載する。

個別の評価規準等についても、生徒 13 名より２名（資料では、生徒Ａと生徒Ｂ）の掲

載のみとする。 

 本校では、平成 24 年度より、高等部ではキャリア発達を促す視点を取り入れて生徒

の学習活動を考えている。本稿で報告する学習指導案上においても、キャリアの４領

域（「人間関係形成能力・情報活用能力・将来設計能力・意思決定能力」）の視点と指

導目標の関連を明記している。 

なお、この学習指導案における授業者（ＭＴ）の単元終了後の内省報告を記してお

きたい。ＭＴには４観点の捉え方について話を聴くと「この時期は、実習もあって授

業に落ち着かないこともあって、前時の様子を見て、本時は臨機応変に対応しました。

（評価規準の設定について）私たちの意図は決まっているので、観点に分けて書くと

きに、どう割り振っていく、とか、どう当てはめるか、というような迷いはなかった

です。」と話していた。 

４）個別の指導計画との関連 

学習指導案作成の前提として、本校では年間指導計画と単元計画がある。特に、単

元計画（図 4-3-3）では、単元終了後に集団と児童生徒個々の学習評価及び授業者の授

業評価を記述できるようにしてある。この記述内容をチームティーチングである授業

者間で検討することにより、自ずと授業改善の営みが成されると考えている。また、

前述のように、学習指導案上でも「８ 前時までの学習評価と本時の目標」において、

前時までの学習評価だけでなく、単元終了後に児童生徒個々の学習評価として設定し

た評価規準にどれだけ近づけたかを記述している。したがって、本校では、①個別の

指導計画の評価（家庭向け「通知票」の役割がある）、②単元計画の評価、③学習指導

案「８ 前時までの学習評価と本時の目標」における単元の評価、この３点は学習評

価として連動したもの（①②③の記述内容は同じと考えてよい）になっていて、指導

と評価が一体化した仕組みになっている。 

ただし、中学部と高等部にとって学級担任と授業担当者が同一でない授業が多いの

で、個別の指導計画と単元計画の関係においては、どちらが記述者となるのか、評価

結果をどのように学級担任に伝えていくか、という手続き上の課題がある。この課題

には、学級担任と授業担当者間のコミュニケーションツールとして、「成績個票」を作
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成して対応している。 

５）今後の展望 

 学習指導案の基本形式を改訂して、４観点に基づく「単元の評価規準」と「単元に

おける個別の目標及び評価規準」を記述することはできたが、せっかくの記述（授業

者間で考えたこと）が、学習指導案上のみで終始することがあっては意味を成さない。

したがって、本校にとって基本形式の改訂を皮切りに、表 4-3-1 に示した指導の根拠

を説明できる指導と評価の仕組みづくりに着手できたことは大きな意義があると考え

ている。 

なお、仕組み（システム）は、実際に回してみて改善し続けることが重要である。

図 5-4-8 で示している本校の学習指導ＰＤＣＡサイクルで言えば「Ｃ（評価）」と「Ａ

（改善）」についてより重視していく必要がある。 

 そこで、残された課題として、３点が考えられる。 

①資料に示した学習指導案でも分かるように、設定した「単元の目標」と「単元の評

価規準」、そして「個別の評価規準」は対応しているのか、それぞれどんなつながり

があるのか、についてはまだ整理が不十分である。研究部からは基本形式改訂を説

明する際、ラジオ体操の事例（図 5-1-6）を提示したものの、実際の学習指導案上で

はそのつながりを簡潔に示すことはまだ不十分であり今後検討の余地がある。 

②学習指導案上の「８ 前時までの学習評価と本時の目標」、設定した「単元の目標」、

「単元の評価規準」、「個別の評価規準」との対応についても課題は同様である。特

に、単元終了後に記述する児童生徒個々の学習評価と４観点に基づく「単元の評価

規準」とのつながりについては整理をしていきたい。 

③ＰＤＣＡサイクルでは「Ｃ（評価）」と「Ａ（改善）」が重要である。したがって、 

 年間指導計画や単元計画のひな型自体の見直し、改善を継続させていく必要がある。

授業づくりや成績処理など指導と評価の一体化の作業を効率化させるという意味か

らも大切な検討課題であると考える。 

 今後の展望としても、授業づくりの中核は学習指導案づくり（あえて述べるなら、

学習指導案作成過程で起こった授業者間における全ての出来事を含める）であると考

えられるであろう。冒頭に示した観点をもって、判断の基準を定めることの意義を踏

まえて、学習指導案の基本形式も見直し、改善を続けることにより、日々の授業実践

と教育課程の評価を関連付けていきたいと考えている。 

 

（参考文献） 

 千葉県立八千代特別支援学校、研究紀要やちよの実践第３２号、２０１４年 

 

～参考資料～  

高等部作業学習農耕班の実践事例－学習指導案（抜粋）より－ 
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１ 単元名 「じゃがいもを収穫し、販売しよう」 
２ 単元について 

（１）本単元までの指導経過  

 農耕班では、年間を通して季節の野菜や草花の栽培、収穫、販売等に取り組む中で、卒業後に

必要な資質である挨拶や返事、安全、指示理解、集中力、持続力等の支援を行っている。また、

藩種から栽培、管理、収穫までの作業を「収穫・販売」という目標に向かって継続的に取り組む

ことで、生徒が働く喜びや成就感を味わえるように計画をしている。これは学習指導要領にある

「働く喜びを味わったり、職場に必要な態度を身につけたりする」「農業についての興味、関心

を高め、意欲的に実習する」の観点に合致していると考える。 

本単元は、「じゃがいもを収穫して製品化し、販売する」という目標を設定し活動する。 

（２）生徒の実態 ※授業に関する実態。 

 本授業の生徒は１３名である。言葉だけの説明でも作業内容や工程を理解し、見通しを持って

作業に取り組むことができる生徒、教師の言葉掛けや手を添えて支援をすると作業を行うことが

できる生徒、除草や運搬作業が好きで長時間継続して作業に取り組むことができる生徒等、実態

は様々である。生徒によっては、収穫には積極的だが、自分の気に入った作業のみをやろうとし

たりする等、作業内容によって主体的に活動できない等の課題がある。 

（３）学んでほしいこと 

 農耕班は、「基礎的な知識や技術を学び、意欲的に作業ができる。」という目標を設定している。

生徒が、これまでの学習の中で、達成感や自己有用感を持つことができている体験的な活動に重

点を置き、自信を持って自己を認める自己肯定感の向上を図り、活動の意欲を高めたい。また、

自ら栽培・収穫した野菜の袋詰めの知識や技術、そして、就労に結びついた適切な言葉遣いを学

ばせたい。将来を見据えた「働くことの意義や働く喜び、余暇活動への参加」等の卒業後に活か

せることを身に付けてほしい。 

（４）題材、活動内容について 

本単元は、じゃがいもの収穫、販売することを目的に活動を進めていく。本時では、スーパー

マーケットのバックヤードという仮想の職場環境を設定することで、包装に関する知識や技術の

習得だけでなく、言葉遣いに注目した報告、連絡の仕方についての習得を目指していく。また、

作業目標や結果を数値化して設定し、できたことに対してシールを貼っていくことで目標の達成

度合いをその場で感じることができるようにする。これは、自己肯定感の向上へとつながりやす

いと考える。 

本時は３グループに分かれて授業を展開する。ただし、１つのグループが単独で作業を行うの

ではなく、最終的には、３グループがそろっていないと農耕班の作業学習は成立しないように組

んで展開していく。 

（５）工夫、配慮事項など 

○３つのグループに分けることで、生徒一人一人に指導、支援が行き届くようにする。 

○各グループで、学習の流れや作業内容、作業手順などの説明が分かるように、視覚的な環境を

設定する。 

○ワークシートへの記述により、持続して取り組めた理由や次への目標を考えていけるようにする。 

○ワークシートの記述が難しい生徒は、文字カードやシールを活用できるようにする。 
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３ 単元の目標 
○自分の意見を相手に伝え、相手からの意見もきちんと聞くことができる。【人間関係形成能力】 

 ○基礎的な知識や技術を学び、意欲的に作業ができる。【情報活用能力】 
 ○状況に応じた適切な言葉遣いをすることができる。【将来設計能力】 
 ○自分の分担に責任をもつことができる。【意思決定能力】 
 ○安全や衛生に気をつけながら活動することができる。【意思決定能力】 
○友達と協力しながら作業学習に取り組むことができる。【人間関係形成能力】 

 ○販売会では、みんなで協力し完売に向けて意欲的に販売活動することができる。【人間関係形成能力】 
 
４ 単元の評価規準 

 
５ 生徒の実態、単元における個別の目標及び評価規準 
（１）個別の目標 

（２）個別の評価規準 

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評 
価 
規 
準 

○活動内容を知り、 
進んで取り組む。 

○販売会では挨拶、返
事、報告などの言葉
を掛ける。 

○自分の仕事に責任を
もって取り組む。 

○状況を把握して、手
伝いや活動の準備を
することができる。 

○場面に応じて報告、
連絡、相談する。 

○友達と協力して作 
業に取り組む。 

○道具の正しい扱い
方を知り、安全に使
用する。 

○作業工程を知り、 
見通しを持って活 
動する。 

○指示された内容を 
理解している。 

○販売会では、商品 
の説明をする。 

 本単元にかかわる実態 単元の目標 

生
徒
Ａ 

（
赤
グ
ル
ー
プ
） 

・与えられた仕事は最後まで取り組むことができ
るが、自分の役割を果たすことに集中しがちで
周りの状況を確認できないことがある。 

・作業中の友達に対しての言葉遣いが適切でない
ことがある。 

○作業工程を理解し、周りの友達と協力をしな
がら作業を進めることができる。 

○安全に気をつけながら、バッグシーラーを使
用することができる。 

○敬語や丁寧語で友達や教師とコミュニケー
ションを取ることができる。 

生
徒
Ｂ 

（
青
グ
ル
ー
プ
） 

・意欲的に作業に取り組み、挨拶や返事などは大
きな声でできる。 

・自分の役割を果たしていく途中で注意散漫にな
ることがある。 

・教師の話を繰り返し聞き返したり、話と違う解
釈をしたりすることがある。 

○自分の仕事を最後まで責任を持って取り組
むことができる。 

○じゃがいもの袋詰めをし、ゆるみや袋破れが
ないようにシーラーをかけることができる。 

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

生
徒
Ａ 

○活動に見通しを持
ち、決められた時間、
作業に取り組む。
   

○分からない時や終了
した時は、教師に報
告、連絡、相談する。 

○次の活動に見通しを
持ち作業を進める。 

○正しい動作で安全 
に道具を扱ったり、
片付けたりする。
  

○作業工程内の順 
番や仕方を理解す
る。 

生
徒
Ｂ 

○教師の指示を聞 
き、自分の仕事に責
任をもって取り組
む。 

○分からない時や終了
した時には、教師に伝
える。  

○教師の指示を聞き、 
手順通りに作業を進
める。 

○教師の指示や写 
真を見て、手順通り
に作業を進める。 
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７ 本時の指導 
（１）本時の目標 
  ○提示された作業内容を知り、最後まで取り組むことができる。【情報活用能力】 
  ○それぞれの作業工程で見通しを持って取り組むことができる。【意思決定能力】 
○道具の正しい扱い方を知り、安全に使用することができる。【将来設計能力】 

（２） 展開 

※キャリアの４領域 【人】人間関係形成能力 【情】情報活用能力 【将】将来設計能力 【意】意思決定能力 

時配 活動名・指導内容 指導上の留意点 ＴＴの役割分担 
 

10 
分 

○服装の確認をする。【人】【将】 
○グループのリーダーに合わせて
挨拶をする。【将】 

・グループリーダーに注目ができるよ
うに促す。 

・出欠を確認する場
合は生徒の表情も
確認する。 

 
50 
分 

○グループに別れて学習を始める 
 
 
○本時の内容の説明を聞く。【情】 
・ホワイトボードに書いてある作業
内容と手順を確認する。【情】             

・シーラーの使い方についての説 
 明を聞く。【情】 
 
 
 
 
 
 
 
○本時の内容の説明を聞く。【情】 
  
 
 
 
・じゃがいもを各グループに渡した
り、赤・黄グループで仕上がった
製品をコンテナに入れる。【意】 

 
 
 
・本時の内容説明は、活動量確保のた
めにホワイトボードに記入してお
く。 

 ・ホワイトボードに書かれている作
業内容や手順は、写真や図を使って     

分かりやすく説明する。 
・赤チームはグループでペア 
を作り、お互いに作業内容 
や手順を確認し合いながら 

 進めるようにする。 
 
 

・個別に写真を準備して、説
明をする。気持ちが乗らな
いときは、言葉掛けをしな
がら活動の意欲を促す。 

・値札の作成は、シールを準
備して、そのシールに数字
の判子を押していく。 

 

 
 
 
・赤グループはＳＴ
１、青グループは
ＭＴが説明を別々
に行う。 

 
 
・ＳＴ４は分からな
いことや質問に答
えていく。 

 
 
 
 
・ＭＴは写真を準備
して説明をする。 

 
 

 
20
分 

○作業終了の合図を聞く。【意】         
・片付け、手洗いをする。【人】                       
・グループで本時の反省を用紙に記
入する。【意】 

・青グループは記録用紙にシールを
貼る。【将】 

○グループの報告を聞いて、本時の
振り返りをする。【将】 

○次時の説明を聞く。【情】 

○赤グループは班長、青グループは教
師が作業終了の合図を送る。 

・生徒の実態に応じて評価表を用意す
る。 

 
 
・各チームで集まり、反省を行う。 
・ＭＴは全員に怪我の有無について、
確認の言葉掛けをする。 

・赤チームはＳＴ１、
青チームはＭＴが
説明をする。 

・ＭＴは教師に注目
するように促す。 

 
・ＳＴ１～５は怪我
の有無を確認す
る。 

【赤グループ 生徒４名】 ＊黄色グループの記載は省略 

【青チーム 生徒３名】 

①じゃがいもを選別する。【人】 
②じゃがいもを計量する。【人】 
③じゃがいもの袋詰めをする。【人】 
④バッグシーラーで袋とじをする。【人】 

①じゃがいもを運ぶ。【人】 
②値札を作る。【人】【意】 
③じゃがいもを箱に入れる。【人】 
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８
 
前
時
ま
で
の
学
習
評
価
と
本
時
の
目
標

 

生
 

徒
 

名
 

(時
間
中

3
時
間
目

) 
７
月
１
日

 
７
月
２
日

 
７
月
３
日

(本
時

) 
単
元
の
評
価

 
活
動
内
容

 
  単
元
の
個
別
の
目
標

 

○
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
を

し
よ
う
。

 
 

○
収
穫
し
た
じ
ゃ
が
い
も

を
選
別
し
よ
う
。

 
○
じ
ゃ
が
い
も
を
計
量
し
て
選
別
し
よ
う
。

 
○
じ
ゃ
が
い
も
の
袋
詰
め
を
し
よ
う
。

 
 

 

生 徒 Ａ
 

○
作
業
内
容
を
理
解
し
、周

り
の
友
だ
ち
と
協
力
を
し
な

が
ら
、進

ん
で
作
業
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
。

 
○
正
し
い
道
具
の
使
い
方
を

知
り
、安

全
に
気
を
つ
け
て

扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
二
人
一
組
で
協
力
し
な
が

ら
、
じ
ゃ
が
い
も
を
収
穫

で
き
た
。

 
・
作
業
の
始
め
と
終
わ
り
に

全
体
に
向
か
っ
て
言
葉

を
掛
け
て
い
た
。

 
・
作
業
の
終
わ
り
に
は
、「
一

つ
の
コ
ン
テ
ナ
に
じ
ゃ

が
い
も
を
ま
と
め
た
方

が
よ
い
で
す
か
。」

な
ど

全
体
を
見
て
発
言
し
て

い
た
。

 

・
自
分
の
作
業
に
集
中
し
が

ち
で
あ
っ
た
。

 
・
一
個
一
個
、
て
い
ね
い
に

選
別
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
。

 

＜
本
時
の
目
標
＞

 
○
作
業
工
程
を
理
解

し
、
友
達
と
協
力
し

て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
。

 

＜
手
だ
て
＞

 
・
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
示

し
た
作
業
工
程
を
見

な
が
ら
説
明
す
る
。

 
・「
お
願
い
し
ま
す
」「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
な
ど
、
同
じ
作

業
工
程
を
行
っ
て
い

る
友
達
に
伝
え
る
よ

う
に
促
す
。

 

・
作
業
が
始
ま
る
前
に
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
か
れ

て
い
る
内
容
を
確
認
し

て
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ

ー
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

 
・
分
か
ら
な
い
生
徒
に
対
し

て
は
、
繰
り
返
し
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

 
・
シ
ー
ラ
ー
は
、
自
分
で
テ

ー
プ
を
セ
ッ
ト
し
て
使

う
こ
と
が
で
き
た
。

 

生 徒 Ｂ
 

○
自
分
か
ら
報
告
、連

絡
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

 
○
周
り
の
友
だ
ち
と
協
力
し

な
が
ら
作
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

 
 

・
じ
ゃ
が
い
も
の
掘
り
方
の

説
明
を
最
後
ま
で
し
っ

か
り
と
聞
き
、
活
動
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

 
・
二
人
一
組
で
じ
ゃ
が
い
も

の
収
穫
を
行
っ
た
が
、
自

分
の
じ
ゃ
が
い
も
ば
か

り
気
に
し
て
い
た
。

 

・
選
別
の
際
に
、
分
か
ら
な

い
こ
と
は
積
極
的
に
質

問
し
、
意
欲
的
に
作
業
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き

た
。

 
・「
十
個
選
別
し
た
ら
、
報

告
す
る
」
と
い
う
課
題
を

設
け
て
行
い
、
き
ち
ん
と

報
告
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

 

＜
本
時
の
目
標
＞

 
○
作
業
工
程
を
理
解

し
、
自
分
の
仕
事
に

取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
。

 
○
「
お
願
い
し
ま
す
」

「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
言

葉
で
表
現
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

＜
手
だ
て
＞

 
・
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
作

業
工
程
を
示
し
て
手

順
を
伝
え
る
。

 
・
作
業
を
次
の
人
に
依
頼

す
る
と
き
や
受
け
取

る
と
き
に
は
、返
事
が

で
き
る
よ
う
に
、言
葉

掛
け
を
す
る
。

 

・
作
業
が
始
ま
る
前
に
写

真
ボ
ー
ド
で
自
分
の
活

動
を
確
認
で
き
た
。

 
・
分
か
ら
な
い
こ
と
は
積

極
的
に
質
問
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

 
・
任
さ
れ
た
仕
事
は
責
任

を
持
っ
て
や
り
遂
げ
て

い
た
。
友
達
に
言
葉
を

掛
け
る
こ
と
や
報
告
も

行
う
こ
と
が
で
き
た
。
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（４）京都府立舞鶴支援学校の実践 

１）実践の内容 

学習評価に関わる研究方針は、教務部の原案をもとに「研究推進会議（副校長・総括

主事・教務部長・研究部長・進路部長で構成）」で検討を行った。特総研研究協力の機

会を生かしながら、教育課程の改善につなげるため、「つけたい力の整理」「個別の指導

計画等のシステムの改善」「授業評価による授業改善」の３本の柱で研究を始めた。 
まず、指導内容の方向性をまとめたものとして「つけたい力」を整理した。次に、授

業改善の一つの方策として学習指導案の書式を改善し、目標（評価規準）設定に学校独

自の２観点を取り入れた。授業研究では、「目標設定シート」「単元まとめシート」など

を使った協議によって、「つけたい力」の共通理解を図った。個別の指導計画等につい

ては、年間目標の欄に「つけたい力」の項目を取り入れた。 
①「つけたい力」の作成（表 5-1-1）  
本校では一部を除いて障害種別（学年混合）の学級編制をしており、毎年少しずつ編

制を替えているため、すべての学習について指導内容や指導順序を細かく定めることは

難しい。しかし、開校から 10 年を経て、卒業生の働く姿や生活する姿から、将来を見

通して必要な力を明確にすべきであると再認識し、教育目標を具体化して「つけたい力」

を作成した。 
まず、研究推進会議で「つけたい力」の柱（分野）を協議し、下記の３分野（各分野

を２つに分けて６項目）を設定した。 
＜「つけたい力」の３分野６項目＞ 

 ア  健康な心身（健康維持・生活習慣） 
  イ  生活に生きる確かな力（日常生活に必要な基礎学力・社会生活と「しごと」） 

 ウ  豊かな人間性と社会性（人との関わり・主体的な生き方） 
次に、各学部で、項目ごとに「つけたい力」を検討し、全校で一覧表（Ａ４版１枚）

にまとめた。詳細な単元構成等ではなく、指導の方向性を示すもので、評価規準を考え

るときのベースとして位置付けている。（表 5-1-1 は作成途中のもので、今後加筆修正

する予定である。） 
 アの「健康な心身」は、心と体の安定がすべての基盤であることから、体調管理やケ

ガ・病気に対応する力と、基本的な生活習慣を身につけることを目標としている。 
 イの「生活に生きる確かな力」は、わかってできることを増やし、日常生活や社会生

活を充実させるための基礎学力や、家庭や社会で自分の役割（＝「しごと」）を果たす

力をつけることを目標としている。 
 ウの「豊かな人間性と社会性」は、人との関わりの中で社会性を伸ばすことや、成功

体験で自信をつけ、展望を持って主体的に生きる意欲を持つことを目標としている。 
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②観点の設定 

学習指導案の書式の改善にあたり、学校独自の目標設定（評価規準）の観点を設定し

た。児童生徒の成長を的確に捉えて指導改善に生かすことと、大切にしたい視点を全校

で共有し、効率的な評価をめざすことをねらいに検討を進め、「ア自立につながる知識・

技能」、「イ主体的な学び」の２つを観点とした。 
原案は、他校の実践例も参考にして教務部が作成し、研究推進会議で協議した。文部

科学省の４観点をそのまま使うことも検討したが、できるだけシンプルで常に意識でき

るものにしたいと考えた。また、児童生徒の障害種別や実態が様々で、「教科別の指導」

「領域別の指導」「各教科等を合わせた指導」と多様な指導形態がある特別支援教育で

は、評価の観点を細かく分けることは馴染まないのではないかと考え、２点にまとめた。 

全校研修会では、この２観点は、本校がこれまで大切にしてきた児童生徒の姿に基づ

いていることを伝え、イメージしやすいように具体的な学びの姿の例や学習指導案の記

入例も示した。 

 文部科学省の観点別学習評価の４観点との関係を整理すると次のようになる。 

表 5-1-1 つけたい力 
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＜観点別学習評価の４観点との関係＞ 
          本 校  

観点 重視したい学びの姿 観点別学習評価の４観点 
ア 
自立につなが

る知識・技能 

新しいことを知る 
やり方を理解する 
正しいやり方でできる 
支援を受けてできる    など 

知識・理解 
 
技能 

イ 
主体的な学び 

挑戦する・工夫する・活用する 
目標を立てて努力する・振り返る 
自分で考える・決める・選ぶ 
伝える・表す・話し合う  など 

関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 

 
アの「自立につながる知識・技能」の観点は、知識や技能が児童生徒の生活実態に即

し、ねらいが明確になるように、「自立につながる」という点で絞った。この自立は、

高等部卒業後だけでなく、今の生活の中で、できることを増やし、いろいろな人と関わ

りながら、また、必要な支援を受けながら生き生きと暮らす姿を指す。 
イの「主体的な学び」の観点には、「思考・判断・表現」を含めている。思考・判断

は知的障害のある児童生徒にとって苦手な分野であるが、学習したことを意欲的に活用

できる場面の設定によって力をつけることができると考える。キャリア教育の視点から

も、目標を持ってよりよい生活を送ろうとする主体性につながるものであると考える。 
③学習指導案の書式改善 

目標設定に重

点を置き、教務部

で新書式の原案

を作成した。 
目標設定の構

造（図 5-1-7）を

整理し、単元の目

標と本時の集団の目標をふまえて個別の目標が具体的なものになるように項目を変え

た。さらに、単元の目標が、知識・技能の習得に偏らないように２観点で記入するよう

に変更した。まず、研究部の授業研究で試験的に使用し、研究部員や授業者の意見を聞

いて、項目名や作成の手引きを改善した。 
  
 
 
 

図 5-1-7 目標設定のイメージ図 
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新しい指導案の特徴的な項目を挙げる。 
 学習を生かすことが期待できる場面の例  
「単元設定の理由」の最後に別枠を設け、この学習に関する発展的なねらいを具体的

に書く欄としている。「家族と買い物に行った時、自分のおやつは自分で支払う」など、

家庭や地域での願う姿を記入する。学んだことを生活場面に広げる・生かす・つなげ

ることを意識しながら指導するためである。                    
 単元の目標  
 「つけたい力」に沿った目標を、学校独自の２観点で整理をしている。単元の目標を

「～（活動）を通して～の力をつける」などの形で記入している。この目標が、集団全

体の評価規準にあたると言える。これをさらに具体化して本時の目標を設定し、さらに

個別の実態に応じた目標（個別の評価規準）を設定している。 
 指導計画  
 主な学習目標についても、２観点で記入する。 
 ＜自立につながる知識・技能＞は、「知る・わかる・できる・練習する」などの姿が

含まれる学習を指す。 
＜主体的な学び＞は、「挑戦する・工夫する・活用する・目標を立てて努力する・振

図 5-1-8 学習指導案書式 
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り返る・考える・決める・選ぶ・調べる・伝える・表す・話し合う」などの活動を重視

する学習を指す。 
 授業評価  
 教師の授業評価の欄である。授業後にＡ～Ｄの評価と成果・課題を記入し、次の授業

に生かす。２観点を意識した授業であったかどうかの評価項目も含まれている。 
④目標設定シートと単元まとめシート 

過去の授業研究では、授業力向上を主なねらいとして、１時間単位の授業の目標や構

成、手だてなどを中心に協議してきたが、それを年間の総括にまでは十分生かせていな

かった。研究部と教務部が連携し、「つけたい力」を踏まえて単元の目標を設定し、単

元のまとめをその後の指導に生かすＰＤＣＡのシステムを模索している。 
本年度の授業研究では、授業者は、学習指導案作成と同時に、目標設定シート（図

5-1-10）を作成する。単元目標が「つけたい力」のどこにあたるかをチェックし、２観

点で整理する。事前研では、この目標設定シートと学習指導案を使って論議し、単元終

了時には、単元まとめシート（図 5-1-11）を作成する。単元まとめシートは、学習指

導案の中の目標と評価に関する部分を図式化したもので、最後に「次につけたい力」の

欄を設けている。学期末の学部研究会で、このシートをもとに全員で単元を振り返り、

次の単元で指導したい内容や題材、手だてなどを論議している。 
 

２）実践事例  
～小学部の生活単元学習の事例 

 
「つけたい力」や学習指導案などを活用した授

業研究の流れをまとめると、図 5-1-9のようにな

る。小学部の生活単元学習「バスに乗って出かけ

よう」の授業を例に挙げて説明したい。 
①学習指導案の目標設定の例 

 単元の目標を２観点で設定し、その目標を達成

するために、本時の目標（全体・個別）を立てて

いる。本時の目標は、２観点で整理しにくいこと

もあるので項目を分けていない。 
 単元の目標   （＝単元の評価規準） 
ア＜自立につながる知識・技能＞ 

◇買い物やバス利用の学習を通して、商品と金銭のやりとりに関する基礎的な知識・

技能を身につける。 
 ◇スーパーやバスでの会話の学習を通して、あいさつやお礼の基本を身につける。 
イ＜主体的な学び＞ 

図 5-1-9 授業研究の流れ 
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◇体験的な学習を通して、身近な店や交通機関に関心を持つ。 
◇校外学習の目的・行先・活動内容を知り、目的意識を持って学習に取り組む。 

 
 本時の目標（全体） （＝本時の評価規準） 
 ◇目的の商品を自分で探し、レジで支払いができる。 
◇バスを降りるときに、運転手にお礼を言うことができる。 

 
 本時の目標（個別）                      ＜評価◎〇△＞ 
    児童生徒の実態 本時の目標 評価 
Ａ子 ３位数の構成はおおむね理

解しているが、支払いでは硬

貨の数が多いとやや混乱す

る。 
お礼の言葉は、学校生活の

中では自分から言えている。 

レジで、1 円、10 円、100 円の硬貨を

組み合わせて代金を支払うことができ

る。 

〇 

バスを降りるときに、自分から「あり

がとう」と言うことができる。 
◎ 

 
 授業評価  

       観 点 評価       成果・課題 
児童生徒の実態に合った目標

や活動であったか。 
Ｂ 目標は適切だったが、評価をするタイミング

が悪い場面があった。 
自立につながる知識・技能の学

習となっていたか。 
Ｂ 前回の支払いを振り返らせた上で、金額を変

えて応用させることができた。 
自主性・主体性を引き出す活動

が設定されていたか。 
Ｃ 前回とほぼ同じ活動だったので、異なる商品

などで変化をつけるべきだった。 
手だてや支援ツールは適切で

あったか。 
Ｂ ありがとうカードの提示は有効だった。次回

からは必要な場合のみ使用する。 
Ａ：十分達成 Ｂ：おおむね達成 Ｃ：やや不十分 Ｄ：不十分 
②目標設定シートの例（図 5-1-10） 
 授業研究用のシートで、左側にある各学部の「つけたい力」と、単元の目標との関連

を示している。「つけたい力」に追加すべき内容があれば、空欄に記入する。 
③単元まとめシートの例（図 5-1-11） 
 これも授業研究用のシートである。単元終了時に、評価（達成できたこと）を踏まえ

て次につけたい力を検討する形になっている。単元のまとめを教育課程の改善につなげ

るシステムづくりの試みでもある。実践例では、次につけたい力として、電車の利用や

店員と対話する力などを挙げている。手だてとしては、「児童が、学習の意義を理解し、

見通しを持ちやすくするために、校外学習の関連場所を図で示してはどうか」などの意
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見が出た。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 図 5-1-10 目標設定シート 

－ 86 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-1-11 単元まとめシート 
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３）成果と課題 

①「つけたい力」に関わって 

まず、「つけたい力」の設定によって、教職員全体で指導の方向性を共通確認するこ

とができた。各学部、学級においても、ティームティーチングのメリットを生かして、

日々の指導の計画立案や評価の中で議論が深まりつつある。 
児童生徒の実態把握にも変化が見られた。個別の指導計画の長期目標を「つけたい力」

の３分野６項目で設定するように変更したところ、「これまで課題（苦手なこと）に着

目しすぎて、限られた分野に目標が集中していたことに気づいた」「目標を多様な視点

で検討すると、学習に生かしたいよさについても新たな気づきがあった」などの声があ

った。６項目の視点で検討し、児童生徒を多面的に捉えることができた。今後は、保護

者との連携の中でも活用していく。 
②観点の設定に関わって 

２観点については、年間約 50 回実施される研究授業を通して、その趣旨が浸透しつ

つある。４観点ではなく２観点であることについては、シンプルで意識しやすいという

肯定的な意見が多い。具体的には、次のような成果があった。 
○知識や技能を習得させるだけでなく、その知識や技能を活用する意欲を育むことも

大切であるという点を共通確認できた。 
○指導内容や手だてについても、２観点で整理しながら進めることができた。 
○学習指導案の授業評価の項目にも２観点が用いられており、課題の整理がしやすく

なった。 
○授業研究において、参観の視点や研究協議の論点が絞られ、事前研や事後研をより

効率的に進めることができた。 
「自立」「主体的」という言葉の解釈について悩んだ教師もおり、折に触れて確認が

必要ではあるが、「自立と社会参加」の意味を改めて考え、チームで議論するきっかけ

になったことは成果の一つだと言える。現時点では、目標設定のみに適用しているが、

教育活動全体において大切な観点として定着していくことが期待できる。 
児童生徒の学習状況の評価においては、今のところ明確には観点を指定していない。

しかし、集団全体の単元目標（評価規準）が２観点で設定されるので、授業ごとの児童

生徒の評価も同じ観点で考えられていることが多い。今後、観点別評価について全校で

学び、学習指導案や指導略案の中にどのように位置づけるのがよいかを検討したい。ま

た、「単元まとめシート」は授業研究の中では役立っているが、他の授業では単元のま

とめを十分生かせていないので、授業研究の総括をもとに、ＰＤＣＡサイクルの検討が

必要である。 
③全体を通して 

 学習評価の研究を活用して本校の懸案事項の解決を図るべく、教務部の原案をもとに

研究推進会議で議論しながら取組を進めてきた。特に、教務部と研究部の間で活発な意
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見交換が行われ、常に連携・協力できたことで、新しい取組もすぐに実践に入ることが

できた。全校への浸透については不十分な点もあり、教職員の入れ替わりも多いので、

毎年研修を行う必要がある。 
喫緊の課題は、今回の研究成果をもとに、学習評価を通して教育課程を改善するシス

テムを再構築することである。すなわち、「つけたい力」を指導内容に反映させながら

観点に沿った目標を設定し、授業・単元・学期・年間の評価を行って、それぞれ次に生

かすＰＤＣＡの改善である。また、その中で、各教科等の観点別の評価規準についても

考えていきたい。観点については、本校独自の２観点を大切にしつつ、知的障害のある

児童生徒にとっての「思考・判断」や「関心・意欲・態度」などを、どう捉え、どう評

価するかという点についても議論を深めていきたい。 
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（５）千葉県立特別支援学校流山高等学園の実践 

１）はじめに 

 千葉県立特別支援学校流山高等学園では学校概要で述べたとおり、「特別支援学校高

等部学習指導要領」における知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校の

「各教科」を合わせることなく行っている。 

 そこで本稿では、知的障害特別支援学校高等部職業科での普通教科における学習評価

について述べたい。本校の普通教科は自立に必要な知識や技能を身につけるともに、学

習意欲の向上を目指している。特別支援学校高等部学習指導要領(知的障害者である生

徒に対する教育を行う特別支援学校)に示されている普通教科は国語、社会、数学、理

科、音楽、美術、保健体育、職業、家庭で構成されており、外国語と情報については学

校の判断で必要に応じて設けることができるとされている。本校では外国語と情報につ

いても「社会自立・職業自立」に必要だと判断し、教育課程の中に組み込んでいる。 

 普通教科における本校の課題は、比較的抽象的、論理的思考が苦手である知的障害を

有する生徒に対する学習評価が単に「できる・できない」の評価に終始していた点であ

る。そこで、評価-指導の一体化を目指す取組を英語において試みた。 

２)問題意識・目的 

 特別支援学校高等部学習指導要領（平成 21 年３月告示）における「第２節 知的障

害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校」の外国語の目標は「外国語でコミュ

ニケーションを図る基礎的な能力や態度を育てるとともに、外国語や外国への関心を深

める」とある。これを受けて本校でも同様の目標を設定している。 

本校の英語の授業は週１回行われ、内容として、①ローマ字やアルファベット、簡単

な英単語②クリスマスや料理などの生徒にとって身近な外国の文化③生徒にとって簡

単で使いやすい英語表現や、買い物や道案内の場面での簡単な英語でのやりとりを授業

でとりあげている。毎回の授業でのゲームややりとりの中で、楽しみながら簡単な英単

語や簡単な英語表現を覚え、使えるように留意している。これらのことから本校の英語

の授業は外国語についての知識・技能を身につけるのみならず、英語を媒介としてコミ

ュニケーション能力の伸長をねらっていることが分かる。 
本校の英語の授業における課題の一つとしては、授業の目標の理解と適切な自己評価

が難しい生徒がいるという点である。 
目標の理解という面では、授業開始時に、本時の大きなねらいを板書した上で伝えて

いた。しかし、一回の授業の中で意識してほしい目標は複数ある。例えば、発音練習の

時にはっきりとした声で発音しようとする・お互いの気持ちを聞きあうことができる・

気持ちを表す英単語がわかるといった目標がある。これらの目標を、すべての生徒が理

解できているとは言えない。授業の中の複数の目標を生徒が理解し、その目標に向けて

努力できるような工夫を行う必要があった。 
また、適切な自己評価という面では、授業終了時に、ふりかえりシート(表 5-1-2 参
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照)を配布し、生徒が自己評価する機会を作っていた。表 5-1-2 のように、ふりかえり

シートには、評価項目が複数書かれている。その評価項目に対し、よくできた場合はＡ・

よくも悪くもなく普通であった場合はＢ・反省点がある場合はＣというように、生徒が

自己評価する形になっている。ただし、この自己評価が難しい生徒がいる。たとえば、

評価項目すべてに対して、ほぼ毎回あまり時間をかけずに、ＡやＢをつけてしまう生徒

も少なくない。自らの学習活動をふりかえり、適切な自己評価を行うことで、自ら次の

授業に生かせるようになってほしい。そのために、生徒にとって自己評価がしやすい工

夫をする必要があった。 

そこで、これらの課題を解決するための手立てとして「ルーブリック評価」を取り入

れることにした。ルーブリックとは学習指導（学習活動）の結果、どの程度の成果があ

がったかを評価するための評価指標（評価規準表）である。形式としては質の善し悪し

を示す段階の尺度（scale）とそれぞれの段階における典型的な状態（performance）を

説明する記述からなる（2004,山梨総合教育センター）。 

文部科学省の示す４観点のうち知識・理解については比較的自己を客観的にテストな

どで評価することができる。しかし、「関心・意欲・態度」「思考・判断」「技能」は本

時においてどのような状態が目標に到達しているか非常にわかりづらい。特に知的障害

を有する生徒を対象としている教育においての評価については一方的に通知表などで

教師が主観的に評価してしまう傾向にある。これではなかなか次時への連続性が保てず、

ＰＤＣＡサイクルが成立しにくい状況である。本校の英語の授業では①各段階における

生徒の状態をより具体的に表記し、誰が見ても判定が一致するようにする。②評価基準

表（ルーブリック）は教員と生徒とが共有する。以上２点を考慮しながら実践を展開し

た。 

３)方法 

表 5-1-3のようなルーブリック評価表を作成した。「関心・意欲・態度」「思考・判断・

表現」「技能」「知識・理解」の４観点(英語科における４観点の中身は、下記の表 5-1-4

の通りである)ごとに目標を設定している。今回は、それぞれの目標に対して、Ａ・Ｂ・

Ｃの３段階で評価することにした。各段階にあてはまるのは、どのような学習状況なの

か、表 5-1-3のように具体的に記述した。生徒たちには、Ａの段階を目標にしてほしい

と伝えた。 

表 5-1-3のようなルーブリック評価表を、授業開始時に提示し、目標を意識できるよ

うにした。さらに、授業終了時に、もう一度ルーブリック評価表を見て、それぞれの目

標をどの程度達成したのか自己評価する機会を作った。 

 ４)経過 

２)のようなルーブリック評価表を取り入れたところ、まずはっきりとした声で発音

をする生徒が増えるなど、以前よりも授業の目標を意識する生徒がでてきた。その結果、

全体的に授業態度の改善が見られた。ただ、授業も中盤にさしかかると、目標を意識で
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きない生徒も見られた。そこで、授業開始時に目標をすべて提示するのではなく、活動

ごとに目標を提示することにした。たとえば、ゲームの時にという目標であれば、ゲー

ムをする直前に提示するようにした。 

自己評価に関しても、ルーブリック評価表を導入したことで、時間をかけて評価する

生徒が増えた。しかし、ルーブリック評価表を見ずに自己評価してしまう生徒もいた。

そこで、ルーブリック評価表に直接自己評価を記入することにした。具体的には、評価

表のあてはまる段階の文章のところに、直接○をつけて自己評価を行うようにした。 

５)結果 

ルーブリック評価表を授業に取り入れた成果は、以下の通りである。 

①授業の目標を意識できる生徒が増えた。例えば、はっきりとした声で発音をするとい

う目標を提示すると、発音を意識するようになった。場面にあわせて今まで学習した英

語を使うという目標を提示し、具体的に使用できる英単語を何個か示すと、今までより

も英語を積極的に使うようになった。授業終了時の反省にも、finish などの英語が使

えた、あるいは使えなかったと書く生徒も何名かいた。なお、活動ごとに目標を提示す

ると、より目標を意識しやすいようだった。 

 さらに、目標を意識しやすくなると、生徒の活動に対する集中力も増し、活動もうま

くいきやすいという効果もある。 

②時間をかけよく考え、的確な自己評価を行うようになる生徒が見られた。例えば、今

まではあまり時間もかけずにすべてＡをつけていた生徒が、よく時間をかけてＡばかり

でなくＢもつけるようになった。 

このような変化の要因の一つとして、ルーブリック評価表があると考えられる。ルー

ブリック評価表によって、どのような学習の状況がＡ・Ｂ・Ｃそれぞれにあてはまるの

か具体的に提示されたことで、今までよりも生徒が自己評価しやすくなったと言える。 

本校の生徒の中には、的確な自己評価を行い、その結果に基づき次の活動の目標を立

てることが苦手な生徒が少なくない。ただ、このような自己評価に基づく目標設定は、

意欲的に働く上でも必要な力である。そのため、ルーブリック評価表により、的確な自

己評価が少しずつできるようになったのは、卒業後の自立を目指す生徒たちにとって、

一つの成果であると言える。 

③評価の基準が明確になり、生徒ばかりでなく教員にとっても評価がしやすくなった。

基本的にテストがないため、テストの得点のかわりにルーブリック評価表を、評価の基

準にすることができた。生徒や保護者にも評価の根拠を説明しやすい。 

６)課題 

 今後の課題は以下の通りである。 

①ルーブリック評価表の中身である評価基準をどのように設定するかという点である。

ルーブリック評価表により、評価基準が具体的になったとはいえ、的確な自己評価がや

はり難しい生徒もいる。このような生徒も自己評価ができるよう、支援を行うことが今
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後の課題である。また、表 5-1-3 の関心・意欲・態度の部分の評価基準のように、「ほ

ぼ」などあいまいな表現がある。このようなあいまいな表現により、自己評価が難しく

なる生徒もいる可能性がある。そのため、より生徒が自己評価しやすい評価基準を設定

する必要がある。  

②授業の目標を意識できるようになった生徒が増えたとはいえ、目標を意識できず、活

動に意欲的に参加できない生徒もいた。そのため、授業づくりを工夫すると同時に、目

標設定の仕方も工夫する必要がある。具体的には、ルーブリック評価表の評価基準のレ

ベルが高すぎたり低すぎたりすると、生徒の意欲がそがれる可能性がある。評価基準の

レベルを、生徒のレベルにあったところに設定し、生徒の意欲を高める必要がある。 

 評価－指導の一体化をめざすためのＰＤＣＡサイクルモデルを図 5-1-12 に示す。生

徒と共有した評価規準や評価は次時の活動の目標へとつながるように留意していきた

い。 

 

表 5-1-2 ルーブリック導入前の自己評価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-1-3 英語科における評価基準表（ルーブリック） 

４観点 評価規準 A 評価 B 評価 C 評価 
関心・意欲・態

度（コミュニケ

ーションへの関

心・意欲・態度） 

クラスメイトに

聞こえる声で発

音できる。 

いつもはっきり

とした相手に聞

こえる声で発音

できた。 

ほぼはっきりとし

た相手に聞こえる

声で発音できた。 

はっきりと相手

に聞こえる声で

発音できなかっ

た。 
技能 
（外国語理解の

能力） 

How many~?の
質問の意味を理

解できる。 

教師の 
How many ~ ? 
の問いかけに対

して意味を理解

することができ

た。 

教師の 
How many ~ ? 
の問いかけに対し

て一部の意味を理

解することができ

た。 

教師の 
How many ~ ? 
の問いかけの意

味を理解するこ

とができなかっ

た。 
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思考・判断・表

現（外国語表現

の能力） 

How many の構

文を使用して相

手 に 質 問 を す

る。 

How many ゲー

ムで 
4 つ以上の数を

相手に聞くこと

ができる。 

How many ゲーム

で 3 つ以下の数を

相手に聞くことが

できる。 

How many ゲ

ームで一つも数

を聞くことがで

きなかった。 

知識・理解（言

語や文化につい

ての知識・理解） 

英語での数字の

言 い 方 が わ か

る。 

１～２０までの

数字を英語で言

う こ と が で き

る。 

１～２０までの数

字を英語でほぼ言

うことができる。

（わからないもの

が３つ以内） 

１～２０までの

数字を英語で言

うことができな

い。 

 

表 5-1-4 英語科における 4観点の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1-12ルーブリック評価を踏まえた PDCA サイクルのモデル 

Check 
教師：教師としての評価 

生徒：自己評価 

Do 
教師：授業の実施 

生徒：授業での取組 

Action 
教師：評価を踏まえての授業改善 

生徒：自己評価を踏まえての取組 

Plan 
教師：ルーブリック評価表の作成 

生徒：学習目標の設定 
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（６）研究協力機関の実践のまとめと考察 

学習評価の４観点を設定することで、目標達成に向けた具体的な授業を想定し、観点

別の評価規準を基に児童生徒一人一人の学習状況を分析的に評価することが可能にな

った（愛媛大学教育学部附属特別支援学校）とする取組から、４観点の導入と具体的な

評価規準の設定を実践に生かすことで、目標に準拠した評価を着実に実施していくこと

ができるようになると考えられる。中教審報告では、学習指導要領の趣旨を反映した学

習評価の基本的な考え方として、「目標に準拠して行う観点別学習状況の評価や評定の

着実な実施」を示している。観点別学習状況評価の４観点は「生きる力」の育成につな

がる観点であると考える。この４観点と評価規準を設定することでより分析的な学習評

価を可能にし、目標に準拠した評価につなげていると考える。 
学習評価の観点を基に、児童生徒の学習活動と期待される姿を想定した評価規準を設

定することにより、目標や指導内容、手立ての妥当性、信頼性を意識した具体的な授業

改善につながった（千葉県立八千代特別支援学校、愛媛大学教育学部附属特別支援学校）

とする報告があった。このことから、評価規準設定の意義と方法について理解し、評価

規準を設定した観点別学習評価の実践に取り組むことで、指導と評価の一体化を進める

ことになると考えられる。児童生徒の学習状況を的確に判断し、学習状況の評価を児童

生徒に返すとともに、教師による支援や単元の授業計画などを見直し改善していくため

には、単元の授業計画を作成する時点で、指導と評価の一体化が図れるような工夫をし

ていく必要がある。そのため、観点別学習状況の評価の４観点を基に、児童生徒の学習

活動と期待される姿を想定した評価規準を設定することが大切になると考える。評価規

準は、分析的な評価を行うためのものであるので、その設定の意義と方法について理解

を深めることが重要であると考えられる。 

個別の指導計画に観点別学習評価と関連した記入を工夫することで、一人一人の学習

状況から個別の目標や指導方法の見直しができるようなった（千葉県立八千代特別支援

学校）とする報告からは、学習状況の分析的な評価を根拠にすることで、目標設定や指

導内容の妥当性が高まっていくことが考えられる。中教審報告では、「児童生徒一人一

人の実態に即して、個別に指導目標や指導内容を設定し、個別に評価することになるが、

設定した目標が高すぎたり、指導内容が具体性を欠いたりするなどにより、結果として

効果的な指導につながらないことも考えられる」とし、「このため、設定する指導目標

や指導内容については、その妥当性の向上に十分配慮する必要がある」としている。観

点別学習状況の評価を基にした見直しをすることで、個別に設定された指導目標や指導

内容の妥当性の向上につなげていくことができると考える。このことは、一人一人の生

きる力をはぐくむ教育活動の充実にもつながることであると考える。 
 

（松見和樹） 
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２ 学習評価を学習指導の改善に生かす実践   
                                   
（１）学習評価を学習指導の改善に生かす実践の概要 
 中央教育審議会による「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」（中央教育審議

会, 2010）では、学習評価を踏まえた教育活動の改善について、「各学校における学習評価

は、学習指導の改善や学校における教育課程全体の改善に向けた取組と効果的に結び付け、

学習指導に係るＰＤＣＡサイクルの中で適切に実施されることが重要である」としている。

また、各授業や単元等の指導にあたっては、児童生徒の主体的な活動とともに、目標の実

現を目指す指導の在り方が求められており、指導と評価の一体化を図ることが大切であり、

より効果的な学習評価の推進を促していくためには、学習評価をその後の学習指導の改善

に生かすとともに、さらには学校における教育活動全体の改善に結びつけることが重要で

ある（中央教育審議会, 2010）。 
 知的障害教育においても、子供の学習状況の評価を活用して、指導と評価の一体化を図

ることは重要である。ただし、知的障害教育においては、授業における集団の目標を立て

るとともに、個別的に授業の目標を立てるのが一般的であり、これは子供一人一人の障害

の状況や知的発達の実態に応じた指導を行うために、重要である。このことから、子供の

学習評価にあたり、評価規準や評価基準をどのように設定すれば良いのか、という課題が、

知的障害教育独自の課題としてある。 
 この課題も念頭に、研究協力機関の実践についてまとめた。 
 「２．学習評価を学習指導の改善に生かす実践」において紹介する研究協力機関におけ

る実践の特徴は、次の通りである。 
鹿児島大学教育学部附属特別支援学校の実践は、子供の学習評価を教師の授業づくりの

視点に明確に位置づけた取組で、校内で授業研究に組織的に取り組んでいる。 
福島県立いわき養護学校の実践は、思考図の活用により指導目標や学習評価の妥当性の

向上を充実させた取組で、授業ごとに評価規準をチームの話し合いにより設定している。 
岩手大学教育学部附属特別支援学校の実践は、生徒の主体的な活動を軸にした授業づく

りの取組で、観点別評価の視点で振り返るとその４つの観点に符合する評価が行われてい

た。 
静岡県立袋井特別支援学校の実践は、育てたい力を明確化し授業から単元まで連続した

改善の組織的な取組である。様々な書式を使い、子供の様子を記録し、改善につなげてい

る。 
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（２）鹿児島大学教育学部附属特別支援学校の実践 

１)「授業づくりのポイント」を踏まえた単元（題材）指導計画 
本校で活用している「授業づくりのポイント」では、授業づくりの計画段階における実

態把握から目標設定、評価規準や評価基準の設定までの具体的な手順を示している。また、

単元（題材）の学習活動を構成する際は、習得型と活用型の学習活動を行き来するように

計画したり、活用場面（習得したことを活用できるようにしたり様々な場面と関連させた

りして、総合的に学べるようにすること）を設定したりすることなど、児童生徒一人一人

の学びをつなぎ、広げるための具体的な指導の在り方を示している。このような授業実践

から得た知見をまとめた「授業づくりのポイント」を踏まえることで、児童生徒の実態等

に応じたより適切な単元（題材）指導計画を作成できると考えた。 
２）単元（題材）指導計画の書式の検討 

これまでの授業づくりにおいて、作成・活用する単元（題材）指導計画の書式は、学部

ごとに異なっていた。また、継続的に行う授業研究を通して授業自体の改善を図ることが

できた一方で、単元（題材）指導計画に立ち返り、計画自体を組織的に評価・改善する取

組について十分な実践ができているとは言い難い状況であった。そこで、本校における教

育課程に係る現状を分析したり、「授業づくりのポイント」を踏まえたりすることで、日々

の授業と教育課程をつなぐための単元（題材）指導計画の書式を検討するとともに（表

5-2-1）、小・中・高一貫した授業づくりを展開できるように、学校全体で共通の書式とし

て活用していくことにした。（第５章第４節表 5-4-3 参照） 
 

表 5-2-1 単元（題材）指導計画の書式の検討 
これまでの単元（題材）指導計画 見直しの方向性 

指導内容や手立てを含めた表現

で、学習活動を記述している。 
単元（題材）を通してどのような力を育てたいのか明確にできるように、

評価規準を記述する欄を設ける。 

その妥当性について複数教師で検討できるように、単元（題材）の設定

理由や学習指導要領との関連について記述する欄を設ける。 

一つの単元（題材）における指導

内容及び学習活動を中心的に記述

している。 

指導内容及び学習活動における、単元（題材）相互の関連を明確にでき

るように、教科等内及び教科等間のつながりについても記述する欄を設

ける。 

個人目標は、個別の指導計画に記

述している。 
全体目標について、児童生徒のどのような「学び」の姿から評価するの

か分かりやすくするために、個人目標を記述する欄を設ける。 

 
３）授業研究の在り方 
学習評価を授業及び指導の改善に活かし、児童生徒の豊かな学びをはぐくむために、本

校では二つの授業研究を行っている。一つが日々の授業改善を図る授業研究であり、もう

一つが単元（題材）指導計画の改善を図る授業研究である。それぞれの授業研究では、目
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的に応じて授業改善の視点、授業研究の視点

を用いている。授業改善の視点は、授業づく

りの過程のすべての内容を網羅していること

から、この視点を基に、単元（題材）指導計

画を評価・改善するための視点として焦点化

を図ったものが授業研究の視点である。授業

研究相互の関連性については、図 5-2-1 のよ

うに整理している。 
４)「自立と社会参加のために育てたい 
三つの力」の設定 

本校では、指導案を作成する際に評価規準（どの視点で評価するか）及び評価基準（ど

れだけ達成したか）を設定しているが、設定する視点は教師個人又は各学部に委ねられて

いる。日々の授業は、児童生徒が自立し、社会参加できる力を身に付けることを目指した

実践であり、その実現のためにどのような視点から評価規準を設定していくのか、教師全

員で共通理解を図ることが大切であると考えた。 
そこで、個別の教育支援計画に記された児童生徒の思いや保護者の願いを整理したり、

学びの姿を記載した授業研究会の記録から児童生徒に育てたい力を導き出したりした。ま

た、これらの取組で明らかにしたことを学校教育目標と関連付けて検討し、「自立と社会参

加のために育てたい力」として共通理解していくことにした。 
本校の教育目標では、児童生徒の自立と社会参加のために、①自分のもつ能力や可能性

を最大限に伸ばしていく姿、②共に生きる力を身に付けていく姿、③これらの力を活用し

ながら家庭生活や社会生活を営んでい

く姿を目指している。この三つの姿を、

「自分づくり」、「関係づくり」、「生活

づくり」として「自立と社会参加のた

めの育てたい力」の柱とすることにし

た。児童生徒の思いや保護者の願い、

授業研究会の記録の分析によって導き

出した育てたい力をこの三つの柱に分

類していき、図 5-2-2 のように「自立

と社会参加のために育てたい三つの力」

（以下、「三つの力」と示す。）とし

て整理した。 
５)学習評価の実際（中学部の実践より） 

①単元指導計画の作成 
書式の見直しを図った単元指導計画を用いて、授業の計画を立案した。単元のねらいを

図 5-2-2 育てたい力の設定 

図 5-2-1 授業研究相互の関連性 
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基に、「三つの力」と観点別評価の四つの観点との関連を踏まえながら、全体目標と評価

規準を設定した（表 5-2-2）。 
 

表 5-2-2 全体目標及び評価規準の設定 
指導の形態  作業学習 
単 元 名  販売会に向けて製品を作ろう 

全体目標
 

 
 製品の製作から販売までの一連の活動を通して、自分の役割を果たしたり友達と協力した

りしながら、働くことの楽しさや達成感を味わうことができる。 
評  価  

基になる学習指導要領の内容 
○ 働くことに関心をもち、作業や実習に参加し、働く喜びを味わう。【職業・家庭－(1)】 
○ 道具や機械、材料の扱い方が分かり、安全や衛生に気を付けながら作業や実習をする。【職業・家庭－(3)】 
○ 自分の役割を理解し、他の者と協力して作業や実習をする。【職業・家庭－(4)】 

三つの力 評価規準 観点 
  
自分づくり 
 
 

① 木材加工で使用する道具や機械の名称や用途について知り、

安全に正しく使っている。 
② 作業内容や手順が分かり、準備、作業、片付けなどの一連の

活動を成し遂げる。 

【知識・理解】【技能】 
 
【知識・理解】【技能】 
 

関係づくり 
 

③ 作業に取り組む中で分からないことを人に尋ねたり、互いに

手伝ったりしている。 
【思考・判断・表現】 
 

生活づくり 
 

④ 作業製品を販売し、保護者の感想を聞いて満足感を味わい、

働くことへの関心をもっている。 
【興味・関心・態度】 
 

 
②生徒の学びの姿と授業改善 
すのこを組み立てることを目標とした授業（評価規準の②と③に関する授業）では、の

こぎりを使い自分の働き掛けで材料が変化する様子を楽しんだり、積み上げられた加工済

みの部品を眺めて笑みを浮かべ、自分の作業に対する達成感を味わったりする姿が見られ

た。また、作業手順を言葉にしながら確認し、「よし、できた。」と、自分の役割を果たし

たという自信に満ちた表情を見せる姿が見られた。一方で、作業手順は理解しているもの

の、材料の固定が難しかったり、材料にうまく穴を開けられなかったりしたときに、立ち

止まったまま作業を中断する姿が見られた。このことについて、授業研究会で意見交換を

したところ、手立てや学習環境などの改善と併せて、友達の様子を手掛かりにしてよい方

法を考えたり、友達と話し合って問題を解決したりすることができるような学習活動を設

定してはどうかという意見が挙げられた。そこで、これまで分担して加工してきた部品を

使い、友達とペアになってすのこの組立に取り組むことにした。 
その結果、一緒にタブレット端末を操作しながら組立手順を確認したり、材料を支える、

くぎを打つといった役割を自分たちで決めながら作業に取り組んだりできるとともに、互

いに打ったくぎを触り、もう少し打ちこんだ方がよいことを伝え合うなどして、自分たち

で協力しながらすのこを組み立てることができた。 
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③学習評価と単元指導計画の評価 
改善を図った授業における生徒の学びの姿について、授業研究の視点から分析を行った。

「学びの背景」では、友達に対する意識の育ちを捉えることができた一方で、友達や教師

に依頼する方法を身に付けることや、協力という言葉を具体的に理解していくことなど、

更に育てていきたい力が挙げられた（評価規準③に関する意見）。この意見を踏まえ、「学

びのつながり」では、協力が必要な場面を考え、話し合ったり手伝ってもらったときの気

持ちを発表し合ったりする学習活動を設定していくことなど、具体的な学習活動の改善案

を検討した。「学びの広がり」では、友達の取り組んでいることに興味や関心をもったり、

困っていることを友達や教師に依頼したりできる学習活動を他の教科等でも設定していく

ことなど、各教科等と関連付けた具体的な指導の方向性について検討を行った。 
このような授業研究を通して、生徒の学習評価から単元指導計画の評価・改善を図るこ

とができた（表 5-2-3）。 
 

表 5-2-3 単元指導計画の評価・改善 
次 時数 主な学習活動 同一時期に実施する各教科等との関連 
一 8 １ 販売会について話し合う。  
二 30 ３ 分担して部品加工に取り組む。 

 (1) 作業分担を話し合う。 
 (2) 道具や材料を準備する。 

(3) 手順に従って、部品を加工する。 
 (4) 作業に関する質問や報告をする。 
 (5) 道具や材料を片付ける。 
４ 製品を組み立てる。 

(1) 一人で組み立てる。 
(2) 難しかったことを話し合う。 
(3) 友達と一緒に組み立てる。 
(4) 協力したときの気持ちを発表する。 

 
・友達と役割分担を決めて、自分の役割を果たす。 
→ 生単「なかまの家に泊まろう」 
・友達や教師に丁寧な言葉で報告や依頼をする。 
→ 国語「電話を使って話をしよう」 
・組立に必要な部品を数えて準備したり、完成した製

品数を把握したりする。 
→ 数学「かぞえよう」 
・友達の取り組んでいることに興味・関心をもつ。 
→ 体育「棒体操」 

※ 斜体太字及び下線で示している箇所が、学習評価を踏まえて計画を改善した部分。 
６)成果及び課題 

上述してきたように、育てたい力（目指す姿）を観点別評価の四つの観点と関連付けな

がら評価規準として設定したことで、児童生徒の学びや育ちを分析的に捉えることができ

るようになってきた。また、単元（題材）指導計画との関連を図りながら授業研究を行っ

たことで、児童生徒の学習評価を指導の評価に生かすことができるようになり、児童生徒

の学びに応じた単元（題材）へと再構成することができた。 
しかし、授業研究を行った部分のみの評価であり、設定した活用場面も含めて、計画し

た全ての単元（題材）指導計画の内容を評価するまでには至っていない。評価を行う時期

を検討し、評価計画をより明確にしたり、活用場面の評価の在り方について更に実践を積

み重ねながら整理をしたりしていきたいと考える。 
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（３）福島県立いわき養護学校の実践 
 本稿では、学習評価を指導の改善に活かそうと試みた二つの実践についてまとめた。１

時間の授業のＰＤＣＡサイクルの中で行った学習評価の実践と、小学部６学年の生活単元

学習「飼育棚を作ろう」の単元における評価規準の設定についての実践であった。 
１）実践１：１時間の授業における学習評価のＰＤＣＡサイクルー小学部６学年の生活単

元学習「飼育棚を作ろう」の実践からー 

 ①【Ｐ】目標の設定・授業の計画 

 児童３名で構成されている重複障がい学級であった。本授業では、学級で飼育している

ザリガニやハムスターを鑑賞したり、飼育しやすくしたりするための棚作りを通して、役

割に応じて、友達同士でかかわりながら協力することを目指した。 
 事前検討会を行うメンバーは、同学年の教員、他学部も含む研修部の教員、経験者研修

対象教員で構成する 10 名とした。 
 ア）ねらいの焦点化：授業構想や話し合いの経過が可視化できるように、フィッシュボ

ーン（図 5-2-3）を活用し検討会を行った。当初、「協力して取り組む力」を授業のねらい

としていた。しかし、話し合いを進める中で、「子供自身が、協力をどのように捉えている

のか？」「なぜ協力してほしいと期待しているのか？」等を視点に、実態やこれまでの授業

の様子を振り返りながら検討した結果、「協力」の前段階の「かかわり合い」が妥当なねら

いではないかという結論に至った。そこで、「飼育棚の制作を通して、子供同士が役割に応

じてかかわり合う姿」というねらいに焦点化が図られた。 

 
図 5-2-3 事前検討でのフィッシュボーン図 
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イ）単元における評価規準の設定：教師のねらいとしては、「役割に応じ友達同士でかか

わりながら、考えて活動してほしい。」であった。しかし、「何を」「どのように」考えて活

動することが、学びにつながる

のか具体的にならなかった。 
そこで、まず、①飼育棚を組

み立てるためには、「何を」「ど

のように」することが必要なの

か、②その実現のために、必要

な手立ては何か、という二つの

視点に立ち、「役割に応じて子供

が考える姿」は「役割」「何」「ど

のような姿」に分けられるか？、

「組み立ての学習をするために

必要な力」とは何か？について

考えた（表 5-2-4）。 
次に、学習評価の観点別評価

の四つの観点ごとに評価規準を

設定するために、この学習を実現するために必要な「知識や技能とは何か？」「思考・判断

するために、適切な場面や活動をどのようにするか？」等について考え、子供の実態と照

らし合わせて、「子供の学ぶ姿」を次のように想定した（表 5-2-5 の吹き出し参照）。 
・ぴったり」

「まっすぐ」の

状態を教師と確

認している姿 
・間違った場

合や手伝ってほ

しい場合に、子

供同士がかかわ

り取り組む姿 
・「ぴったり」

「まっすぐ」の

知識を活用して

木材や道具を調

整している姿 
 そして、本単

元では表 5-2-5

表 5-2-4「役割に応じて子供自身が考える姿」および

「組み立ての学習を実現するために必要な力」 

 

表 5-2-5「子供の学ぶ姿」から考えた単元における評価規準 
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に示したように、「関心・意欲・態度」と「知識・理解」をまとめて単元の評価規準を設定

した。理由は、意欲を育てるためには、知識が必要であり、知識理解を深めることで、関

心・意欲が高まっていくという関係性があると考えられたからである。また、はっきり分

けるという難しさもあった。 
このようにして考えて行った結果、授業の導入においては、展開の場面で「思考・判断・

表現」につながるように「組み立ての大切なポイント」を具体物の操作や図で示す活動に

見直すことにつながった。また、身に付けさせたい力を再び確認しながら、子供が、どの

ように取り組み、何を学ぶ授業なのかを踏まえながら、単元全体を通した評価規準を設定

することができた。 
ウ）授業における評価規準の設定：授業における評価規準の設定では、単元における評

価規準を基に本時の目標を設定し、一人一人が授業の「どの学習場面で」「何を」「どの

ように」学習することで「理解した」と評価するのかを明確にした。特に、組み立て方の

ポイントである「ぴったり」「まっすぐ」を理解して組み立てることを中心的な活動とし、

友だち同士でかかわりながら、思考・判断・表現する姿を想定して一人一人の評価規準を

表 5-2-6 のように設定した。 
表 5-2-6 授業における個人毎の評価規準 

本時の目標（集団の目標） 

○組み立て方のポイント（「ぴったり」「まっすぐ」）を 理解することができる。 

○「ぴったり」「まっすぐ」になるように、役割に応じて 組み立てることができる。 

児童 評価場面 個人毎の評価規準 

Ａ児 活動全体 ◎棚を組み立てる時に、組み立て方のポイントを見て確認している。 

組み立て ◎組み立て方のポイントに沿って、友達に言葉かけなどをするなどして組み立てている。 

Ｂ児 活動全体 ◎組み立て方のポイントを覚え、板をまっすぐにしたり、ぴったり合わせたりするなどの

ポイントを押さえ、実践している。 

組み立て ◎組み立て方のポイントと違う場合に、友達や教師に言葉で表現している。 

Ｃ児 活動全体 ◎組み立て方のポイントを見ながら、板をまっすぐにしたり、ぴったり合わせたりするな

どのポイントを押さえ、実践している。 

組み立て ◎作り方のポイントと違う場合に、友達や教師に言葉で伝えようとしている。 

 
 ②【Ｄ】授業の実際（『飼育棚を作ろう』～作った材料で組み立てよう～） 

授業では、一人一人の評価規準に沿って、どのように学習しているのかを観察し、授業

参観シートに記録し、また、事後検討で活用するために、動画や静止画の記録も取った。

指導過程の導入の場面で、一人一人に応じた組み立て方のポイントを学習した場面では、

「まっすぐ」「ぴったり」の状態がどのような状態かを確認した。また、実際に組み立て

る場面では、「押さえる役割」と「ねじ」の役割に分かれて、組み立てに取り組んだ。子

供達は、導入部分で学習した「まっすぐ」「ぴったり」を自分なりに意識し、それぞれの

表現方法で、表現しながら組み立てていた（図 5-2-4）。 
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図 5-2-4 『作った材料で組み立てよう』の指導過程 
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 ③【Ｃ】評価・事後検討会～子供の学ぶ姿を中心に～ 

 事後検討では、一人一人の評価規準に沿って「どのように学んでいたか」「目標は達成さ

れたか」について、参観した教員の授業参観シートを基に複数で評価した。また、参観で

きなかった教員は、その学習場面を動画で見て一緒に評価した。そして、評価規準に沿っ

た「子供の学ぶ姿」の話合いの経過をホワイトボードに記載しながら行った。 
 ここでは、Ｂ児の「思考・判断・表現」についての話合いの経過を紹介する。授業

場面では、以下のような行動が見られた。 
Ｂ児：Ａ児がねじを入れている場面で、Ｂ児が「あ～。」と小さな声を出して、Ａ児の持つ

ドリルに触れていた。 
授業者：「どうしたの？」とＢ児に問いかける。 
Ｂ児：教師に「間違った。」と伝える。 

 このＢ児の学んでいた姿と、Ｂ児の評価基準「組み立て方のポイントと違う場合

に、友達や教師に言葉で表現する」を照らし合わせてチームでＢ児の学習評価につい

て検討した。例えば、「指導過程２ 飼育棚の組み立て(2)組み立てる」の部分については、

授業参観シートの記述内容を参照したり、必要に応じて動画で確認した結果、以下のよう

な意見が出された。 
◎ねじが「まっすぐ」に入っている状態と目の前の「まっすぐ」に入っていない状態とを

比較して「間違った。」と表現していることから、目標は十分に達成していたと思う。 
◎「間違った。」と言葉で表現する前に、「あ～。」と小さな声を出し、ドリルに触れていた

行動からも、組み立て方のポイントと違うことを理解し表現できていたと思う。 

 このように、授業参観シートを活用し、必要に応じて動画で確認して検討することで、

「子どもの学ぶ姿」の結果だけでなく、学びの過程を丁寧に観察し検討することができた。

Ｂ児の例では、Ｂ児が「まっすぐ」の状態を理解し、その知識を基に目の前にある状態と

比較して思考・判断し、「あ～。」と小さな声で表現した一連の学びの過程をチームで確

認し共通理解することができた。 
 今回、チームで行ったことのメリットとして感じたことは、評価規準の設定によって、

子供を見る視点の共通理解が図れたことである。そのことで、授業の主担当者一人で子供

を評価するときに生じる思い込みの評価がなくなり、さらに自分が気づいていない部分の

評価もできた。また、多くの目で「子供の学ぶ姿」を見ることで、より子供の実態に迫っ

た評価ができたのではないかと感じた。 
④【Ａ】授業改善・指導計画の改善：「単元における評価を個別の指導計画につなげる」 

 今回の単元を受けて、個別の指導計画の見直しを行った。ここでは、Ｂ児の個別の指導

計画を取り上げる。以下がＢ児の個別の指導計画（生活単元学習の目標の一部）の変更点

である（表 5-2-7）。前期の目標にある「かかわり」とは、友達や教師と「言葉（会話）や

行動などで、かかわりあう」というものをイメージしていた。その目標から、今回の授業

では、「組み立てのポイントと違う場合に、友達や教師に言葉で表現する。」と評価規準を
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設定して授業を行った。実際の授業場面において、Ｂ児は、組み立てのポイントと違った

際に、「あ～。」と声を出して伝えていた。この姿を、言葉ではなく、声に出して伝えよう

としていたと捉え、さらに、特定の人（教師や友達）に伝えようとする意識も高くなかっ

たのではないかと考えた。このことから、「友達や教師とかかわる（やりとりをする）こと

はまだ難しいのではないか。」「まずは、自分の気持ちや要求を教師に自分から伝えること

が目標ではないか。」とチーム内で共通理解が図られ、個別の指導計画の生活単元学習の目

標（一部）の変更に至った。 
 

表 5-2-7  Ｂ児の個別の指導計画（生活単元学習の目標の一部）の本単元後の変更点 

個別の指導計画 生活単元学習の目標 

前期 後期 

◎教師や友達とかかわりながら活動する。 ◎伝えたいことを、相手に分かるように伝

えることができる。 

  
⑤実践１の考察 

 今回の授業づくりを行う中で、これまでと大きく違う点があった。それは、身に付けさ

せたい力を基に「子供の学ぶ姿」を想定し、「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」

「技能」「知識・理解」の観点別に整理したことである。さらに、観点別に整理すること

で「何を学ばせたいのか」を明確にした授業づくりができたことである。 
 具体的には、子供たちが「思考・判断・表現」をするために必要な「知識・理解」「技

能」は「何なのか」「どのように、指導過程を組み立てれば効果的か」を考えることで、

指導過程を変更したり、手立てを工夫したりする理由を明確にすることができ、授業づく

りをしながら授業改善がなされていた。また、「目標を十分に達成できる学習活動が準備

されているか」「その学習活動に対して、何を評価するか」について考えられるようにな

り、ねらい、目標、学習活動、評価との整合性を図ることができた。 
 棚作りの後、「やすりがけ」や「ニス塗り」の授業が続いた。子供達が自分で考え、判

断し、行動する基準をそれぞれキーワード（「ざらざらとつるつる」「ぴかぴかに」）を

用いて活動を行うことで、子供自身で判断し、やすりがけやニス塗りの活動に取り組んで

いた。飼育棚が完成し、実際に使用を開始すると、子供の視線に合う高さに、飼育箱が置

かれることで、より子供達が生き物に関心を示し、ちょっとした時間に、じっと観察した

り、えさや水を自分から交換したりする姿が見られた。 
 チームで行う授業研究会で特に重要であることを次の３点にまとめた。 
・事前検討で、「なぜ？」「どうして？」の思考により、指導案作成者が考える指導のね

らいが、具体的になること。 
・子供の学ぶ姿を中心にすることで、指導過程が見直されたり、事前検討の段階から授業

改善がなされたり、授業が良くなっていくこと。    
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・事後検討で評価規準に沿ってチームで評価することで、児童の実態の捉え直しができ、

次の授業での改善点を明らかにしやすいこと。 
 最後に、評価規準の設定など、これまでにない授業づくりを経験した。「子供の学ぶ姿」

を想定して観点別に整理する難しさはあったものの、それ以上に、チームで行うことのメ

リットを得られた。また、今後も実践の積み重ねを通して、目標と評価の一体化が図られ

る授業づくりを目指していきたい。 
 
２）実践２：単元全体における学習評価のＰＤＣＡサイクルー小学部４学年 生活単元学

習「劇遊びをしよう」の実践からー  

 実践２では、在籍児童３名で構成される重複障がい学級での、「したきりすずめ」の題材

を使った劇遊びを通し、ストーリーに沿って主体的な児童同士のやりとりを深め、相手に

合わせて行動することを目指した単元「劇遊びをしよう」の実践から、単元全体における

学習評価のＰＤＣＡサイクルについてまとめた。 
 ①【Ｐ】目標の設定・授業の計画 

 ア）ねらいの焦点化と単元名：授業立案者は、授業構想段階では、この単元で身につけ

させたい力を「相手を意識して活動する力」、期待する姿を「自分の役割がわかって劇をす

る姿」とし、単元名を「発表しよう」と考えていた。しかし、Ｔ．Ｔの教員、経験者研修

の教員、研修部の教員の 10 名のメンバーから成る事前検討会において、フィッシュボー

ン図(図 5-2-5)を基に、単元全体を検討したところ、次のような改善がなされた。 
 単元全体を見渡し、「身につけさせたい力は何か」「何を学ばせたい授業なのか」につい

て授業立案者の意図を踏まえ、「発表することなのか」「劇を演ずることなのか」「役割が互

いにわかり、かかわることなのか」等について話し合いをした結果、ねらいが「友達の動

きやセリフに合わせて活動する姿」となり、単元名も「劇遊びをしよう」となり、授業の

骨格をしっかり作ることができた。 
 同時に、教材研究を進めると、演技をするという意識は５歳頃であり、演技らしきもの

が現れるのは３歳半から４歳にかけてであることがわかった。また、発達過程において現

れてくるごっこ遊びと劇遊びでは、多くの点で共通点を持っているが、劇遊びとは質的な

違いがあることもわかった。これらを踏まえ、これまでの学習の積み重ねや子どもの実態

と照らし合わせ、「演じて発表する」ではなく、身近なストーリーを遊びとして再現、表現

し、友達同士で合わせたり、やりとりしたりすることの方が適していると考え、単元名も

「発表しよう」から「劇遊びをしよう」へ変更した。 
 イ）評価規準の設定：表 5-2-8 に評価規準の作成手順と作成場面及び参加者、その時の

内容と授業立案者が考えたことについて示した。 
 手順①の事前検討では、単元のねらいを基にして「その学習を実現するために必要な力」

と「子どもの学ぶ姿」について検討した。具体的には「『ストーリーがわかる』とは、劇遊

びの中で『どのような姿を想定しているのか』『どのような手立てが必要か』」について検
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討した。一人一人の実態に応じた視覚化、動作化、言葉や身体での表現などが挙げられ、

評価規準の設定に応用できる内容も出された。手順②では、手順①で出された学習を実現 

 
図 5-2-5  実践２の事前検討会において記入されたフィッシュボーン図 

 

表 5-2-8 評価規準の作成手順と作成場面及び参加者等 

手

順 

作成した手順 場面及び 

参加者 

・内容 

○授業立案者が考えたこと 

①  ねらいを基にして「その学習を実現す

るために必要な力」と「子どもの学ぶ

姿を」想定した。 

事前検討 
チーム 

・自分が「これをやりたい」などと、意欲を

持っていること。 
・「ストーリーがわかっていること」 
・「小道具を自ら身につけること」等 

②  上記の内容を観点別に整理した。 授業者 ・表 5-2-9 学習を実現するために必要な力を

観点別に整理した内容参照。 
③  表 5-2-9 を踏まえながら図 5-2-6 の様

式に、指導計画の単位毎に評価規準を

観点別に全て埋めるようにした。 

指導案作成

授業者 
○授業のねらいと強い結びつきがないものも

記載され量も多くなった。またどの観点にし

たらよいか判断に迷うものもあった。 
④  ③の手順で全て埋めた評価規準を自

発的・主体的な子どもの学ぶ姿と照ら

し合わせながら精選した。 

授業者 
チームの 
一部の教員 

○自発的・主体的な子どもの学ぶ姿と評価規

準を照らし合わせる中で、評価規準は再整理

され、自発的・主体的な子どもの学ぶ姿も修

正されていった。 
⑤  評価規準を観点別に縦軸で整理した。 授業者 

チームの 
一部の教員 

○重複している内容を矢印で表すことで、単

元を貫いてる「学習を実現するために必要な

力」について確認することができた。 
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するために必要な力を観点別に整理

した（表5-2-9）。手順③では、表5-2-9 
を踏まえながら表 5-2-6 の様式に指

導計画の単位毎に評価規準を観点別

に全て埋めるようにした。手順④で

評価規準の精選を行ったのち、図

5-2-6 のように、指導計画と評価規

準について整理した。図 5-2-6 の左

側の破線枠には、単元全体の指導計

画と時数配分を記載した。中央にあ

る破線枠には、事前検討での話合い

を生かして評価規準を記載した。実

線枠には、評価規準を基に一人一人

の自主的・主体的な子どもの学ぶ

姿を記載した。 
 評価規準作成の作業を通して、

授業を行っていく上で、「学習を実

現するために必要な力」について

考えることができ、その中からね

らいに迫っていくために重要なポ

イントを絞り込むことができた。

また、１時間の授業にとどまらず

単元を通して押さえておかなけれ

ばならない点が明確になった。こ

うして完成したのが表 5-2-10 指

導計画と評価規準であった。 
 ②【Ｄ】授業における評価規準を

ステップアップさせて単元における評価基準として位置づけた単元の実際 

 劇遊びでは、ストーリーにある場面を何度も再現し同じような学習活動を繰り返すこと

が多くなる。そして、その目標も若干の違いはあるものの、同じ目標となることが多くな

る学習である。しかし、毎時間同じ授業の流れや内容であったとしても、繰り返した結果、

どのような姿になっているか（単元における評価基準）を想定しておき、その姿に対して

毎時間の子どもの学びは「どうであるか」「どの程度であるか」を評価していくことが重要

であると考えた。そこで、一人一人の授業における評価規準を設定し、子どもの伸びに合

わせて順次目標をステップアップさせていった。単元の単位で見ると、授業における評価

規準が単元の評価基準として位置付くような構成になっている（表 5-2-11）。 

学習を実現するために必要な力 

期待する子どもの姿の想定 

観点別学習評価の

4観点との対応 

 自分が「これをやりたい」「この役を

したい」と伝えている 

 周りの役がわかっている 

 衣装や小道具の準備をしている 

関心・意欲・態度 

 相手の動きに合わせている 

 自分のやりたい役を選んでいる 
思考・判断・表現 

 聞こえる声の大きさで表現している 

 小道具を場に合わせて使っている 

 セリフや動きで表現している 

技能 

 ストーリーがわかる 

 合図を受けて行動している 

 自分の役がわかる 

 自分の順番がわかっている 

知識・理解 

表 5-2-9 学習を実現するために必要な力を 

観点別に整理した内容 

図 5-2-6 指導計画と評価規準 
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表 5-2-10 指導計画と評価規準 

 
 

自発的・主体的な姿を基に立てた授業における評価規準に沿って、一人一人が目標に対

して「どのように」「どの程度」学んでいたかを毎時間評価した。その評価が想定した姿と、

かけ離れていたり、相違があったりした場合に、授業の何を改善していけばよいのかが、

明確になった。 
 具体的には、劇遊びの練習場面では、自発的・主体的な姿を引き出すために、セリフの

言い回しやつづらの肩ひもの取り付け位置を変更する等、些細なことではあるが、「子ども

の学ぶ姿」から手立てや教材を変更したり、支援の量を減らしたり、かかわり方を変えた

りするなど、毎時間ごとに授業改善をした。また、子ども自身が目標に向かって「何を」

「どのように」活動するのかを明確に伝える方法を改善した。さらには、演じている姿を

動画で記録し、視聴することで、子ども自身が振り返る場面を大切にして授業改善をした。 
 その結果Ｔ２のかかわり方が、劇的に変わった。教材のどこをどのように変更するか、

また、どのようにどの程度かかわればよいかが明確になり、それに伴う成果が子どもの学

ぶ姿の変容として返ってきたからであると考える。 
③【Ｃ】評価・事後検討会 

研究授業では、一人一人の評価規準に沿って「子どもの学ぶ姿」を捉え、どのように学

習しているのかを観察し、授業参観シートに記録した。また、事後検討で活用するために

動画や静止画による記録を行った。 
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表 5-2-11 同じ学習活動（劇遊び）を繰り返す場合の評価の工夫 

小学部 4 年 4 組 生活単元学習「劇遊びをしよう～したきりすずめ～」単元記録表（抜粋）  

  （・各授業における評価規準 ○評価） 

学習活動 A 児 B 児 C 児 

３ 

練
習
を
し
よ
う
。 

１ｈ 
・教師と一緒に動きを確認しながら、台本を

読むことができる。 

・教師と一緒に動いたり、動きを模倣したりす

ることができる。 

・教師と一緒に移動することができる。 

  

※移動に関しては、わかっている。台詞の

敬語が言いにくいようであった。 

※ガッツポーズや腕をクロスなど特徴的な動

きは模倣できている。移動も一人でできてい

る。 

※T２と一緒に移動しながら、時折教師の

動きを真似して頷く姿が見られた。 

２ｈ 
・道具を操作しながら台詞を言うことができ

る。 

・教師と一緒に動きを確認しながら、動いたり

台詞を言ったりすることができる。 

・教師の動きに合わせて同じように動くこと

ができる。 

 
  

※見本を数回見せることで、できるようにな

ってきた。台詞もほぼ正しく言えるようにな

ってきた。 

※自分からいただきますをし、食べるまねを

してごちそうさままで一人で行うことができ

た。台詞の声は小さい。 

※馬洗いに頭を下げる。お菓子を取る、し

まう。家に帰るが T２の真似をしながらでき

た。馬洗いの場面では水を 3 杯飲めた。 

３ｈ 
・友達の顔を見て台詞を言ったり働きかけ

たりすることができる。 

・教師と一緒に動きを確認しながら、動いたり

台詞を言ったりすることができる。 

・教師の動きに合わせて同じように動くこと

ができる。 

 
  

※見本を数回見せるが、「優しく」がわから

ない。本児を友達に見立て教師が優しく座

らせることで意識できるようになってきた。 

※家の場面での台詞が出てこない。ポーズ

を強調するとともに一緒に動きを行った。 

※移動やつづらを背負う場面はスムーズ。

馬洗いや雀のお宿を叩く。小さいつづらを

選ぶのが難しい。T２がガイドして練習をす

る。 

４ｈ 
・教師の支援なしで自分の役割（動き、台

詞）を行うことができる。 

・教師と一緒に動きを確認しながら、動いたり

台詞を言ったりすることができる。 

・馬洗い、雀のお宿を叩くことができる。小

さいつづらをつかむことができる。 

 
  

※時折、間があいてしまうものの自分で考

えながら動いたり台詞を言うことができた。

おいしいそうな表情もあり。 

※動きは行うものの、台詞は聞こえない。し

かし、わからない訳ではなく、小さい声で言っ

ている。 

※馬洗いの腕を自分からつかんだ。雀の

お宿はＴ２の動きを見て同じように行った。

つづらはＴ２の指さしでつかんだ。 

５ｈ 

・C 児、B 児が背負いやすいようにつづらを

持ち上げ、肩にひもをかけることができる。 

・A 児の台詞や動きに応じて、自分の動きを

行い、聞こえる声の大きさで台詞を言うことが

できる。 

・A 児の「どっち。」の台詞に応じて、自分か

ら小さいつづらをつかむことができる。 

  ※ ※ ※ 

    

＊繰り返す学習なので、評価規準を毎時間設定し、それに照らし合わせて 1 時間ごとに、どのように子どもが学んでい

るのかを到達的、段階的に評価し、変容を記録するために、この単元記録表を作成した。単元の単位で見ると、授業

における評価規準が単元の評価基準として位置付くような構成になっている。 

 
授業における評価規準を生かした単元の評価を行ったわけだが、単元終了後に感じたこ

とは、「発表しよう」と発表をメインにした単元ではなく、児童が身近なストーリーを遊び

として再現、表現し、友達同士で合わせたり、やりとりしたりする「劇遊びをしよう」の

単元に変更して取り組んできたことで、結果として劇自体の質が向上したということであ

る。それがどのような要因によってもたらされたかを評価する上で、評価規準を使用した。

そこでわかったことは、劇のストーリーであったり自分の役割であったりするものは、事

前学習の中だけで理解されるものではないと言うことがはっきりした。小道具の作成をし

ていく中で自分の役がわかっていったり、繰り返し練習する中でストーリーや自分の役割

がわかっていったりしていることが、評価規準の表を見ながら振り返ることで明確になっ

た。実際の劇中の児童の動きが「思考・判断・表現」としての結果であり、その動きを分

析的に見ていくことで、「知識・理解」がされてないのか、「技能」がないのか、「関心・意

－ 111 －



欲・態度」が低いのかと振り返ることができ、その要因が明確になり対応策も考えやすい。

更に、その評価は本単元にとどまらず、他の単元立案時にも役立つものと考えられる。 
④【Ａ】単元終了後の授業づくり 

 「劇遊びをしよう」の終了後、本校の学習発表会がありそれに向けた生活単元学習「ス

イミー」を行った。同じような劇を題材にした内容であったので、今回の経験が大いに役

に立った。２学年合同ということで、児童数も多くなり実態の幅も広くなった。また、担

当する教員も多いことから、劇のコンセプトを絞り込みながらどのようにしてねらいを焦

点化していくかが課題であった。 
 まず、フィッシュボーンを使用して劇「スイミー」における授業立案者の授業構想を説

明した。指導案を使用しない手軽さと、視覚的なわかりやすさ、様々な意見をとりいれな

がら画面上で変更していける点がねらいの絞り込みや共通理解する上で有効であった。 
 新たに評価規準は作成しなかったものの、劇のストーリーの理解は単元を貫きながら身

につけていくということがわかっていたので、練習だけではなく、衣装や小道具の作成に

もできるだけ子供たちに参加させるようにした。また、教員も児童の支援者ではなく、一

緒に演じるようにすることで、児童の手本になるような自然な支援ができた。 
 また、各グループによる練習の回数を減らし、なるべく早い段階から通しで練習を行い、

毎回ビデオで振り返るようにした。ビデオ視聴の場面は、児童にとっては自分の活動を見

ることによる劇への知識理解を進めることになり、ひいては次への関心・意欲・態度を育

てることにつながったようである。これはグループ練習時に何をするのかがわからずに泣

いていた児童が、全体練習を繰り返す中で落ち着いて自分の活動に取り組むことができる

ようになったことからもうかがえる。教員にとっては、繰り返す学習における評価をする

場になり、その場で次時の具体的なかかわり方や教材の配置の改善案が話し合われるよう

になった。 
 これらのことは、この授業研究を行う前から少なからず行われてきたことである。しか

し、これまでの授業づくりとの明らかな違いは、以前は漠然とした経験の中でなんとなく

有効性を感じていたものから、明確にこういう理由で効果的であると確信して取り組むこ

とができるようになったことだと考えている。 
⑤ 実践２の考察 

 まずフィッシュボーンを使って自分の授業構想をチームのメンバーにわかりやすく、簡

単に伝え、メンバーの意見をもとに自分の考えを壊し、再構築していく。その作業をフィ

ッシュボーンの紙面上で行っていくのであるが、そのことによって本当に自分がやりたい

ことを絞り込むことができたのだと考える。また、絞り込んだねらいが、子どもの実態に

即しているのかを、発達の段階と照らし合わせてみることで、前提条件が明らかになる。

「やりとり」「見通し」「手順がわかる」等使いがちな表現であるが、それらをねらいにす

ることができる発達の段階に至っているかを確認していく必要があると考える。 
 次に「学習を実現するために必要な力」と「子どもの学ぶ姿」からの評価規準づくりは、
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単元の授業のポイントを洗い出す作業であったと考える。評価規準と自発的・主体的に子

どもの学ぶ姿と照らし合わせながらの作業は、授業のねらいから学習活動が乖離しないよ

うな確認をすることができるだけでなく、子どもの学ぶ姿というものを、分析的に見直す

作業になっていた。 
 毎時間の評価規準の設定は、子どもの学ぶ姿の評価そのものであり、小さなＰＤＣＡサ

イクルの繰り返しであると考える。毎時間行うことで、自分の考える手立ての妥当性を、

子どもの動きとして評価することができるとともに、子どもを見る目を養うことができる

作業である。絞り込んだねらい、絞り込んだ評価規準を評価することで、自分の授業がよ

かったのか悪かったのか、そもそもねらいがずれていたのか、それとも手立てが悪かった

のかということが明確になっていくのではないかと考える。 
 また、単元の構成といった教員の評価をする上で、授業における評価規準（すなわち、

単元からみると評価基準）の設定は有効であると考える。上手くいった理由、上手くいか

なかった理由が評価規準に戻って見ていくことで明確になるのではないか。上手くいった

理由がわかれば、それ以降の手立ての効果性がわかって授業をすることができるのはない

か。これらの一連の作業を個人ではなくチームで行うことで、信頼性や妥当性が上がるの

ではないか。このねらいの焦点化から、子どもの動きで評価するという一連の活動が「目

標と評価の一体化」ということだと考えている。 
 この授業研究は、時間がかかるし、チームで取り組まないと乗り越えることができない

大変な作業である。しかも、一度やってすべての効果を実感できるものでもないかもしれ

ない。しかし、一年に１回、いや２回と、チームで時間をかけて授業研究を行い、教員同

士が気づき合い、学び合っていくことで、授業づくりのトレーニングになり、授業の質が

向上し、日頃行っている授業づくりの精度が上がり、結果的に時間の短縮につながるので

はないかと強く感じた。今後も、この授業研究の経験を生かして、シンプルなねらいに立

った目標と評価が一体化したチームによる授業づくりを目指していきたい。 
 

３）２つの実践を通してのまとめ 

① 観点別評価を取り入れて良かった点について 

ア）身に付けさせたい力を基に「子どもの学ぶ姿」を想定し、「関心・意欲・態度」「思考・

判断・表現」「技能」「知識・理解」の観点別に整理することで、「何を学んでほしい授

業なのか」を明確にした授業づくりができた。 

イ）観点別に整理することで、設定した目標が、「関心・意欲・態度」を多く設定している

ことに気づいたり、「子どもたちが『思考・判断・表現』をするために必要な『知識・

理解』『技能』は何なのか。」「どのように、指導過程を組み立てれば効果的か。」という

ことを考えたりすることで、指導過程や手立てを工夫・改善する理由が明確になり、授

業づくりをしながら授業改善がなされていった。 
ウ）単元の目標に応じて授業における評価規準を設定し、観点別に整理することで、学習
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活動や単元・題材に「どのような学びがあるのか。」や「学びの実現のためにどのよう

な力を使うのか。」など教材研究を含めて考えることになり、実態と照らし合わせて、

授業を考えていくことが大切であることがわかった。 

エ）単元において評価基準を設定することで、一人一人の子どもが、「どのように」「どの

程度」学んでいたのかが評価でき、また、評価基準という同じ視点で複数の目で評価す

ることにより、評価の信頼性・妥当性が得られた。 
オ）各教科等を合わせた指導においては、児童生徒の活動の様相そのものを見取るために

「自発的・主体的に学ぶ姿」として、その授業で願う姿を明記した。そのことにより、

４観点の評価規準を根拠にして、「精一杯」「生き生きと」取り組んでいる児童生徒の姿

を、授業者や参観者が共通の視点を基に、具体的、分析的に評価することができた。 

カ）毎日の授業で、研究授業のような評価規準表は作れないが、授業における評価規準や

単元における評価基準を作成した授業を経験することで、授業の目標を考えたり、指導

内容を組み立てたりする際に、子どもに願う姿やねらいを明確に考えられるようになっ

た。 

② 授業研究会（事前・授業・事後検討）や「子どもの学ぶ姿」を評価することで見えて

きた授業の改善について 

ア）事前検討会で、授業のねらいの明確化からチームで取り組んだことにより、授業研究

会に参加する教員が、その授業のねらいを共有化でき、「子どもの学ぶ姿」を見る視点

が定まるため、授業の記録（ＶＴＲ）や授業参観シートへの記録の際に、その授業の「ポ

イントとなる子どもの学ぶ姿」の記録ができ、授業改善につなげるための有効な資料と

することができた。 

イ）フィッシュボーンを使って、チームで授業の事前検討会を行う効果として、「授業のね

らいと学習活動が明確になり、整合性が図られる。」「複数の教員で話し合うことにより、

多面的、多角的な見方ができ、児童生徒の実態とねらい・学習活動を照らし合わせるこ

とやねらいに沿った活動を考えることができる。」「評価規準や評価基準を考えるために

必要な過程である。」などがあった。 

ウ）「子どもの学ぶ姿」を、具体的、段階的な個別の評価基準で評価できたことによ

り、それを根拠にして、個別の指導計画の目標の修正を行うことができた。 
エ）日々の授業において「子どもの学ぶ姿」を意識することで、子どもが学ぶ過程を、丁

寧に把握するようになった。 
オ）授業の事後検討会において、授業中の「子どもの学ぶ姿」を記録した授業参観シート

を活用することで、評価基準をもとに根拠ある評価ができ、事後検討会の参加者が共通

の視点をもって、目標や手だての具体的な改善点を考えることができた。 

 ③校内研修への広がりについて 

 平成 25 年度に実践した上記２事例の実践内容を、平成 26 年度の校内研修の授業研究会

で広め、実践した。実際に授業研究会に参加した教員からの意見としては、前述の学校概
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要において詳述した手順で行った授業研究会により、授業改善がなされたという意見が殆

どであった。また、評価に評価規準や評価基準（注：各授業における評価規準は単元から

みると評価基準になっている）を取り入れたことについては、授業者や参観者が共通の視

点で「子どもの学ぶ姿」から、根拠をもって評価でき、今までの評価より、具体的に授業

改善につなげることができたという意見が多かった。しかし、評価規準や評価基準の設定

は、特別支援学校では、目新しいことであっため、基本的な定義の理解や、各教科等を合

わせた指導の授業ではどのように考え、活用すればよいかなどの共通理解はまだ進んでい

ないのが現状である。今後も、校内での実践を広げながら、観点別評価等についての共通

理解を図り、日々の授業改善に活かせるものとしていきたい。 
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（４）岩手大学教育学部附属特別支援学校の実践 
本校中学部の作業学習は石けん、クラフト、園芸の３作業種を設定し、帯状の時間割で

一定期間継続して取り組んでいる。生徒は３年間で、３つの作業班を経験することで、日々

の働く意欲を培い、将来の職業生活や社会自立に必要な事柄を学習する。作業学習では、

作業製品販売会に向けて、取り組むことを単元の目標として各班共通のものとし、年間に

５回の販売会を計画し取り組んだ。 
ここでは平成 25 年度６月に行った研究授業での取り組みから、生徒の評価を指導の改

善に活かしている授業づくりについて紹介する。 
 

 
 
 
Ⅰ 単元名  

作業Ⅲ：石けんの製作「作業製品販売会（肴町）に向けて」 
Ⅱ 単元の概要 

本単元は、７月４日に行われる今年度初めての校外販売会である作業製品販売会（肴町）

のために、石けんの製作に取り組むものである。直接一般の方々に自分たちの作った石け

んを販売することを体験できる作業製品販売会（肴町）に向けて製品作りを行う。本単元

では新たに、一般のお客さんの目を引くように、石けんの容器をくま型の容器にし、「くま

石けん」という名称にして製品作りに取り組む。生徒たちも容器がこれまでと違う肴町用

のくま型になったことで、肴町販売にむけて販売する石けんを製造することを意識し、意

欲的に活動できると考える。 
以上のように取り組むことで、友達や教師とともに、活動をやり遂げる生徒を目指すも

のである。 
Ⅲ 単元の目標 
 １製品販売会に向けて、みんなで協力して製品を作ることができる。 
 ２自分の役割を理解し、目標達成を目指して取り組むことができる。 
Ⅳ 活動計画 

（総時数３２時間） 
 主な活動内容 時 数 

第１次 ⑥ オリエンテーション 
⑦ 肴町商店街でのちらし配り ６月１７日（月）       ２時間 

第２次 ○石けんの製作 
○販売準備 

６月１８日（火）～７月３日（水） 
２４時間 

本時１７・１８/２４時間 
第３次 ○作業製品販売会 ７月４日（木）        ４時間 
第４次 ○ごくろうさん会 ７月５日（金）        ２時間 
※玄関先のワゴンやミニショップなかまへの商品補充、注文の納品等に向けた取組も行う。 
※生徒の目標及び支援は表 5-2-13 個人の目標・支援・評価（２名抜粋）に記載した。 

作業学習（石けん班） 

対 象：中学部石けん班（１～３年生 ６名） 指導者：２名 
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Ⅴ １日の授業 生徒の活動の様子 

学習内容 
（活動時間:分） 

   
 
   
 

１ 始めの会（５） 
 
 

○今日の作業内容、役割分担を知り、目標を確認する。 
○販売会への目標がわかるように、くま石けん完成表で、完成品の数

を確認する。 
◆見通しをもち、意欲的に作業に取り組むように、一人一人の目標が

確認できる「がんばりカード」を提示する。 
 

 
 

２ 作業１（３０） ＜石けんの素作り＞（Ａさん） 
○ご飯、廃油、苛性ソーダ、熱湯を混合して石けんの素を作る。 
◆一人で正確に安全に作業が進められるように手順表を用いる。 
 
              
 
 
 
 
 
＜石けんの容器詰め＞（Ｂさん） 
○漏斗を使って石けんを容器に入れる。 
◆見通しをもって容器詰めの作業ができるように、目標数分のボトル

を準備しておく。 
              
 
 
 
 
 
 
 
 

■４観点との関連 

生徒の様子 

（作業ノートの記録

の評価より抜粋） 

■関心・意欲・態度 

完成したくま石けんの数を確認する

ことで、「今日も頑張ろう」と話す生

徒がいた。 

 

◆支援上の留意点 

主にプロセスの「学習内容への支援」

にあたる 

○学習内容  

主にプロセスの「活動内容」 

にあたる 

■知識・理解、思考・判断・表現 
手順表を見ながらどんどん一人で進め

る姿が見られた。教師に依頼する約束

も守ることができた。 
 

■関心・意欲・態度 

空の容器に石けんを入れることで、目

標が達成できる様子が分かり、取り組

むことができた。こぼした石けんを自

分で拭き取ることもできた。 
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 ＜石けんの容器詰め＞（Ｃさん） 
○漏斗で容器に石けんを入れる時にはお玉を使い、微調整のときにス

プーンを使い直接容器に入れる。 
◆見通しをもって容器詰めの作業ができるように、目標数分のボトル

を準備しておく。 
             
 
 
 
 
 
 
 
＜石けんの補充＞＜くまの帽子のつばつけ＞（Ｄさん） 
○湯煎して減量した分の石けんを、注射器を用いて補充をする。 
○蓋を閉める際にくまの帽子のつばをつける。 
◆効率よく作業を進めることができる手順を示す。 
◆５本ごとにＴ１に報告しながら行うことで、正しい手順で作業を進

めていることを確認する。 
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜ラベル貼り＞（Ｅさん） 
○商品名、製造者等の記されたラベルを貼る。 
◆ラベルをまっすぐに、一定の位置に貼るように補助具を用いる。 
◆４本ごとにＴ２に報告する。正しくできたらＴ2 は「がんばりカー

ド」に記入する。 
              
 
 
 
 
 
 
 
<しおりとラベルの取り付け>（Ｆさん） 
○しおりとラベルに輪ゴムを容器に取り付ける。 

■技能、思考・判断・表現 

お玉とスプーンを上手に使い、目標 

数のボトルに石けんを入れることが

できた。               

石けんをこぼさないように気を付け

ることもできた。 

■技能、思考・判断・表現 

ラベルの大きさは決まっており、時

折曲がる時もあったが、自分で貼っ

た結果（○のもの、曲がって△のも

の）を見比べることで、曲がらず貼

る意識が見られてきた。 

■技能、関心・意欲・態度 

注射器の使い方に慣れ、作業のスピー

ドが上がり、作業量が増えた。補充の

作業で、目標の本数が終わらないうち

に終了の声掛けがあった時に「あと少

しだから最後まで終わらせたい」と話

すことがあった。 
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◆見通しをもち、落ち着いて活動できるように、手順表や約束を書い

たカードを準備する。 
             

 
 
 
 

３ 作業２（３０） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜撹拌作業＞（Ａさん、Ｃさん、Ｄさん、Ｅさん、Ｆさん） 
○石けんバケツにアップルミント入り熱湯を入れ､30分間撹拌をする。 
◆撹拌作業の中盤に、撹拌している石けんをお玉でかき混ぜ、石けん

の状態の確認をするとともに、励ましの声かけを行い、意欲付けを

する。 
              
 
 
 
 
 
＜アップルミント摘み＞＜用具の洗い＞（Ｂさん） 
○撹拌のお湯に入れるアップルミントを摘み容器に詰め冷凍する。 
○用具の道具洗いをする。 
◆見通しをもってアップルミント摘みの作業ができるように、目標数

分のお茶パックを準備する。 
◆落ち着いて洗うことができるように、Ｔ２と一緒に行い、時間にな

ったら途中でも止めて終わりの会に参加する。 
 
             
 
 
 
 
 
 

４ 掃除、後片付け 
（１０） 

 

○撹拌で使用した道具を片付ける。 
○撹拌した場所や作業した場所の拭き掃除をする。 
◆自分の使用した道具を、所定の場所に置くように必要に応じて声を

かける。 
５ 終わりの会 

（５） 
○作業の成果について確認する。 
○完成したくま石けんの数を確 
認する。 
◆ 一人一人の成果がわかる 
◆ ように「がんばりカード」 
◆ を用いる。 

■関心・意欲・態度 

「くま石けん作る」と言いながら自分

の作業に取り組んでいた。毎日 8枚、

集中して取り組むことができた。 

 

■関心・意欲・態度 

友達の様子を見える配置にしたり、

教師も共に活動したりすることで、

撹拌に取り組む姿が見られてきて

いる。 

■関心・意欲・態度 

作業内容を「容器詰め」「道具洗い」「ア

ップルミント摘み」にしたが、自分の決

められた仕事は全て終わらせることが

できている。自分の仕事が早く終わった

時には、みんなと撹拌した。 

■関心・意欲・態度 

自分の活動を振り返り、教師と

ともに評価し、称賛を受けるこ

とで、喜ぶ姿が見られた。「次も

頑張ろう」等の感想があった。 
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１） 授業づくりの方法に基づいた計画 
本単元では、本校で設定している前述の「授業づくりの方法」に基づき、プロセスに対

応する授業づくりの視点に留意して計画した。その内容を以下に示す。 
①単元・題材の設定（学部目標に基づいてねらいを設定） 
販売会に向けた単元の設定にあたっては、自分たちの作った製品の販売を目的とするこ

とで、作業学習に意欲的に取り組むことや、作業班の一員として仲間と同じ目的に向かい

取り組むことができるように設定した。そこで、単元の目標を２つ設定し（「製品販売に向

けて、みんなで協力して作業学習に取り組むことができる」「自分の役割を理解し、目標達

成を目指して取り組むことができる」）、これを達成することを願って計画した。 
②単元・題材の計画（ねらいに基づいた活動計画） 

 販売会へ向けた作業学習の単元は５回あるが、５

回とも単元計画を同じにした（表 5-2-12）。同じ流

れで単元を繰り返すことで単元の流れに見通しをも

つことができ、目的が分りやすく、意欲をもち取り

組んでいけると考えた。 
 また、この計画の中心は製品の製作で、毎日自分

の役割の仕事に取り組み、繰り返し製品づくりに取り組むことができるようになっている。 
③活動内容（単元・題材の計画を推進するための日程計画） 

 以上に述べたように単元の設定・計画を実際の授業で行うことができるように、生徒一

人一人の活動内容を考えた。また、一つの授業の中で実態の異なる生徒全員が自分の目標

を達成することができるように日程計画を設定した。全員が参加し、参加するだけでなく

その授業に必要な存在として活動できるように生徒の実態を考慮して役割分担をした。 
④学習内容への支援（教材教具・配置、動線・教師の連携） 

 児童生徒一人一人が自分の役割が分かり一人で活動できるように、教材・教具の工夫を

はじめ、道具や教師・生徒の配置、動線、教師のかかわり方、教師間の連携の取り方など

の支援を整えた。 
⑥ 協働的活動への支援（仲間同士のかかわりへの支援・教師とのかかわり） 

 みんなで販売会を目指して製品を作るという共通の目的に向かうことができるように、

友達と製作数を競ったり、協力したりすることで、がんばりを認め合ったりできるような

役割分担や作業室の配置を工夫した。そして、販売会までに製作する製品の目標数を決め、

その日の製品の完成をおわりの会で確認しその成果を喜び合うようにし、全員で販売会を

めざしていることを意識できるようにした。また、教師が働く姿の手本となり共に製品づ

くりを行った。このようにして、日々の製品づくりに全員で取り組み、共通の目的である

販売会を目指していくことができるようにした。 
以上のようにこの単元では、生徒一人一人が主体的に活動できる姿を目指した。「授業づ

くりの方法」での授業づくりでは、生徒一人一人の実際に取り組む活動について活動内容、

 オリエンテーション 
 販売する場所でのちらし配り 
 製品の製作 
 販売準備 
 作業製品販売会 
 ごくろうさん会 

表 5-2-12 作業学習 活動計画 
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支援など詳細に計画し、実践することができた。 
 

２）生徒が主体的に活動する授業の評価と４観点 
①生徒一人一人の主体的に活動する姿と評価 

この単元では、本校で設定している「授業づくりの方法」に基づいて授業づくりを行うこ

とで生徒一人一人が主体的に活動できることを目指しており、それが生徒一人一人の単元の

目標になっている。この単元の目標を目指し、毎日の授業に取り組んでいる。 
本校中学部では、作業学習において主体的に活動する姿は、仲間と共に取り組む中で役割

を果たしていくことで現れると考えている。生徒の実態に応じてその姿は違っているため、

一人一人に合わせて、目標を設定していく必要がある。 
事例に示した生徒Ｂと生徒Ｃは同じ工程である容器詰めに取り組んでいる。しかし、その

評価は、生徒Ｂについては「空の容器に石けんを入れることで、目標が達成できる様子が

分かり、取り組むことができた。こぼした石けんを自分で拭き取ることもできた」と評価

し、生徒Ｃについては「お玉とスプーンを上手に使い、目標数のボトルに石けんを入れるこ

とができた。石けんをこぼさないように気を付けることもできた。」と評価している。この

ように生徒一人一人の主体的に活動する姿に応じて評価すると評価の内容が一人一人違っ

てくる。どの生徒も主体的に活動するためには、その生徒に応じた主体的に活動する姿を設

定することが大切であると考える。そこで、生徒の評価は、どのように活動に取り組むこと

で主体的に活動しているといえるか、実際の活動内容に即して評価した。 
②主体的に活動する姿を評価すること 
 主体的に活動する姿を評価することは、主体的な姿について曖昧なとらえ方をしている

と、教師の自己満足の評価になってしまうことが懸念される。そうならないためには、主

体的な姿を生徒の実態に応じて生徒一人一人について目標として設定していくことが大切

である。この目標を実際に取り組む活動内容に即して設定することで、その評価において、

一日の授業の中で活動している実際の様子から評価できる。 
③４観点に符合する評価 
以上で述べたように本単元での生徒の評価を見ると、生徒一人一人の実態に応じた活動内

容における事実に即した実際の様子を評価していることが分かる（表 5-2-13）。 
 例えば、生徒Ａの評価を見てみると、作業①では、「50 本くま石けんを作ることを目標

に取り組み、毎時間の終わりの会で出来た製品の本数を確認すると、みんなで頑張ったこ

とを拍手で称え、残りの本数に対して製作意欲を見せていた。最終的に 56 本できた時は、

とても喜び、販売に意欲を見せていた。（関心・意欲・態度）」「作業２では、「自分から手

順表で確認し、報告しながら、正確に安全に作業を進めることができるようになった。（思

考・判断・表現、知識・理解）」、「作業時間が短縮し、石けんのもとを２個作ることができ

るようになった。（技能）」と評価している。 
 このように主体的に活動する姿を目指すことは、授業づくりの方法に基づき授業づくり
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をすることで、目標を具体的に設定することになり、実際の取り組みの様子について事実

に基づき生徒の評価を行うことにつながった。この生徒の評価の内容を見ると、４観点に

符合する評価になっていることが分かる。  
 
３）生徒の評価と授業の改善 
①毎日の授業での生徒の評価 
 本校が、授業づくりにおいて最

も大切にしているのが一日ごとの

計画・実践・改善である。そして、

毎日の授業で児童生徒の主体的に

活動する姿が見られるように取り

組んでいる。そこで、授業の中で

主体的に活動している姿を生徒一

人一人について授業ごとに目標と

して設定している。この目標を達

成するために一日の授業の中での

取組の目標を作業量や製品の仕上

げの状態などで示し、作業学習の

中で取り組んだ事実に基づいて評

価できるようにしている。 
②毎日の授業における生徒の評価

と授業の改善 

毎日の授業における生徒の評価

は、｢がんばりカード｣（図 5-2-7）
の記録を活用した。この「がんばりカード」は、本来生徒自身がその日の作業の目標や評

価が分かり取り組むことができるように使っているものであり、生徒一人一人に合わせて

作成している。そのため、目標とする数量や仕上がりの様子を記入するようになっている。

実際に取り組んだ事実が記入されていることからその日の生徒の作業の取組について評価

できる記録になっている。例えば、生徒Ｅについての単元の目標は「自分の役割を理解し、

毎日の目標達成を目指して取り組むことができる。」と設定しているので、「自分の役割を

理解し」ということについては、「ラベル貼りでは、まっすぐ貼ることに気を付けて取り組

むことができる」、「毎日の目標達成を目指して取り組む」ということについては、「くまラ

ベル８枚、はちみつ石けんのラベル２セット（８枚）分を完成することができる」と具体

的な目標を設定した。これは、「ラベルをまっすぐ貼ることに気を付けて取り組むことがで

きる」ようにできる状況づくりを整え、これまでの日々の授業の記録を参考に目標本数を

具体的な数量で示している。このように実際の取り組みの様子を記入した記録を見ること

図 5-2-7 がんばりカード 
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で次の授業における目標を設定できる。また、目標本数と実際の作業量が大きく違ってい

た時には、次の授業での支援の見直しができる。この時の改善については、本校で設定し

ている「授業づくりの方法」の授業づくりの視点について見直していくことで改善のポイ

ントが明らかになり、有効な改善ができると考えている。 
こうして、次の授業の準備をするときには、その日の授業の様子を生徒の「がんばりカ

ード」の評価を基に振り返り、毎日の授業の中で生徒が主体的に活動できる姿を目指して

授業の改善を行っている。 
③生徒の単元の評価と単元の改善 

本校中学部の作業学習の単元の評価は、生徒一人一人の「作業ノート」に全ての単元に

おいて行っている。この「作業ノート」は、「がんばりカード」の記録を参考にして、結果

のみではなく、取組の様子やどのように支援を行ったかについても合わせて記入している。

この作業ノートの記録は、「これまでの単元では～という様子（状態）だったので、～支援

を行ったら、～に取り組むことができた（できるようになった）」という単元での生徒の成

果が分かるような評価ができるように様式を考えた。その内容を見ると、「これまでの様子」

のところに前単元での作業の様子が示されているので、それを基準にしてその単元での目

標を設定し、「主な支援」で目標を達成するための支援を考え、「評価」では単元を通して

どのような成果があったか示している。 
このような内容で単元ごとに生徒一人一人の取組の様子が分かる評価は、次の単元の目

標を設定する手掛かりになっている。これを受けて生徒一人一人の目標の達成を目指し次

の単元を計画するので、単元の改善のポイントが明らかになる。 
４）まとめ 

本校が一番大切にしているのが日々の授業において児童生徒が主体的に活動することで

ある。本授業では、児童生徒の主体的に活動する姿を児童生徒一人一人に応じた目標とし

て設定した。主体的に活動する姿を目標とすることで、実際の取組の様子に基づきより具

体的に評価することができた。本単元について振り返ったとき、その評価の内容が４観点

に符合する評価となっていることが明らかになった。このように４観点に符合する評価を

行うことで、児童生徒の目標や支援の改善はもとより、次の単元での改善点を明らかにす

ることができた。本校で設定している「授業づくりの方法」により授業づくりを行い、主

体的に活動できる姿を目標にすることで４観点に符合する評価ができたと考える。本校で

は児童生徒が主体的に活動するということを目指し、授業を実践し、改善を行いながら授

業づくりに取り組んでいるが、これは児童生徒を４観点で評価し、指導の改善を行う取組

に相当するということが明らかになり、有効な取組であったと考える。４観点による学習

状況の評価の手法について、今後さらに検討することが課題である。今後も、児童生徒一

人一人の実態に応じた主体的に活動する姿を目指し、授業づくりを行っていきたい。 
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氏

名
等

 
単
元
の

目
標

 
単
元
に
お
け
る

目
標

 
本

時
の

目
標

 
本
時
の
支
援

 
 

■4
観

点
と
の

関
連

：
単

元
の
評

価
（

作
業

ノ
ー
ト

の
評
価
よ

り
抜

粋
）

 

Ａ
 

（
３

年
・

男
）

 

１
 

・
製

品
販

売
会
に

向
け

て
、

み
ん

な
で

協
力

し
て

製
品

を
作
る
こ
と
が

で
き

る
。

 
 

 
・
販

売
会

ま
で
の
見
通
し
が
も
て
る
よ
う
に
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
提
示
す
る
。 

・
石

け
ん

製
作

の
目
標
を
も
て
る
よ
う
に
、
石
け
ん
の
製
作
目
標
数
を
掲

示
す

る
。

 
・

石
け

ん
の
完

成
数
が
目
標
ま
で
ど
の
く
ら
い
か
分
か
る
よ
う
に
、
お
わ

り
の

会
の
と

き
に
全
員
で
数
え
表
に
印
を
つ
け
る
。

 
■関

心
・
意

欲
・
態

度
：

50
本
く

ま
石

け
ん

を
作
る

こ
と
を
目

標
に

取
り

組
み

、
毎
時
間
の
終
わ
り
の
会
で
出
来
た
製
品
の
本
数
を
確
認
す

る
と
、
み
ん
な
で
頑

張
っ
た
こ

と
を

拍
手

で
称
え

、
残
り
の

本
数

に
対

し
て
製
作
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。
最
終
的
に

56
本
で
き
た
時

は
、
と
て
も
喜

び
、

販
売
に
意

欲
を

見
せ

て
い
た

。
 

２
 

・
必

要
な

場
面
で

連
絡

や
報

告
を

行
い

な
が

ら
、

一
人

で
役

割
の

作
業

を
進

め
る

こ
と
が
で
き
る

。
 

・
手

順
に

従
い

、
時

間
内

に
石

け
ん

の
素

2
つ

分
を

作
る

こ
と
が

で
き
る

。
 

・
見

通
し

を
も

ち
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
手
順
表
を
使
用

し
、

手
順
通

り
に
道
具
を
配
置
す
る
。

 
・

攪
拌

で
は
、

最
後
ま
で
手
を
止
め
な
い
気
持
ち
を
継
続
で
き
る
よ
う
に

時
々

声
掛
け

で
褒
め
る
。

 
■思

考
・

判
断

・
表

現
、

知
識

・
理

解
：
自

分
か

ら
手

順
表

で
確

認
し

、
報

告
し

な
が

ら
、

正
確
に

安
全

に
作

業
を

進
め

る
こ
と

が
で

き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

 
■技

能
：
作
業
時
間
が
短

縮
し

、
石

け
ん

の
も
と

を
2個

作
る

こ
と
が

で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
 

 

Ｄ
 

（
２

年
・

男
）

 

１
 

・
製

品
販

売
会
に

向
け

て
、

み
ん

な
で

協
力

し
て

製
品

を
作
る
こ
と
が

で
き

る
。

 

 
・
販

売
会

ま
で
の
見
通
し
が
も
て
る
よ
う
に
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
提
示
す
る
。 

・
石

け
ん

製
作

の
目
標
を
も
て
る
よ
う
に
、
石
け
ん
の
製
作
目
標
数
を
掲

示
す

る
。

 
・

石
け

ん
の
完

成
数
が
目
標
ま
で
ど
の
く
ら
い
か
分
か
る
よ
う
に
、
お
わ

り
の

会
の
と

き
に
全
員
で
数
え
表
に
印
を
つ
け
る
。

 
■関

心
・

意
欲
・

態
度

：
前

日
の

値
札

付
け

や
当
日

の
朝
の
製

品
運

び
は

、
友
達

の
分
ま
で
手
伝
っ
て
行
っ
た
。

 

２
 

・
そ

の
日

の
目
標

を
達

成
す

る
こ

と
を

目
指

し
取

り
組

む
こ
と
が
で
き

る
。

 

・
く
ま
の
容
器

8
本

と
通

常
容

器
15

本
に
、

適
量
の

石
け

ん
の

補
充

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

・
そ

の
日

の
仕

事
量
が
分
か
る
よ
う
に
「
が
ん
ば
り
カ
ー
ド
」
を
使
用
し
、

報
告

ご
と
に

「
が
ん
ば
り
カ
ー
ド
」
に
印
を
つ
け
て
い
く
。

 
・

報
告

を
効

率
よ
く
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
。
手
順
表
を
使
用
す
る
。

 
・

攪
拌

の
目
標

を
「
が
ん
ば
り
カ
ー
ド
」
で
確
認
し
、
攪
拌
中
は
目
標
の

確
認

や
励
ま

し
の
声
掛
け
を
行
う
。

 
■技

能
、

知
識
・

理
解

：
注
射
器

の
使
い

方
に
慣

れ
、
作

業
の
ス

ピ
ー
ド

が
上
が

り
、
作

業
量

が
増

え
た

。（
く

ま
8
本

＋
は

ち
み

つ
20

本
）

 
■関

心
・

意
欲
・
態

度
、
思

考
・
判

断
・
表

現
：
補
充

の
作
業

で
目

標
の

本
数
が

終
わ
ら
な
い
う
ち
に
終
了
の
声
掛
け
が
あ
っ
た
時
に
「
あ
と

少
し
だ
か
ら
最
後
ま

で
終
わ
ら

せ
た

い
」

と
話
す

こ
と
が
あ

っ
た

。
目

標
が
分
か
り
、
終
わ
ら
せ
た
い
と
い
う
意
欲
を
感
じ
た
。

 

表
5
-
2
-
1
3 

個
人
の

目
標
・

支
援

・
評

価
（
２
名
抜
粋
。
）

 

※
目

標
の
１
に
つ
い
て
は
、
本
時
の

目
標

と
し
て

は
設
定
せ

ず
、

単
元

を
通
し

て
評
価
と

す
る

。
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（５）静岡県立袋井特別支援学校の実践 
１) ＰＤＣＡサイクルに沿った授業実践 
 本校では授業づくりの流れ図に沿って授業実践を進めている。まず児童生徒の実態を適

切に見とり、教員間で共通理解した上で個々の目標を設定する。そして個別の教育支援計

画、個別の指導計画の作成と、保護者面談を通して児童生徒一人一人の３年後の目標、年

間の指導目標等を確認している。また知的障害教育部門では、教育活動全体をとおして自

立活動の指導を行っている。児童生徒の実態に即した目標設定は、教員間で十分な話し合

いをすることが必要と考えており、学校全体で作成と保護者面談までのスケジュール(話し

合い、作成等のスケジュール)を設定している。作成時にはノー会議デーとして、教員間で

十分な話し合いができるように十分な時間を確保している。作成したものは学年主任→学

部主事等→管理職へと回覧し指導助言を受けるというようにシステム化している。 
 授業は、学年の経営方針、児童生徒個々の目標を考慮しながら授業の年間指導計画を立

て、単元の計画を立てる。「授業づくり４つの視点」を授業を考える際の視点として共通理

解している(表 5−2−14)。中でも「課題設定の工夫」は、授業そのものを考える視点として、

とても重要なものとおさえている。それは単元そのものの必然性やその単元を通して育て

たい力を明確にすること、何のためにその単元を行うのかといった単元設定の理由の部分

を考える視点である。以上の基本ベースを基に児童生徒の実態や目標に即した課題が設定

できると良いと考えている。 
  これらの「授業づくり４つの視点」に基づき、児童生徒が達成感や成就感を感じられる

授業づくりを目指している。 
  また、個人カード(個別の指導カード) は、教員間で児童生徒の目標、支援方法等につい

て共通理解を図り授業に取り組むツールとして活用している。また、その日の授業につい

ての反省は、単元の構成や児童生徒の個々の目標や支援方法等を話題にし、放課後の授業

準備や学年会等の時間を有効に活用するようにしている。単元終了時には、児童生徒の個々

の目標の評価、授業についての評価を行い、次の単元につなげるようにしている。 
 
表5−2−14 知的障害教育部門小学部の授業づくり４つの視点についての押さえ 

視

点 
視点のおさえ 

課

題

設

定

の

工

夫 

活動の質 

①その時期の子どもの生活のテーマになるような単元（内容）である 

②児童の興味に基づいている 

③その時期の生活にとって必然性がある 

④児童の実態に合っている単元（課題）である 

⑤生活年齢が考慮されている 

⑥集団として取り組む良さがあるとともに、一人一人の活動も保証されている 

⑦学習のつながり、発展性がある 

⑧日常的な動き（体の動き、手指の動き）を取り入れている 

活動の量 
①活動量・作業量が十分確保されている 

②待ち時間が長すぎない 
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的確な実態把握→目標設定

をする 

・活動が児童にとって適切であるか見直しをしよう 

・客観的に実態把握をしよう 

・児童が不適切行動をしてしまったら、原因を探ろう。まず課題があっている

かどうか見直してみよう 

興味・関心の持てる導入の工

夫 

・児童がやってみたいと思える導入になっているかどうか確認してみよう 

・導入が肝心なので、どんな授業内容なのか、児童が見通しが持てる導入に

なっているか確認してみよう 

授業の展開の工夫 
・活動に山場があるか見直そう(授業にメリハリをつけよう) 

・児童の気持ちに着目した単元の工夫になっているか確認してみよう 

環

境

設

定

の

工

夫 

視覚的に分かりやすい環境設

定 
・活動に見通しが持てる環境設定にしよう 

グルーピングの工夫 

・目標に沿ったグルーピングの工夫をしよう 

 (例えば、発達段階別グループ、目標別グループなど) 

・他のグループを意識できる場も設定しよう 

座席配置の工夫について 
・目標に沿った座席配置を考えてみよう 

 (例えば、児童の相性、見通しが持てる座席配置など) 

主体的に活動できる動線の

工夫 

・児童同士がぶつからない動線になっているか確認しよう 

・刺激の少ない(集中できる環境)動線になっているか見直してみよう  

 (児童生徒の目標による) 

主体的に活動できる手順表

や工程表 

・手順表等のツールの使い方が理解できているか確認しよう 

・手順表等のツールが児童に合っているものかどうか見直してみよう 

主体的に活動できる道具の

配置 
・自分で判断して活動できる道具の配置になっているか見直してみよう 

活動内容提示の工夫 ・児童が分かる提示の工夫か見直してみよう 

子どもの発言や考えの流れを

確認しながらの板書や掲示 

・教師が発言している時の児童の様子はどうであるか確認しよう 

・教師の一方的な発言になっていないか見直してみよう 

教材

教具

の工

夫 

個の実態に合った教材や教

具、補助具の工夫    

・教材教具、補助具の使い方が理解できているか確認しよう 

・児童が一人で活動できる教材教具、補助具であるかどうか見直してみよう 

・児童に合っている教材教具、補助具であるかどうか見直してみよう 

働き

かけ

の

工

夫 

共感的な言葉掛け ・児童の気持ちを考えて、言葉掛けをしよう 

タイミングの良い言葉掛け ・間の取り方に気を付けよう 

思考や判断ができる言葉掛

け 

・児童が考えられるように、教師はすぐに答えを言わず、少し待とう 

・児童が考えられる発問になっているか見直してみよう 

褒めて認める ・ポイントを押さえ、児童が分かるように褒めよう 

見通しが持てる言葉掛け ・言葉掛けの口調、リズム、速度は児童に合っているか見直してみよう 

教師の存在 

・児童と一緒に活動しよう（共に活動しよう） 

・児童を見守り、動き・様子をとらえた適切な対応をしよう 

・教員同士で事前によく話し合い連携しよう 

・授業中の児童の姿を声を掛けあって共有しよう 

 
２）育てたい力を明確にした授業実践 
①知的障害教育部門小学部の実践 

知的障害教育部門小学部の教育方針は、意欲を土台に身体面、身辺自立面、社会性等、

児童たちの生活全般にかかわる基礎的な力を培っていく生活の基盤づくりを行うことであ

る。教育課程の柱としている生活単元学習を土台に各教科等の授業実践に取り組み、児童

の意欲を育てる教育を行っている。また、生活単元学習においては、小学部から中学部へ
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と６年間の育ちをつなぐためにも指導の系統性を校内でまとめ、それと照らし合わせなが

ら年間指導計画を立てるようにしている。 
 ②小学部１年生の生活単元学習の実践       
 校内でまとめられた指導の系統性では、小学部１年生の生活単元学習は、低学年では粗

大運動の動きを取り入れた遊びを中心に行うよう位置付けられている。そのため、ダイナ

ミックな遊びを中心に展開している。遊び単元を通して「興味・関心・意欲」「人とかかわ

る力」「知識・技能」の力を育てている。ここでは、小学部１学年の生活単元学習（単元名

「みずみず忍者ランドで遊ぼう」）の実践を元に、学習評価について記述していく。 
ア）児童の実態：本実践の対象は男子 19 人、女子５人計 24 人で構成された集団で、児

童の障害は、自閉症、ダウン症、ＡＤＨＤ、その他の障害であった。単元開始前に、前時

までの行動観察や保護者のアンケート結果を元に、遊びに関する実態（一部抜粋）を把握

した（表 5-2-15）。また、単元目標を表 5-2-16に示した。 
 

表 5−2−15 遊びに関する個々の実態（一部抜粋） 

（凡例 〇…できる、好き   △…芽生えがある  ×…難しい、嫌い） 
 

項目 

滑り台などの 

体を使う遊び 

人と関わる 

遊び 

水遊びの実態 

（保護者アンケートより） 

 
 
 
 
 
 
 
 

氏名 

①

誘

い

に

応

じ

て

遊

ぶ 

②

好

き

な

遊

具

で

自

分

か

ら

遊

ぶ 

③

様

々

な

遊

具

で

自

分

か

ら

遊

ぶ 

④

紹

介

し

た

新

し

い

遊

び

に

挑

戦

す

る 

①

教

師

の

誘

い

に

応

じ

て

一

緒

に

遊

ぶ 

②

教

師

や

友

達

と

同

じ

場

で

遊

ぶ 

③

自

分

か

ら

教

師

に

関

わ

っ

て

遊

ぶ 

④

教

師

を

介

し

て

友

達

と

関

わ

っ

て

遊

ぶ 

①

水

に

入

る

こ

と

が

で

き

る 

②

水

遊

び

が

好

き 

③

水

に

顔

を

つ

け

る

こ

と

が

で

き

る 

 
 
 
 
 
 
 
 

水遊びの様子 

１ 〇 〇 △ △ 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇 ・水泳教室に行っている。 
・潜ったりバシャバシャ遊んだりする。 
・勝手に潜っていることがある。 

２ 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 ・顔を水につけることが少しできるが、潜 
 ることはできない。 

３ 〇 〇 △ × × △ × × 〇 〇 × ・プールは大好きだが、顔に水がかかるの 
 は好きではない。 
・ビニールプールに座って器から器に水を 
 移し替える遊びが好き。 

 
 イ）単元設定理由と単元目標：今まで取り組んできた粗大運動を取り入れた設定遊具の

遊びは、ほとんどの児童が大好きで、意欲的に活動に取り組めていた。７月の暑い時期に

ぴったりの冷たさ、気持ちよさを感じるとともに、日常では味わえない浮力を感じること
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ができる水を素材として、教師や友達と一緒に全身を思いっきり動かすことのできる水遊

びを本単元で設定した。４月から登場している子供たちの大好きな忍者をテーマに「みず

みず忍者ランド」で、忍者と一緒に遊んだり、忍者の紹介する忍術として水中での様々な

動きを遊びながら獲得したりすることを目指していく。単元目標を表 5-2-16 に示した。 
 
表 5-2-16 生活単元学習（単元名「みずみず忍者ランドで遊ぼう」）の単元目標 

単

元

目

標 

<興味・関心・意欲> ・好きな遊び場や遊具で自分から遊ぶことができる。 
・友達や教師と同じ場や遊具で一緒に遊ぶことができる。 

<人とかかわる力> ・教師の誘いに応じて、新しい遊びに取り組むことができる。 
<知識・技能>  ・水中での体の動かし方を教師の手本を見て模倣することができる。 

・簡単な約束を守って遊ぶことができる。 

           
 ウ）指導計画：図 5-2-8 に本単元の指導計画を示した。 
 エ）日々の授業後の指導の評価と子どもの学習評価：放課後の時間を使って、その日の

児童の様子や支援方法等について振り返り、翌日の授業へとつなげていった。授業の改善

点は、図 5-2-8 のように元の指導計画に手書きで書き加えていき、改善の足跡が残るよう

にしている。 
 

 
図 5-2-8 授業改善の様子 1 年生指導計画フローチャートより 
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 また校内研修で取り組んだ事後研修では、授業についての意見交換を行った。１年部に

は「意見を聞きたいこと」として、いくつかの視点をあげてもらい、授業についての協議

の中でその視点をもとに話し合いを進めた。また外部助言者からも指導助言を受け、次の

授業へとつなげることができた。その結果、単元の初めころに比べると意欲面、人とのか

かわりの面、知識・技能の面において様々な成長を子供達に見ることができた(表 5−2−17)。 
 
表 5−2−17 小学部１年生活単元学習「みずみず忍者ランドで遊ぼう」児童Ａさんの変容 

 <A さんの単元個人目標> いろいろな遊び場の中から好きな遊び場を見つけて自分から遊ぶことができる。 

Ａさんの様子 授業改善策 授業改善後の様子 

水に入ることが怖かった。忍者ごっこ

(リトミック)をジャバジャバプール(浅

いプール)で行っていたが、水しぶきが

嫌でプールに入りたがらなかった。 

ジャバジャバプールのグループを２つ

に分け、ゆっくりと取り組める場の設定に

した。 

(環境設定の工夫)  

 

教師の誘いを受け、ジャバジャバプ

ールに入って忍者ごっこができるよう

になった。また小さいプールにも入る

ようになり、安心して遊べる場となり、

自分から入ることができるようになっ

た。 

水を怖がったり、遊びに飽きてしまっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊び道具を第２次から登場させる予定

であったが、第１次の３時間目で取り入れ

た。 

(環境設定の工夫) 

マヨネーズ容器水鉄砲のやり方を教師

が示す。(働き掛けの工夫) 

 小さなプールを用意し、本児に一人の教

員が付くようにし、一対一でじっくりとか

かわれるようにした。また本児に水をかけ

られたときは、わざと倒れるようにした。

この遊び方を繰り返し行った。 

(働き掛けの工夫) 

 

 

 

教師が手本を示すとマヨネーズ容器

水鉄砲を教師と一緒に使って遊ぶ姿が

見られた。 

 

 

 

本児が入っている小さいプールから

深いプールにいる教師を目掛けてマヨ

ネーズ容器水鉄砲で水をかけ、水をか

けられた教師がわざと倒れると喜び、

繰り返しマヨネーズ容器水鉄砲で水か

け遊びを楽しむことができた。その後

教師が本児に水をかけても笑顔を見

せ、水が顔にかかっても怖がらなくな

った。 

 本児が水に慣れてきたようだったので、

プールに入るように誘った。 

(働き掛けの工夫) 

 

 

プールに入ったりスライダーを滑っ

たりすることができるようになった。 

自分からシャワーの場所に行き、シ

ャワーを浴びる姿が見られるようにな

った。 

 
３）授業実践から読み取る評価の観点について 
 小学部１年生の授業からも分かるように、児童がやってみたい、挑戦してみたいと思え

る状況づくりを設定し、遊びの誘導者である忍者が遊びの見本を見せることで、主体的に

スライダーに挑戦し、楽しさや達成感を味わうことができる。そして意欲はさらに増し、

もっとやってみたい、挑戦したいという気持ちになる。また、周りの友達が楽しそうに友

達と一緒に滑っている様子を見て、自分も友達を誘って一緒に滑る児童も現れてくる。お

もしろそうな滑り方をしている友達の様子を見ると、まねをしようとする児童もおり、子

供たちの滑り方はさらに工夫を増し、技術面も向上していく。混み合うスライダーも滑り

たいから、滑る順番を守るようになる。このように意欲面を育てることが、社会性への育
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ちにもつながっていくのではないだろうか。 
 ３つの育てたい力「興味・関心・意欲」「人とかかわる力」「知識・技能」は、相互に作

用して一人一人の児童生徒の生きる力につながっていくと考える。そして指導と評価の一

体化(日々の指導の積み上げ)が、児童生徒の育ちを確かなものにしていく。 
 文部科学省は、４つの観点「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・理

解」を評価の観点としている。本校における３つの観点と対応させてみたところ、これら

３観点は４つの観点に含まれていることが分かる（表 5-2-18）。 
本校では、「興味・関心・意欲」「人とかかわる力」「知識・技能」の３つの力を育てるこ

とが「自ら光る子」すなわち「働く人」につながるとおさえ授業実践している。今後も各々

の子がその子らしく精いっぱい生きる「光る子」になり、一人一人が地域で豊かに生活を

送れるよう、12 年間をしっかりとつなぐ教育を目指していく。そのためにも児童生徒の実

態と目標と支援の妥当性を高めること、また育てたい力を明確にして、指導と評価との一

体化の基に授業実践を進めていくことが重要である。 
 

表 5-2-18 学習評価観点の分析 
「みずみず忍者ランドで遊ぼう」単元目標 ４観点 

<興味・関心・意欲>・好きな遊び場や遊具で自分か

ら遊ぶことができる。 

「関心・意欲・態度」「思考・判断・ 

表現」「技能」「知識・理解」 

<人とかかわる力>・友達や教師と同じ場や遊具で一

緒に遊ぶことができる。 

<人とかかわる力>・教師の誘いに応じて、新しい遊

びに取り組むことができる。 

「関心・意欲・態度」「技能」 

「知識・理解」「思考・判断」 

「関心・意欲・態度」「技能」 

「知識・理解」 

<知識・技能>・水中での体の動かし方を教師の手本

を見て模倣することができる。 

<知識・技能>・簡単な約束を守って遊ぶことができ

る。 

「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技

能」「知識・理解」 

「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技

能」「知識・理解」 
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（６）研究協力機関の実践のまとめと考察 
１）学習評価のＰＤＣＡサイクル 

 中央教育審議会による「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」（中央教育審議

会, 2010）では、学習評価を踏まえた教育活動の改善について、「各学校における学習評価

は、学習指導の改善や学校における教育課程全体の改善に向けた取組と効果的に結び付け、

学習指導に係るＰＤＣＡサイクルの中で適切に実施されることが重要である」としている。

また、各授業や単元等の指導にあたっては、児童生徒の主体的な活動とともに、目標の実

現を目指す指導の在り方が求められており、指導と評価の一体化を図ることが大切であり、

より効果的な学習評価の推進を促していくためには、学習評価をその後の学習指導の改善

に生かすとともに、さらには学校における教育活動全体の改善に結びつけることが重要で

ある（中央教育審議会, 2010）。 
 本研究では、図 3-2-1「体系的な学習評価のＰＤＣＡサイクル概念図」のＣ（Check）の

部分において、授業や単元等における評価について「（子供の）学習状況の評価」「指導の

評価」「授業の評価」の３つの分類で、それぞれの重なり合っている関係を整理し、図 5-2-9
のように示している。 
 

 
図 5-2-9 授業や単元等における評価—「（子供の）学習状況の評価」「指導の評価」 

「授業の評価」のそれぞれの重なりと関係— 
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 授業では、授業の構造や、教師による支援、設定された授業目標の妥当性の変数に影響

されながら、子供の学習の姿が現れることとなる。実際の授業において、授業の構造や、

教師による支援、設定された授業目標の妥当性がどうであったのかの評価が必要であるし、

子供の学習の姿、すなわち（子供の）学習状況も必要であり、この両者が揃って初めて授

業全体の評価ができたといえるだろう。子供の学習の姿、すなわち（子供の）学習状況に

ついては、目標に準拠した評価（絶対評価）を観点別学習状況の評価の４観点（「関心・意

欲・態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・理解」）などの観点から、観察、評価する

こととなり、また、授業目標以外についての子供の様子について行う個人内評価もあわせ

て行う。これらの評価の蓄積を、単元、学期、年間で総括したものが総括的評価となる。 
 一方、授業についても、授業の評価を蓄積したものを、単元計画の評価、年間計画の評

価、個別の指導計画の評価、さらには教育課程の評価へとつなげていくことが重要である。 
 そこで、本稿では、まずは、児童生徒の学習状況を適切に評価し、学習評価を授業や単

元のみの評価で終わらせることなく、日々の指導の改善に生かしていくための工夫につい

て、①一つ一つの授業における学習評価と授業改善の視点や、②単元における学習評価と

単元計画の改善の視点など、学習評価を学習指導の評価に生かすための視点について、検

討した。 
２）研究協力機関における取組 
 第４章の各研究協力機関における学校概要と第５章の指導と評価の実践事例から、①一

つ一つの授業における学習評価と授業改善の視点や、②単元における学習評価と単元計画

の改善の視点、③学習指導を単元や指導の改善に活用するＰＤＣＡサイクルについて、整

理し、考察した。 
①一つ一つの授業における学習評価と授業改善の視点 

 学習評価の観点には、分析的な評価の観点である「観点別学習評価の４観点」と、「内容

構成の視点」の２つがある。これは互いに対立するものではなく、前者を横軸、後者を縦

軸として立体的な学習評価を行うことで、より深く子供の学びや伸長を捉えることができ

る。通常教育の教育課程では、学年によって学習する内容が確固として決められているが、

知的障害教育においては、子供の年齢や障害の程度によって柔軟に構成する事ができるこ

とから、「観点別学習評価の４観点」と「内容構成の観点」の両者の関係について見ていく

ことは、より重要となっている。 
研究協力機関の実践についてみてみると、「キャリア発達段階・内容表」を内容構成の観

点として位置づけ、それぞれの内容について、観点別学習評価の４観点で分析的に評価を

行っていくという実践に取り組んでいる学校があった（愛媛大学教育学部附属特別支援学

校）。その一方で、校内の一部または校内全体で学習指導要領に基づいて指導内容表や単元

構成表を作成し活用するとともに、「観点別学習評価の４観点」を組み合わせて学習評価を

－ 132 －



行っている学校もあった（広島県立庄原特別支援学校）。 
また、子供の学習評価の観点について、独自の観点を設けている学校では、どのような

指導内容を扱うのかを示す「内容構成の観点」の要素と、「関心・意欲・態度」などの分析

的観点のうちの一部又は全てに該当する部分と、あるいはさらにキャリア発達に関連する

観点が混ざり合っていた学校も見られた（千葉県立特別支援学校流山高等学園、静岡県立

袋井特別支援学校、京都府立舞鶴支援学校、岩手大学教育学部附属特別支援学校）。 
または評価規準と評価基準については、観点別学習評価の４観点を学習評価において実

施している学校では、評価規準、評価基準の設定等の実践が進んでいる（福島県立いわき

養護学校、千葉県立八千代特別支援学校、広島県立庄原特別支援学校）。さらに広島県立庄

原特別支援学校では、学習指導略案の作成過程において、より詳細な学習目標や学習内容、

学習活動の組み立てを行っており、「目標の達成度（評価規準及び評価基準）」「目標の妥当

性」「支援の有効性」について評価している。このような綿密な学習評価と、指導内容表や

単元構成表によって指導する内容の一貫性を組み立てることの相乗効果により、教育課程

全体を見渡して子供の学習状況を把握でき、また学びもれをふせぐことができると考えら

れ、今後のさらなる検討が望まれる。 
 また、評価規準と評価基準の設定に関して、今回の研究協力機関の実践からも知的障害

教育ならではの留意点を指摘できる。一斉に同じ内容を同じスピードで学ぶ通常教育と違

い、知的障害教育では、集団での学習目標は共通してあるが、個々の学習目標のレベルで

は一人一人の発達状況や教育的ニーズに合わせてそれぞれ異なる（その時間のあるいはそ

の単元の）評価規準が立てられる。そのため、Ａさんにとっては第１時間目の評価規準が、

ゆっくり理解していくＢさんにとっては第３時間目の評価規準となることもある。ここで

混乱が生じるが、次のように整理すれば、矛盾は生じない。 
評価規準は学習の到達度、いわば「点」を示したもので、評価基準は学習の達成の状況

のレベルを質的または量的に段階的に示した「目盛り」である。その時々に焦点を当てる

学習の目標によって、評価規準になったり、評価基準になったりすることは矛盾すること

ではない。相対的なものと捉えればよいのである（名古屋, 私信, 2014, Oct. 22.）。この考

えによれば、個別の指導計画の長期目標と短期目標において、同じ文言の学習目標がある

ときは評価規準になったり、評価基準になったりすると、概念整理すると、学校現場にお

いても混乱を避けることができると考えられる。 
授業の評価については、全校で独自に授業づくりの観点を定め、それに基づいて授業実

践や子供の学習評価を行っている学校もあった。その授業づくりを評価する視点には、前

掲の「体系的な学習評価のＰＤＣＡサイクル概念図（図 3-2-1）」の「授業の評価」部分に

記した、「授業構成」「教師による支援」「授業目標の妥当性」といった教師側の手立てや支

援の内容にかかわるものと、授業でどのような指導内容を扱うのかを示す「内容構成の観

点」の要素と、子供の学習状況の評価に関わる「関心・意欲・態度」などの「分析的観点

のうちの一部に該当する部分とが混ざり合っていた。 
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 具体的な授業づくりを評価する視点には、次のようなものがあった。静岡県立袋井特別

支援学校では、全校で、授業づくり４つの視点「課題設定の工夫」「教材・教具の工夫」「環

境設定の工夫」「働き掛けの工夫」により授業評価をしている。ただし、各班（肢体、知的

小、中、高などの校内分掌の班）において、教育課程に関して独自の細項目を立てるなど、

児童生徒の実態に応じた独自性を若干持たせている。また、愛媛大学教育学部附属特別支

援学校では、①『単元・学習内容の工夫』②『学習環境・支援の工夫』③『評価の工夫』

という３つの授業改善の柱（視点）を設け、「キャリア発達を支援する」授業の在り方を検

討しているが、その際、③『評価の工夫』に関して、「関心・意欲・態度」・「思考・判断・

表現」「技能」「知識・理解」の４観点から児童生徒の目標・課題を分析的に捉え、評価を

行っている。授業改善の柱（視点）に沿って児童生徒が確実にその達成・解決を図ること

のできる過程を工夫することで、根拠・方策の明確な学習評価につなげようとしている。 
②単元における学習評価と単元計画の改善の視点 

 広島県立庄原特別支援学校では、単元計画作成の際、「単元構成表」を作成し、「単元で

つけたい力」とその単元の「学習指導要領での位置づけ」を明記し、関連付け、また、各

授業の学習指導略案による評価の積み重ねから、単元の評価、そして教育課程の評価へと

関連させて取り組んでいた。さらに、この学校では、毎回の評価を次回の授業改善に生か

し、更に単元毎に「主な内容」「授業形態」「時数」の観点から評価し、課題の洗い出しと

単元計画の改善策の検討を行うまでにつなげていていた。 
 一方、単元終了後に学校で独自に定められている授業づくりの４つの視点に沿って評価

し、次の単元の指導へつなげている学校もあった（静岡県立袋井特別支援学校）。 
また、授業構造図を単元ごとに作成し、各授業の評価と児童生徒の総括的な単元の評価

を記入するようにしている学校もあった（千葉県立八千代特別支援学校）。 
さらには、単元計画と学習評価を関連づけた実践もあった（福島県立いわき養護学校）。

思考図（フィッシュボーン図）を活用して教員チームで単元計画を練ることにより、「つけ

たい力」とその評価規準の明確化、さらに、計画づくりの段階から立案-改善が繰り返され

ていた。また、単元の指導計画に沿って集団の評価規準を設定し、それをもとに個別の評

価規準が設定されていた。この成果として、「どこの学習場面で」「何を評価するのか」が

明確になり、単元を通しての指導計画の再検討につながったこと、授業ごとに、しかも個

別に評価規準を設定したこと、また授業における評価基準を単元全体から見ると徐々にス

テップアップする評価基準として位置づけたことにより、客観的・具体的な評価ができ、

それが、児童生徒の実態や課題の見直しにつながり、次の単元では、より実態や課題に応

じた単元内容や活動の選択、手だてにつなげることができるという手応えを得たことが実

践校から報告された（福島県立いわき養護学校）。 
③ 学習指導を単元や指導の改善に活用するＰＤＣＡサイクル 
授業研究会を学習評価や、単元や指導の改善に活用するＰＤＣＡサイクルの中核として

機能させている学校が見られた（鹿児島大学教育学部附属特別支援学校、静岡県立袋井特
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別支援学校）。前述の福島県立いわき養護学校のように、授業構想の段階から、チーム検討

を行うことでＰＤＣＡサイクルをまわしていくという実践もあった。この実践から、指導

目標の設定時から目指す子供の姿やそれを見取る分析的な観点が明確であると、Ｐ段階（授

業構想段階）から改善を含めたＰＤＣＡサイクルが回っていた。 
④ まとめ 
指導と評価の一体化について以下のことを指摘できる。 
内容構成の視点と評価の観点を区別して捉えた上で、指導目標の妥当性について、指導

案段階から検討するサイクルによって、指導と評価の一体化がより進む。また、観点別評

価を活用すると、学習状況の到達度を分析的に捉えることができ、指導内容の改善・精選

が進むことが研究協力機関の実践より示唆された。 
（涌井 恵） 
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３ 学習評価を児童生徒への支援に活用する実践 
 
（１）学習評価を児童生徒への支援に活用する実践の概要 
学習評価とは、中央教育審議会（2010）の報告において「学校における教育活動に

関し、子どもたちの学習状況を評価するものである」とされている。その一方で、同

報告内の「学習評価の今後の方向性」の中で、「児童生徒にとって、学習評価は、自ら

の学習状況に気付き、その後の学習や発達・成長が促される契機となるべきものであ

ること」、「学習評価の結果を保護者に適切に伝えることは、学習評価に関する信頼を

高めるものであるとともに、家庭における学習を児童生徒に促す契機ともなる」こと、

「児童生徒が行う自己評価や相互評価は、児童生徒の学習活動であり、教師が行う評

価活動ではないが、児童生徒が自身のよい点や可能性について気付くことを通じ、主

体的に学ぶ意欲を高めること等学習の在り方を改善していくことに役立つことから、

積極的に取組んでいくことも重要である」ことを指摘している。以上のことは、児童

生徒に対する教育活動の一つとして、児童生徒に対して形成的な評価を行い児童生徒

の成長を促すこと、保護者と学習評価の結果を共有し家庭での学習を促すこと、児童

生徒による自己評価や相互評価を行い児童生徒自らの気付きを促すことなどが重要で

あることを示している。 
知的障害教育においても、上記のような学習評価を児童生徒の支援に活用すること

が重要であることに変わりはない。そのため、本節では研究協力機関における学習評

価を児童生徒への支援に活用する実践についてまとめた。「３．学習評価を児童生徒へ

の支援に活用する実践」に関する研究協力機関における特徴は以下の通りである。 
千葉県立特別支援学校流山高等学園の実践は、生徒の自己評価の精度を高め、自己

評価の結果から自らの次の目標につながることをねらい、学校で行っている評価の枠

組みである「自立へのステージアップ表」の観点を自己評価に取り入れる、生徒の自

己評価と教師の評価を擦り合せる機会をつくる等の取組を行っている。 
京都府立舞鶴支援学校の実践は、日常的に教師が児童生徒に対して形成的な評価を

提示する「ほめる仕掛け作り」、児童生徒が自己評価や相互評価を行いやすいようタブ

レットの活用や作業日誌の工夫等を行っている。 
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（２）京都府立舞鶴支援学校の実践 
①実践の内容 

ア ほめる仕掛け 
児童生徒は、自分の目標に向かって挑み、その成果が適切に評価され、頑張る姿を

ほめられることにより、自己肯定感を高めることができる。 
本校では、開校当初から、児童生徒の個性を引き出し輝かせることのできる芸術・

文化・スポーツ活動を推進し、児童生徒が自分の目標を立てて挑戦する場、さらに、

友だちや保護者、地域の方々に、一人一人の持つ力を認め評価してもらう場を積極的

に作ってきた。いわゆる「ほめる仕掛け作り」である。 
進級式の学習や各種の校内検定等をはじめ、学校生活の中で、また家庭と連携し、

積極的に「ほめる仕掛け」を作り、児童生徒の自己肯定感を高められるよう心がけて

いる。ほめる仕掛け作りのポイントとして、以下の２点が挙げられる。まず、取り組

み方として、スモールステップで、わかりやすい目標を設定すること、努力の仕方を

丁寧に教え、必要に応じて支援すること、努力や成果をわかりやすい形にすること、

評価を見える形にすることと整理した。一方で、ほめ方については、子どもの達成感

に寄り添ってほめること、取り組んでいることの価値がわかるようにほめることと整

理した。 
イ 振り返り 

本年度は、図 5-3-1 に示した振り返り事例カードを用いて、授業における振り返り

の事例を集めている。児童生徒による自己評価・相互評価を授業に入れることは定着

してきており、タブレットＰＣで撮影した学習活動の様子を振り返り時に見せるなど

の新しい形も、若手の教師を中心に広がっている。一方で、同じパターンが続いて児

童生徒が機械的に評価していたり、いつも授業の最後に設定していて時間切れになっ

たりすることもある。また、当然ながら、児童生徒の実態によって多様な振り返り方

がある。 
そこで、振り返りを「授業の中で達成できたことを児童生徒自身が確認し、自己肯

定感を高め、主体性を育む活動」と定義し、児童生徒の自己評価、友だちとの相互評

価、教師による評価、の３つの形に分類して実践を集約している。授業研究の「参観

者シート」にも、振り返りの方法について記入する欄があり、事後研で論議している。

年度末には実践事例集を作成する予定である。 
②実践事例 

ア ほめる仕掛けの実践事例：二分の一成人式 
小学部では平成 25 年度から、キャリア教育の一環として「二分の一成人式」を行っ

ている。小学部４年生の児童が、「できるようになったこと」「これからできるように

なりたいこと」などを発表し、これまで支えてくれた人たちと一緒に 10 年間の成長を

祝う。保護者だけでなく、出身幼稚園・保育園の先生方にも出席していただいたり、 
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振り返りシートを使った買い物学習の振り返り 
指導者による評価   自己評価   相互評価（友だち同士） 

 小学部 高等部  
（実際に使った教材の写真をここに記載

する） 
概要 
① 買い物したあと、振り返りシートを見

ながら、指導者と一緒に買った商品を

確認させる 
② 買うべきものが買えていたら、シート

の写真の所に○を記入していく 
③ 全員の買い物が終わったら、全員がで

きたことを伝え、拍手で賞賛する 

準備物 
振り返りシート 
ペン 

児童の様子 
・買い物したあとすぐに行うことで、児童は買うべきものが買えたか、自分でチェック

することができていた。 
・児童は振り返りシートを見ながら、買い物袋の中身を自分で確認することができてい

た 
 
 
メッセージを届けていただいたりしている。 

式の意味が十分理解できない児童もいるが、当日、胸にコサージュをつけてもらう

と「今日は僕が主役の日！」と言って、張り切って参加している。お世話になった人

に「頑張っているね」と声をかけられ、自分のことで喜んでもらえるのを見て嬉しそ

うにしている。ほめられ、自分が大切にされていることを感じて、自信や今後の展望

を持つ機会になっている。 
イ ほめる仕掛けの実践事例：マナー検定 

 小学部と中学部では、日常生活の指導や自立活動

を発展させ、あいさつ・身だしなみ・ルールやマナ

ーの遵守などの基本的な生活習慣の定着を図る取

組である、マナー検定を行っている。評価の期間（チ

ャレンジウィーク）を設定し、さらに意欲を引き出

して確かな力にすることをねらっている。個別の目

標と指導内容、チャレンジウィークの日程を決める

（計画：Ｐ）、日常生活の指導や自立活動の中で繰

り返して指導し、チャレンジウィーク中には、一人一つの目標に対して毎日チェック

を行い、合格すればカードにシールを貼り、ウィーク終了時に、教師と児童が一緒に

図 5-3-2 二分の一成人式 

図 5-3-1 振り返り事例カード 
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結果を確認し、後日校長から賞状を渡す（実施：Ｄ）、個別の指導計画で評価する。児

童の様子から指導内容や評価方法を検証する（評価：Ｃ）、次の学期の指導内容を検討

する（再検討：Ａ）といった流れで行っている。 
教師は、日常生活の指導等の中で丁寧に実態把握を行い、あと少しで定着が期待で

きる内容をチャレンジウィークの目標に設定している。子供たちは、特別な評価の期

間が設けられることや、毎日のシールとチャレンジウィーク後の賞状という二つの評

価によって、少し長い期間でも見通しを持って努力できたり、友だちの頑張る姿にも

関心を向けたりするようになっている。 
ある児童は、緊張する場面では防音用のイヤーマフが手放せないが、チャレンジウ

ィーク後の表彰では、イヤーマフを持たずに校長室へ行き、笑顔で賞状を受け取るこ

とができた。達成感や自信を持てる「ほめる仕掛け」が、いろいろな力を引き出すた

めの支援となっている。 

 
 

ウ ほめる仕掛けの実践事例：保護者と連携した生活技術の指導 
中学部では、日常生活の指導を発展させて、生活単元学習の中で広く生活技術を学

んでいる。「つけたい力」の中の「調理・洗濯・掃除などの生活技術の基本を身に付け、

家庭生活で生かす」の項目を具体化した単元で、学習後は保護者と連携して自宅での

実践につなげる。保護者と一緒にほめる仕掛けである。 
各家庭の家事のやり方を保護者から聞き取り、そのやり方で練習することもある。

お手伝いがしやすくなり、保護者もほめやすくなる。身近な人の役に立ち、感謝され

る経験を積むことで、人との関わりを豊かにするというねらいもある。 
家庭でのお手伝いの様子を聞き取り、日常生活の指導や自立活動でつけた力を生か

した内容を検討し、掃除、服たたみ、皿洗いなどの学習の指導計画を立てる（計画：

Ｐ）、「家の人から留守番とお手伝いを頼まれる→お手伝いをする→家の人に感謝され

一緒にお茶を飲む」などの設定で指導する（実施：Ｄ）、生徒の結果や手だての有効性

について評価する（評価：Ｃ）、連絡帳や懇談で、できるようになったことや有効な手

図 5-3-4 終了時の賞状 図 5-3-3 チャレンジカード 
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だてを家庭に伝え、お手伝いの機会を設定してもらい、長期休業中には宿題にし、そ

の結果について家庭での様子を聞き取り、次の指導内容を検討する（再検討：Ａ）と

いった流れで行っている。 
    

  
 

 
ある生徒は、洗濯機の使い方を学習した後、家庭で週末の洗濯担当となって家族か

ら喜ばれるようになった。そのような経験を積んで何事にも積極的になり、家族との

外出時に自発的に買い物に挑戦することができた。家庭と丁寧に連携して計画した指

導内容と、その評価によって、本校のめざす自立の力や主体性が育っていることが感

じられる事例である。 
エ 振り返りの実践事例：高等部の作業学習 

 職業自立コース（軽度知的障害）では、週 12 時間（６時間×２日）の作業学習を行

っている。どの分野でも作業日誌を活用し、自己評価をさせているが、ここでは、ポ

ートフォリオ評価の視点で、木工分野の例を挙げる。 
木工分野では、一日の作業の成果や振り返りを「見える化」し、生徒が作業に見通

しを持ち、意欲的に取り組めるようにしている。一連の指導の中には、前述の振り返

りの三つの形がすべて含まれている。 
生徒の自己評価の流れとして、年間目標に基づいて評価の計画を立てる（計画：Ｐ）、

日報、写真、日誌を用いて自己評価をさせ、１日の作業終了後にはすべてを各自のフ

ァイルに綴じる（実施：Ｄ）、生徒の目標や反省を記録し、学期末の評価に反映させる

（評価：Ｃ）、個に応じて日報や日誌の記入ポイントを変えるなど、評価の方法を再検

討する（再検討：Ａ）といった流れで行っている。日報（図 5-3-7 参照）は一日の製

作数や時間配分等についての計画・進捗状況・結果などを記したメモであり、作業効

率から自分の課題を考えたり、途中で製作目標を修正したりする。写真（図 5-3-8 参

照）は一日の製作物を撮影し（失敗や途中のものも含む）、次回の作業開始時にも見て、

注意点を思い出したり、目標を立てたりする。日誌では、あいさつや身だしなみなど

の点検、目標設定と振り返りを行う終了時のミーティングの内容もふまえて、帰宅後

に自己評価を記入する。  

図 5-3-5 食器洗い 図 5-3-6 シャツたたみ 
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生徒は、自分の頑張りや、製作目標を達成できなかったときの原因の分析、次回の

目標などを終了時のミーティングで発表し、日誌にも記入する。６時間分の振り返り

になるので、途中経過を記録した日報が役立つ。 

図 5-3-7 日報 

図 5-3-8 製作物の写真 
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生徒は、同じ分野の作業に１年間取り組むので、分厚いファイルを見返すことで、

長期的な成長を実感することができる。参観者に、自分のファイルを誇らしげに見せ

る生徒もいる。 
また、生徒による相互評価として、生徒は、作業の区切りには、進捗状況を全体に

報告し、黒板にも記入する（図 5-3-9 参照）。チームで仕事をしているという意識や責

任感を持たせるためである。終了時には、全体の製作物を並べて評価し合ったり、次

の作業内容を一緒に確認したりしている。友だちから「切り口がきれい」とほめられ

たり、効率的な作業の工夫を教え合ったりすることもあり、より高い目標を立てる意

欲につながっている。 
 教師は、製作物について１点ごとに生徒から報告を受けて評価を行い、時間の使い

方や協力体制なども随時指導する。日報と日誌の記入や活用も評価の対象であり、内

容が不十分であれば再提出を求める。その中で、正しく自己評価できているかどうか

についても分析し、指導・助言を行う。作業の様子の観察に加えて、日報と日誌を通

して生徒の理解を確認し、次の支援につなげている。 
個別の指導計画では、「検品して気づいたことを、次の製作目標に挙げて取り組むこ

とができる」などの項目で評価している。  
作業学習は、「働く意欲や態度を培い、将来の職業生活や社会自立に必要な事柄を総 

  
図 5-3-9 作業中の黒板 
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合的に学習するもの（学習指導要領解説）」であり、長期的な視点での評価が適してい

る部分が多い。短期的な評価を充実させるためには、学習状況を丁寧に把握し分析す

ることが重要となる。振り返りを大切にした「見える化」は、評価の妥当性を高める

ために役立っている。 

  ③まとめ 
「ほめる仕掛け」を意識した学習では、ほめる場面や内容を想定して指導計画や授

業計画を立てており、評価規準と基準が明確で、指導内容も精選されている。児童生

徒は、何をどこまで頑張ればよいのかがわかるので、意欲的に活動に取り組むことが

できる。今後も、どの学習においても、児童生徒にわかりやすい目標を設定し、一緒

に成果を確認して評価を行うということを大切にしたい。 
振り返りについて、高等部では、卒業後の生きる力につなげたいというねらいもあ

る。高等部の「つけたい力」の中に「自分の特性（障害や長所・短所）を理解し、進

路について考える」という項目があり、主体的に生きるための力として、自己理解を

挙げている。また、作業学習においては、自分の作業の成果や課題を知ることは仕事の

責任の一つであると生徒に意識させている。 
学習における自己評価は、学習意欲の向上に役立つだけでなく、自己理解の力を伸

ばすことにもつながる。そして、確かな自己理解は、困難に直面しても適切な対処や

努力で乗り越えようとする強さにつながると考える。さらに、社会常識や他者との関わ

りを意識した行動の力をつけるためには、周囲からの評価を受け入れる力も大切であり、

友だちや教師からの評価の活用についても一層工夫していきたい。 
今回の研究を通して、学習評価には様々な側面と意義があることを再認識できた。今後

も、学校全体で学習評価に関する研修を行い、ＰＤＣＡサイクルを整えて教育課程の改善

を進めていきたい。 
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（３）千葉県立特別支援学校流山高等学園の実践 
①専門教科（園芸コース）の評価改善のねらい 

本校では午前中の３時間（9:00～12:00）が専門教科の時間となっている。実習の評価は

終わりの会の中で、各グループの反省と個人の反省（自己評価）という形で行ってきたが、

日々の反省が次時の活動に生かされないということが多く見られた。そこで園芸コースで

は評価の方法を改善し、より効果的な評価の活用ができるよう、「自己評価の基準を明確に

し、授業のねらいに即した、的確で精度の高い自己評価ができるようにする」、「教師によ

る客観的な評価も取り入れ、生徒の自己評価とのすり合わせを行い、次時の目標の中に担

当教師の思いや願いも反映できるようにする」、「日々の実習の評価を保護者にも知らせ、

現段階での到達度や今後の課題、及び今後の具体的な目標等を理解してもらい、家庭から

の支援も行ってもらえるようにする」といった点について検討してきた。 
②専門教科（園芸コース）の評価改善の方法 

評価は、実習の中で最も重要な活動であり、それによって生徒の成長や発達が促せるも

のであると言っても過言ではない。しかし、評価を意識するあまり、評価するための実習

となったり、評価にばかり時間を費やしてしまうことになったりしないように注意しなけ

ればならない。 
そこで園芸コースでは、実習日誌が以下に示す観点及びその規準に沿っており、校内で

統一された評価基準が反映されるものになることを目指して、「実習時間内に短時間で評価

することができ、生徒の自己評価と教師による評価のすり合わせができるもの」、「評価し

たものを保護者にも通知し、保護者と一体となって、個々の生徒の指導や支援につなげて

いけるもの」となるよう改善した。また、評価の観点が生徒に分かりやすいものになるよ

う、学校全体として統一されている五つの評価の観点をもとにして、各観点の中から園芸

コースとして重要とされる要素を抜き出し、わかりやすい言葉に置き換えた。また、生徒

が短時間で自己評価が記入できるものとした。表 5-3-1 に改善した観点を示した。 
③具体的な手段と評価の流れ 

改善した実習日誌をもとに、実習の反省・評価の時間の中で、生徒の自己評価と教師に

よる評価のすり合わせを行う（個別面談）時間を設定した。また、保護者の理解と協力を

得るため、４月当初の保護者会で実習日誌の見本と評価基準表を配布し、評価の方法や見

方について説明した。さらに、週に１度のコメントの記入のお願いや、家庭における指導・

支援も依頼した。毎日の評価の流れと１週間ごとの流れ（スパイラル）を図 5-3-10 に示し

た。また、実習日誌の書き込み例を図 5-3-11 に示した。 
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表 5-3-1 実習日誌の観点と学校の観点の対照 

学校で統一された観点 園芸コースの観点（実習日誌用） 

○「コミュニケーション能力」（あいさつ）  

（返事・礼儀・言葉遣い）（意思表示・反省） 

（報告・協調性）（相談・確認） 

○あいさつ，返事，「ほう・れん・そう」がし

っかりできたか 

 

○「体力」（集中力）（持続力）（忍耐力）（基礎体力） ○作業内容を理解し，ていねい，確実，ねば

り強く作業できたか 

○「生活力」（積極性）（みだしなみ）（約束・きまり）

（役割）（協力・共同作業） 

○自分の役割を理解し，友だちと協力して作

業できたか 

○「知識・技能」（材料道具の整理整頓）（指示の理

解）（効率性・生産性）（材料道具の扱い） 

（スピード）（工程の理解）（材料道具の理解） 

○道具をきちんと扱い，効率よく（速く）作

業できたか 

 

○「問題解決力・実践力」（材料・道具の準備）（後

片付け）（掃除）（製品・収穫物の取り扱い） （製

品・収穫物の良否）（安全・危機管理） 

○準備や片付けが，きちんとできたか 

 

 
 

 

 
     次時の目標  

                   
     反省・まとめ  

              
＜自己評価＞すり合わせ＜教師の評価＞ 

           
今日の実習  

■毎日のまとめと評価     

           

    就職・生きる力     

次週の実習        

成長・発達 

     ＜保護者への通知＞ 

      ＜家庭での支援＞ 

     ＜日々の自己評価＞ 

＜教師の評価＞ 
        今週の実習  

◆１週間のまとめと評価（含：保護者） 

 

図 5-3-10 自己評価・教師による評価・保護者の評価に関する 1 週間の流れ 
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図 5-3-11 実習日誌の書き込み例 

金曜日用には、保護者か 
らのコメントが入ります。 

自己評価と先生の

評価が並んで記入

されます。 

反省・評価の時間の中で、

評価のすり合わせを行っ

ているところ。 
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※評価において、Ａは「自分から進んで行うことができた」、Ｂは「教師から促されて

行うことができた」、Ｃは「行うことができなかった」を示している。生徒による自己

評価と、教師による評価を並べて記入するようにした。金曜日の日誌には、土日に保護

者が日誌の内容に対してコメントを記入するようにした。 
  

④成果と課題 

わかりやすい評価の観点と表現により、生徒たちはしっかりと自分を見つめ、授業の自

己評価を行うようになってきた。また、保護者の負担が増えることが懸念されたが、かえ

って実習中の子供の様子がわかるということで好評を得ている。教師達からも、毎日個別

の対話ができるので、指導・支援のやりやすさだけではなく、生徒との人間関係がつくれ

ることが大きいと言われるようになった。 
成果としてまず、実習時間内に短時間で書き込むことができ、個別の指導・支援がしや

すくなったこと、教師による評価と生徒の自己評価の差異が一目でわかり、生徒たちが客

観的な評価を認識し、実習のねらいや目標を以前より意識するようになったことが挙げら

れる。また、保護者が日々の子どもの様子を理解しやすくなり、家庭での支援をはじめ、

保護者の協力が得やすくなった。さらに、評価を蓄積することにより、各生徒のスキルの

習得度を再確認したり、成長・発達の様子を振り返ったりできるようになったことと、教

員同士の評価基準のとらえ方が確認でき、評価の精度も高くなってきたことが挙げられる。 
一方で課題としては、保護者の中にはコメントを書くことが苦手な方もおり、負担にな

らないような対処を考えていく必要があること、評価段階が３段階では付けづらいという

声が、生徒だけでなく教員からも聞こえてきており改善の必要があることが挙げられる。                                                           
今回の評価の改善は専門実習の中では一部のものであるが、わずかな改善で生徒、教師、

保護者の意識は大きく変わってきた。今後も現状をしっかりと見つめ、よりよい改善を目

指し、生徒の新たな成長や発達を促しながら，将来の「就職」や「生きる力」につなげて

いきたいと考えている。同一の評価基準による実習日誌での教師評価ではＣの評価の生徒

はいつまでたってもＣの場合が出てきてしまう。個々の評価基準が必要である。 
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（４）研究協力機関の実践のまとめと考察 
本節では、中央教育審議会（2010）の報告において指摘された、児童生徒に対して

形成的な評価を行い児童生徒の成長を促すこと、保護者と学習評価の結果を共有し家

庭での学習を促すこと、児童生徒による自己評価や相互評価を行い児童生徒自らの気

付きを促すこと等といった、学習評価を児童生徒への支援に活用する実践について示

した。 
児童生徒が行う自己評価とは、児童生徒が自分自身の現状やある教育活動の成果や

結果を評価することであり、児童生徒が教員など他者の指示などでのみコントロール

されることなく、児童生徒自身で評価した行動を改善させることにつながるなどの意

義が指摘されている（マーガレット，2005）。一方、児童生徒が行う相互評価とは、児

童生徒がお互いの学びの成果や結果を評価し伝えることであり、児童生徒の主体性や、

児童生徒同士の人間関係の形成を育むなどの意義が指摘されている（藤原，2011）。 
知的障害教育においても、児童生徒が行う自己評価や相互評価は多くの実践がなさ

れており、例えば児童生徒が自らの現状を評価して自らの長所や短所を理解する（東

京都立青峰学園，2012）、接客やマナーなど目で見てわかりにくい対人スキルを学ぶ授

業の振り返りに活用する（山田，2007）、生活単元学習の集団学習において視覚的手が

かりを活用して児童生徒が互いに評価を伝え合う（静岡大学附属特別支援学校，2013）
等といった実践が報告されている。知的障害教育において自己評価や相互評価を有効

に行うためには、評価結果の示し方や評価方法の手順を明確にするといった工夫をす

ることで、個々の児童生徒が自己評価を行いやすく、さらにその結果を理解しやすく

すること、児童生徒による自己評価や相互評価の結果を教師による評価の結果と擦り

合わせて、児童生徒が自己評価や相互評価から自己の気付きにつながるよう教師が促

すこと、日々の教育活動内で日常的に児童生徒が自己評価や相互評価をすること、教

師による形成的な評価を受けるようにするといったことが挙げられる。 
千葉県立特別支援学校流山高等学園では、専門教科の時間において作業日誌を用い

て生徒が自己評価を行っていた。生徒による自己評価の正確性を高め、自己評価の結

果からその生徒の次の目標につなげるために、「自立へのステージアップ表」における

観点を生徒が理解しやすいように表現を簡略化し、自己評価の観点と「自立へのステ

ージアップ表」の観点を統一した。また、生徒の自己評価と教師による評価を併記す

るようにして、生徒の自己評価と教師の評価結果を毎時間擦り合せて、自己評価の正

確性を高めるとともに、生徒の次の目標への気付きを促すようにしていた。さらに、

自己評価の観点を保護者とも共有し、生徒の自己評価の結果を毎週保護者と共有し、

保護者からも生徒の自己評価に対してコメントをしてもらうようにした。 
 一方で、京都府立舞鶴支援学校では、「ほめる仕掛け作り」により、児童生徒に適切

行動が何かを明確に伝え、児童生徒の自己肯定感が高まることをねらっている。具体

的には、小学部の「二分の一成人式」や小中学部の「マナー検定」や、中学部の生活
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単元学習における家庭と連携した生活技術の指導等があった。さらに、児童生徒によ

る自己評価・相互評価をタブレットや作業日誌を活用して行い、児童生徒の学習意欲

の向上や、次の目標への気付きを促していた。児童生徒による自己評価・相互評価で

は、併せて教師による評価も行い、自己評価・相互評価の結果の精度を高めるととも

に、児童生徒が次の目標や注意点に気付くことを促していた。 
 以上の研究協力機関の実践から、学習評価を児童生徒への支援に活用する実践とし

て、児童生徒による自己評価・相互評価、教師によるほめる仕掛け作りが挙げられた。

このような実践を行うことで、児童生徒の自己肯定感が高まるとともに、児童生徒が

自らの次の課題に気付くことを促せることが示された。そのような成果を出すための

工夫として、評価の規準・基準を児童生徒に対して明確化すること、児童生徒による

自己評価・相互評価の結果を教師の評価と擦り合せて気付きを促すこと、作業日誌の

書式やタブレットの利用などツールの工夫が挙げられた。 
（神山努） 
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４ 組織的・体系的な学習評価を促す実践 

 

（１）組織的・体系的な学習評価を促す実践の概要 

 本研究でテーマとして掲げている「組織的な学習評価」とは、組織を構成する教職

員が共通の目的のもとに、一定のルールや方法に基づいて、情報交換・意見交換を行

い、組織の総意として学習状況の分析結果を示し、その結果の価値判断を行うことを

意味している。また、「体系的な学習評価」とは、系統性や整合性のある教育目標・育

てたい子ども像等に基づいて実施された、それぞれの学年・学部等の段階、或いは、

各教科等の授業・単元・１年間の総括の段階において、教育の成果を一定の方法に即

して評価し、その結果をより高次の目標との関係の中に位置付け、価値付けていく総

合的な営みを意味している。  
 上記を踏まえながら研究協力機関の組織的・体系的な学習評価の取組を概観すると、

広島県立庄原特別支援学校では、一つ一つの授業を丁寧に振り返りながら学習状況の

評価を積み重ね、単元計画や年間指導計画の改善へと連動させていた。また、学校教

育目標が具現化されているかについて教育課程検討会議が中心となり、学校の教育課

程全体を俯瞰したカリキュラム・マネジメントが行われていた。  
次に千葉県立八千代特別支援学校においては、学校経営方針の中に校務分掌上の役

割・機能が明示され、学習指導部や研究部、教務部等がどのように学習指導のＰＤＣ

Ａサイクルに関わるのかを学校経営システムとして検討した上で学習評価や教育課程

の改善に取り組んでいた。  
「組織的・体系的な研究推進のための検討委員会」を立ち上げた愛媛大学教育学部

附属特別支援学校においては、これまでの研究成果を総括しつつ、新たな課題として

学習評価に取り組む際の理論的枠組みを整理し、その上で、学校組織全体で授業改善

を中心とした研究活動の推進を図り、年間指導計画の改善等とも関連付けていた。  
静岡県立袋井特別支援学校では、授業づくりや単元づくり等に関わって様々な書式

を工夫し、その中で学習評価を積み重ね、授業から単元、単元から年間指導計画へと

体系的な改善の流れを形作っていた。また、研修課による学習評価や授業改善に関わ

る情報発信が行われ、組織的な営みとなるような工夫が実施されていた。  
最後に鹿児島大学教育学部附属特別支援学校では、同校独自の授業研究の手法を確

立し、この中に学習評価を位置づけ、授業の改善のみならず様々な指導計画の改善と

結び付けて組織的な取組を進めていた。  
いずれの学校においても自校の学校経営上の課題や研究推進上の課題を踏まえ、独

自の強みや特徴を生かし、工夫を凝らした学習評価等の取組が行われていた。  
次項では、組織的・体系的な学習評価の推進や教育課程改善に関わる様々な要因を

検討・工夫・改善して取り組んでいる各研究協力機関の実践について詳しく述べる。  
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（２）広島県立庄原特別支援学校の実践 

１)はじめに 

本校では、学校経営計画ビジョンの実現に向けて、学習指導略案と単元計画を活用

し、「毎時間の授業において、児童生徒及び指導者の評価を積み重ねることで、教育課

程を改善することができる。」という基本的な考え方のもと、取組を積み重ねている。

そして、学習指導略案及び単元計画の様式を、授業改善及び教育課程研究の基礎資料

となるように順次改訂しており、ＰＤＣＡサイクルに基づき、組織的・体系的に学習

評価についての研究を行っている。 

２)学習指導略案による学習評価 

  今年度は、研究テーマを「主体的活動を促す授業づくり③～目標設定と評価の在り

方に係る研究を通して～」とし、平成 24 年度より三年間継続して授業改善に係る研究

に取り組んでいる。本校の研究の特色は、学習指導略案（図 5-4-1）を活用して授業の

在り方や指導方法、内容を評価することであり、毎時間、授業を振り返り、評価を行

うことが定着してきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4-1 平成 26 年度学習指導略案様式 

 

 

 

授業形態

　　

　　 　 　 　 　

　　 　 　 　 　

　　 　 　 　 　

個
々
の

Ａ
・○○○○○○○○○○○○（教科名○段階○）

・○○○○○○○○○○○○（教科名○段階○）

Ｂ

・○○○○○○○○○○○○（教科名） ☆

評

価

教科等

・○○○○○○○○○○○○（教科名○段階○）

・○○○○○○○○○○○○（教科名○段階○）

○○○○○○○○○○○○（教科名○段階○）

単元・題材名 第　　／　 　時

本時の目標
（学習集団）

指導略案

日時・場所
平成○年○月○日（○)　○校時　○時○分～
○時○分
場所（             ）

指導者
職氏名

Ｔ１：教諭　○○　○○
Ｔ２：教諭　○○　○○

目

標

設

定

○

手

立

て
・○○○○○○○○○○○○（教科名）

学部学年等 ○○部　第○学年　○名

関 思 技 知

過程
時間

配分

導入 〇分

学習活動 指導上の留意点

前回からの
改善点

　　具体目標に対し，授業後「評価」の欄に記入し，目標設定の評価の欄にも記入する。

　　☆評価：Ａ　達成できた，Ｂ　ほぼ達成できた，Ｃ　一部達成できた，Ｄ　達成できなかった

　　目標設定：Ａ　目標は適当だった，Ｂ　目標が低すぎた，Ｃ　目標が高すぎた，Ｄ　目標が適切でなかった

　　○支援の手立て：Ａ　有効であった，Ｂ　ほぼ有効であった，Ｃ　一部有効だった，Ｄ　適切でなかった

　　 　 　

　 　

             

　 　
　 　

　 　

反省・気付き等（手立てを振り返り，次時への改善点を記入する。）

まとめ 〇分

　　

　　 　 　 　 　

　　 　 　 　 　

　　 　 　 　 　

　　 　 　

　 　

             

　 　
　 　

　 　

１  

２  
３  

４  

－ 151 －



  本校の学習指導略案の特徴は、以下の五点である。 

⑴   本時の目標（図 5-4-1、①の項目） 

本時の最も重要な場面（授業の山場）に焦点を当て、 学習集団の目標を記入する。

特別支援学校（知的障害）の各教科の指導内容がどのように含まれているかも記入

する。 

⑵   個々の評価規準（図 5-4-1、②の項目） 

個々の児童生徒の評価規準を記入する欄を設けている。本時の目標と同様、含ま

れる教科を記入する。また、本時の目標欄に記入した教科名と揃えるようにし、各

教科の特別支援学校学習指導要領のどの段階にあたるのかも記入する。 

⑶   観点の評価（図 5-4-1、③の項目） 

それぞれの評価規準が「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・

理解」のどの観点にあたるか○を付ける。一つの単元で、すべての観点を網羅でき

るよう、授業において指導と評価の一体化を図るよう計画する。 

⑷   評価欄（図 5-4-1、④の項目） 

授業者は毎時間、授業後に学習指導略案の評価欄に、「目標の達成度」「目標の妥

当性」「支援の有効性」について自らの授業をＡ～Ｄでの４段階で評価する。授業者

が記入した評価について、全校の６月分と 10 月分の授業の一部について集約、比較

し、目標の達成度が上がったかどうかを検証する。 

⑸   反省・気付き等、前回からの改善点（図 5-4-1、⑤⑥の項目） 

「反省・気付き等」の欄には、なぜ目標が達成されたのか、されなかったのか、何

が効果的だったのか等、手立てに焦点を絞って振り返り、次時への改善点を記入す

る。この欄に記入したことは、次時の学習指導略案の「前回からの改善点」の欄に

記入する際、参考にすることができる。 

 

  本校では、このような授業の自己評価を積み重ね、一つの単元が終わると単元の評

価を行う。また、個々の児童生徒の変容や学習状況、学びの様子等も合わせて記入し

指導の方法、内容について自己評価も行い、個別の指導計画にもつなげている。 

このように学習指導略案を活用し、図 5-4-4 のようなＰＤＣＡサイクルが繰り返し

行われることが定着してきている。これを毎時間繰り返すことで、授業の構想力や指

導力が上がっていくと考える。 

さらには、組織的な取組として、授業力を高めるために学部を超えて授業者同士が

お互いの授業を参観し合う、参観授業を実施している。年三回「授業を見に行こう月

間」を設定し、小学部、中学部、高等部の各学部の授業を一度ずつは参観するように

している。参観時には「授業参観シート」（図 5-4-2）を持参し、授業の中で見られた

児童生徒の主体的な姿や気付き、改善点等を記入し、授業者に返却する。授業者はシ

ートに書かれた意見を参考に取り入れることを明確にし、参観者は授業のよかった点
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を自らの授業づくりに生かしていくことができる。 

今後も、このようなＰＤＣＡサイクルを確実に回しながら、指導者全員で授業改善

に取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4-2 授業参観シート 

 

３)単元計画による単元の評価 

本校では、単元計画を作成する前段階に「単元構成表」を作成している。つまり、

二段構えでの「単元づくり」を行っていると言える。「単元構成表」の特徴としては、 

⑴   学校経営計画の育てたい子供像を反映している 

本校では、学校経営計画に掲げる「育てたい子供像」から、各学部が掲げる「目

指す子供像」を設定し、学習指導要領における各教科等の目標を達成させるために

必要な具体的な力として、「つけたい力」を位置付けている。そして、「つけたい力」

から、各教科等の目標を基に、指導形態別に目標を設定し、さらにそれを基に、単

元の構成、内容の項目、目標、授業時数の設定をしている。 

⑵   学習指導要領における指導すべき内容を網羅している 

以前は、単元計画の中で、学習指導要領における各教科等の指導すべき内容がす

べて網羅できているか、確認することが難しかった。しかし、単元構成表作成後は、

学習指導要領における各教科の指導すべき内容を把握することができ、単元構成表

に基づいて授業を実施すれば、各教科の内容を網羅できる仕組みになっている。 

⑶   小学部、中学部、高等部の 12 年間を見据え、内容を系統的に配列している 

以前は、学習評価の際には各学部がそれぞれの裁量で内容を考えていたが、内容

 

授業参観シート 部   先生へ  

☆  ひ と こ と 感 想  

☆  

児童生徒の主体的な

 

 

 

こ こ が よ か っ た で

【方法について】  【内容について】  

こうしたら、もっとよくなると思います！！  
私なら、こうします！！  

【内容について】  

 

【方法について】  

 

平成   年   月   日

（   ）  
           

（   ）校時  
 

     
より  

 

記入後は教育研究部に提出をお願いします。 
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に重複する部分があること、下学年の方が難しい内容に取り組むことが出てくるこ

と等、学校全体としての課題があった。そこで、小学部から高等部までの段階を意

識することで、学部（学年）ごとに内容を考えるのではなく、学校として系統的な

内容になるように単元を構成している。  

 

それをもとに、「単元計画」（図 5-4-3）を作成している。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-4-3 単元計画様式 

7

2

6

2

年間授業時数

理科

含まれる

教科等

国語

社会

数学

生活単元学習

①簡単な買い物をして金銭の取り扱いに慣れる。

②社会生活に必要ないろいろなきまりがあることを知り，それらを守る。

⑤日常生活に関係の深い施設や公共物などの働きがわかり，利用する。

⑧金銭や時計・暦などの使い方に慣れる。

生活上の課題処理や問題解決のための一連の目的活動を組織的に経験することによって，自立的な生活
に必要な事柄を実際的・総合的に学習する。

A：国語☆☆☆☆，B：数学☆☆☆☆，C：音楽☆☆☆☆，D：ことばでひらく絵のせかいはじめてであう
美術館，E：改訂新版体験を広げるこどもずかん９　からだとけんこう，F：いちばんわかりやすい小学
生のための学習世界地図帳，G:ふしぎをためすかがく図鑑しぜんあそび，H：ひとりでできるもん！５
すてきなおかし作り，I：あかね書房の学習えほんえいごえほんぞうさんのピクニック

単元時数

音楽 2

4

学習指導要領での

位置づけ

1

2,3

1,4

2

1

1

9

特別活動

③時数 ④具体的な指導内容

・マナー等を守り乗車することができる。
・運賃の支払いができる。

⑤児童・生徒氏名

・写真や具体物等の視覚支援
を行う。
・お金の模型等を使い，練習
を繰り返し，見通しをもたせ
る。

　　主な内容 　授業形態

マナー・運賃・運行ルート

日程・準備物

乗車体験

振り返り

1

2

⑧児童・生徒の変容⑥目標

3

庄原　太郎

オリエンテーション

乗車体験

事後学習

時期 ②授業形態①主な内容

学級

学級

学級

年間指導目標

使用教科書

6

・体験や経験を通して，新しい知識や技能を獲得する力

・やってみたいこと，知りたいことにチャレンジする力

・新しいことに興味・関心をもち，取り組む力

職業・家庭

A，B，C，D，F，I単元の使用教科書

外国語

美術

保健体育

⑦支　援・配　慮

道徳

10

245

私たちの住む町（交通）

教育課程学年 第2学年

自立活動

具体的な練習をしていなかった
ため，当日とまどった。 なし

項目

単一障害 指導形態

単元名

単元目標

単元でつけたい力

学部 中学部

目標に対する達成
度(A,B,C,D)

4

改　善　策
乗車体験の練習時間が必要であ
る。

評　価

課　題

B　シュミレーションを行い，活動の見通しを持たせることで効果的な指導が出来ると考える。

なし

　　　　　　　　　　　不適 　　　　　　　　　 適

・乗車する際に，挨拶をして
乗ることができた。
・財布から必要な金額を出す
ことは出来たが，時間は掛
かったので，支援が必要であ
る。

乗車体験学習は６時間から４
時間に減らし，乗車体験の練
習時間を２時間設ける。

　　　　　　　　　　 不適

乗車体験学習が多かった。

　　時数

新入生は④の
み記入済。また，
現在，児童・生
徒の在籍のない
学年も，④のみ
記入済。

・個別の目標に対する

支援や配慮事項。
・個別の指導計画の支
援・配慮に生かす。

個別の目標。
・「～できる」という表現にする。
・上欄の「単元目標」「単元でつけたい力」
「内容」との関連を図った目標を記
入。

・個別の指導計画の目標に生かす。

在校生は今年３月，④⑤⑥⑦まで，
記入済。
新入生は，④のみ記入済により，入
学後，⑤⑥⑦を記入。

⑥目標，⑦支援・配慮につ
いては，新入生・在校生とも
に，新年度に新担任にて「加
筆」

「適」または「不適」を記
入

この単元に対する「評価」「課題」「改善策」

A：十分に達成できた B：ほぼ達成できた
C：あまり達成できなかった D：全く達成できなかった

①に対して ②に対して ③に対して

指導者として行ったこの単元の⑥，⑦，⑧に対する達成度の評価・コメント

①②③は昨年１２月記入済

「適」または「不適」を記
入

「適」または「不適」を記
入

課題がある場合，それぞれに対する代案を具体的に記入。

・単元が終了ごとにすべて記入。
・用紙が２枚になっても良い。
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「単元計画」の特徴としては、 

⑴   使用教科書、単元でつけたい力、含まれる教科等を記入する 

本校は、知的障害特別支援学校であるため、指導形態として、各教科等を合わせ

た指導を多く取り入れている。単元計画の中に含まれる各教科等における指導すべ

き内容を記入することで、学習指導要領の内容を網羅できるようにしている。これ

は単元構成表と同様の趣旨である。 

⑵   児童生徒の、個々の目標、支援、配慮を記入する 

個別の指導計画における目標設定や支援を考える際に、単元計画の記述を転記し

たり、参考にしたりするためである。作成上の留意事項として、児童生徒の個々の

目標や支援等について、前年度中に旧担任が、次年度の前期分を記入することで、

より実態に応じた目標や支援が記入できるようにしている。当然、新担任は必要に

応じて、新学期以降に内容や支援等を、加筆修正できるようにしている。 

⑶   単元の評価欄を設けている 

本校の単元の評価欄は、教育課程の評価と連動した項目になっており、単元の主

な内容、授業形態、授業時数について、評価、課題、改善策を記入し、さらに目標

に対する達成度をＡ～Ｄの４段階で記入する様式になっている。 

一つの単元が終わると、単元計画の評価を行い、単元ごとに繰り返し評価して、

データを蓄積することで、各教科等への振り分けや単元の構成、項目、目標、授業

時数について、反省点や課題を明確にし、次年度の教育課程を検討する際の重要な

データとなるようにＰＤＣＡサイクルを踏まえた様式となっている。 

また、単元の評価は、教育課程の評価だけでなく、次の単元づくりにも生かし、

授業改善を進めていくこともできるようになっている。 

 

４)教育課程の評価 

本校では、教育課程を研究するために、教育課程検討会議を、校長の諮問機関とし

て立ち上げている。これは、管理職（校長、教頭、各学部主事）、各学部の教務主任と

教育課程編成に向けて中心的に検討できるメンバーで構成している。  
本会議の役割は、以下の二点である。  

⑴   教育課程の現状を分析し、課題を解決する 

本校では以前は、年間指導計画、単元計画、学習指導略案について、学習指導要

領における指導すべき内容を網羅できていないことや、各教科等を合わせた指導の

中で、各教科等の目標や内容が明確に含まれないまま、授業が展開されていること

等の課題があった。教育課程検討会議では、そのような課題に対して、メンバーが

現状を分析し、課題を解決する方策を検討している。  
⑵  全教職員に単元の評価と教育課程編成に係るアンケートを実施し、課題を解決す

る 
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  本校では、単元の評価と、教育課程編成に係るアンケートを実施し、教職員全員

が、教育課程の改善に関わることができるシステムになっている。  
  教育課程編成に係るアンケートでは、「育てたい子供像」の実現に向けて、児童生

徒に力がついてきているのかという視点で、目標に対する児童生徒の変容について、

全教職員が記入している。アンケートは、①単元計画の単元構成について（順序、

内容など）、②単元計画の各単元の時間配分について、③単元計画の様式について、

④日課について、⑤目標の達成ができなかった単元について、⑥個々の単元につい

て（要・不要なども含め）、⑦その他自由記述の七つの観点で示している。  
  本アンケートは、些細な内容や率直な意見、課題に対しての積極的な改善策を記

入できるように配慮している。また、意見に対して、教育課程検討会議のメンバー

が、質問等をする場合を想定して、記名式のアンケートとしている。  
以上のように、単元の評価と、教育課程編成に係るアンケートを基に、課題を解

決するシステムになっているが、教育課程を改善する際には、系統性を考慮するこ

とや、児童生徒にとって何が必要であるか留意しながら、検討を行っている。そし

て、検討されたことを基に、単元構成表等の教育課程の骨格となるものが作成され

る。 

５)まとめ 

  本校では、学校経営計画における「育てたい子供像」の実現のために、学習指導

略案と、単元計画を活用することで、全教職員が組織的・体系的に学習評価に取り

組めるシステムを作ってきた。日々の学習指導略案の評価の積み重ねが単元計画の

評価につながり、単元計画の評価が教育課程の評価につながり、教育課程を評価す

ることが、毎時間の授業の評価につながっている。また、それぞれの過程において、

一時間の授業、一つの単元においてもＰＤＣＡサイクルが機能している（図 5-4-4）。  
今後は、より「育てたい子供像」及び学習指導要領に基づいた教育課程の編成に

ついて理解を浸透させることや、ＰＤＣＡサイクルに則った授業改善と教育課程の

評価、改善に継続して取り組み、「育てたい子供像」の実現に向けて、児童生徒の指

導を深め進化させていくことを課題とし、組織的・体系的な学習評価を促す実践に

取り組んでいきたい。  
 

 
 
 
 
 
 
 

－ 156 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・各子どもの目標  
・配慮事項 など  

個別の指導

 

Ｐ 

子どもを目の前にして
単元計画を加筆 

個の目標を加筆した 
単元計画 

ｐ 

単元の評価 指導の評価 

・単元の目標 
・時数等 

・子どもの目標 
・つけたい力、単元の目標
に対する変容等 

個別の指導計画 

教育課程の評価へ 

C 

・教科等への振分け 
・単元構成、項目 
・単元の目標 ・単元の時数 

指導略案 

日々の 
学習評価 

授業 

授業改善  

D 

ｃ 

 

ｄ 
ａ 

一単元終わったら 
単
元
ご
と
に
繰
り
返
す 

教育課程 

年間指導計画 つけたい力を基にした単元計画 ＝ 

次年度 

教育課程 

年間指導計画 
つけたい力を基にした単元計画 

詳細な単元計画 

＝ 

図 5-4-4 本校における教育課程評価のＰＤＣＡサイクル 
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（３）千葉県立八千代特別支援学校の実践 

 平成 26 年度の学校経営方針より研究・研修に係る内容を図 5-4-5 に示した。これま

での成果を基に初めて「学習指導部と研究部の役割分担のシステム化を目指す」とい

う文言で示されるようになった。これは、学校経営ビジョンとして組織的・体系的な

学習評価を促す実践を目指すものであり、実現のための仕組みが定着していくことを

意味している。 

本稿では、平成 24、25 年度の校内研究（第４章３節、図 4-3-2）、及び本研究に参加

することによって先進校の実践等多くの示唆を得て、学習指導のＰＤＣＡサイクルの

仕組みづくりに取り組んだ経過について報告する。 

なお、本校にとって組織的・体系的な取組とは、「各学部、学級担任が独自に授業づ

くりを進めていくというのではなく、組織的な校内研究、教育計画係、教育課程検討

委員会のリーダーシップによる協働的な一貫性のある実践である」と捉えている。 

１)校内研究における学習指導のＰＤＣＡサイクル仕組みづくり 

  校内研究における指導の工夫の検討は、「児童生徒をどのようにしてとらえるのか」

「どのような力を付けたいのか」から順序立てて考え始めた。これは、本校でこれま

で陥りがちであった学級担任や授業担当者の主観による児童生徒のできそうな活動を

集めて「付けたい力」とする発想からの脱却ということになる。 

学習指導要領の内容を前提に学校教育目標、学部目標を踏まえて、児童生徒に「な

ぜ、何を教えるのか」について明確にすることを目指した。具体的には全員で３学部 

図 5-4-5 平成 26 年度学校経営方針 

 

 

 

学校経営方針 学校経営の努力点より 

①学習指導部により「なぜ・何を教えるのか」の整理、研究部により「どのように教え
るのか」の探求、この役割分担のシステム化をめざす。 

②「よこのつながり（年間計画の位置づけ、指導形態同士のつながり）」「たてのつなが
り（12年間の中の位置づけ）」を意識した授業づくりを行い、実践研究をする。 

③今日的な教育課題について研修し、教員としての資質向上に努めるために校内研修の
充実を図る。（障害特性、アセスメント、コミュニケーション、発達障害） 

④全ての教職員が特別支援教育の専門機関の職員であることを自覚し、各職種において、
自らの専門性を高めるための研鑚・修養に励む。 

（２） 研究・研修の推進 
授業実践を核として「『八千代の生きる力』を高めるための指導内容の整理と指導

の工夫、そして指導の評価の定着をめざして」を全組織で追究する。 
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縦割りによるグループ討議をして、所属学部の学部目標や指導内容の整理を行った。 

この時、話し合った結果を取りまとめたのは研究部であったが、最終的に３学部間

での文言等の調整をして提案資料に仕上げたのは既存の教育課程検討委員会（構成メ

ンバーは、校長、教頭、教務主任、学部主事、学部副主事、研究主任、学部代表であ

る）であった。 

学部目標や指導内容の整理をして、日々の授業づくりである「どのように教えるの

か」を考えていく過程において、特に、中学部では、指導内容表と年間指導計画（図

5-4-6）を作成し、その計画に基づき共通書式で「単元の指導計画一覧（中学部では「授

業構造図」と称していた）」に表して具現化していくことができた（図 5-4-7）。 

  

中学部ではこの一覧を基に、授業者全員で指導内容、単元構成や指導方法を共通理

解しながら実践できるようになっている。単元途中や単元終了時の学習評価について

も記入欄を設けて書いていくようにした。こうして、校内研究の取組において、中学

部単独での実践となったが、学習指導のＰＤＣＡサイクルを展開に見通しがついたこ

とは成果であった。 

 

 

平成   年度   学部  年  組  年間計画 
日課表上の名称  
年間目標 or 
指導方針 

 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
単元名（例）  

 
 
 

 
 

 
 

      

授業時数   
時間 

時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間     

単元の目標  
 
 
 
 
 
 
 

  

指導内容 
学習指導要領 
指導内容表  より 

   

前年度の評価 
改善点 

・ 
・ 
・ 

 
 

図 5-4-6 中学部年間指導計画書式  
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図 5-4-7 中学部「授業構造図」様式 

授業構造図 Ｈ２５年度版 

 

中学部  第  学年 「   」授業案 

中学部 めざす生徒像  単元について 

１-①友達のことを思いやることができる生徒 
１-②明るく元気に体を動かすことができる生徒 
２-①好きなことや興味のあるものをみつけられる生徒 
２-②目標を選択したり、決定したりして、チャレンジできる生
徒 
３-①将来について考え、夢や目標を持てる生徒 
３-②友達を認め、協力、共同して活動できる生徒 

  
 

 

生徒の実態  単元の目標 

  
 
 

指導内容 学習指導要領 or 指導内容表 

 

 
   

単元名「         」     期間    月  日 ～   月  日  回 

回 月日 授業名 主な活動内容 各授業の評価 

１    

 

 

 

 

２    

 

 

 

 

３    

 

 

 

 

４    

 

 

 

 

５    

 

 

 

 

６    

 

 

 

 

単元の評価 

＜児童生徒の評価＞ 

 

 

 

 

 

＜教師の評価＞ 
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学習指導要領等 
 

授業の展開 

授業の構想 

単元計画 

学習評価 
授業評価 

授業の 
  振り返り 年間指導計画

の修正 

年間指導計画
の立案 

教育課程 
の評価 

八千代版指導内容表 

Ｄ 

Ａ 

 

Ｃ 

 

Ｐ 

 

２)研究部と教務部との連携による仕組みづくり 

 中学部での実践と同時並行して、校内研究全体でみると、児童生徒の学習評価とし

て、学習指導案上で評価規準を表すことはできた（第５章１節３項参照）。学習状況の

評価に関しては、既に平成 23 年度研究紀要において「学習評価の在り方を検討する」

として残された課題となっていた。また、24 年度研究紀要においても「目標に準拠し

た評価規準の具体的な表現を工夫できるようにしていく必要がある」と記述されてい

る。したがって、校内研究の経緯からすると、学習指導案において、集団と個別の単

元目標及び観点別学習評価の４観点に基づく評価規準が記述できたのは必然であった

と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4-8 本校の学習指導ＰＤＣＡサイクル 

 

ただし、学習評価を学校の教育活動全体の改善に結び付けていくことが重要である

と考えた。それを可能とするためには研究部（研究主任）と教務部（教務主任）との

連携による仕組みづくりが必要であることを押さえた。そして、取り組むべき課題を

中学部での学習指導のＰＤＣＡサイクルの実践を３学部の共通した実践へと進化発展

させることを目指す、とした。そのために現在進行中の校内研究の取組（研究主任）

と既存の教育課程検討委員会（教務主任）が連携し、合意形成を図りながら、学習評

価を教育課程全体の評価に生かす仕組みを構築していくこととした。教育課程検討委

員会において、教育活動全体の改善には、①児童生徒の学習評価、②教員の授業評価、

③指導形態（各授業）ごとの評価、④教育課程の評価、の４点（第４章３節、表 4-3-1

参照）が必要であると押さえて、指導の根拠を説明できる指導と評価の仕組みとして
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構築していくことを共有した。 

特に、中学部で実践していた「年間指導計画」と「単元の指導計画一覧（授業構造

図）」は、平成 26 年度より３学部の共通書式とすることができるように、教育課程検

討委員会において合意形成をした。 

年間指導計画は、実効性があり具体的な目標設定ができるようにするため、指導内

容の記述欄を設けて授業の枠組みを明確化できるように改訂した。そして、改訂した

年間指導計画は早速、平成 25 年度後期の段階で、平成 26 年度分を作成することから

始めた。 

図 5-4-9 指導と評価の仕組みについての役割分担 

 

この年間指導計画の取りまとめは教務部が行うこととした。単元の指導計画一覧（授

業構造図）は、改良して「単元計画」と名称を変え、年間指導計画に基づいて授業担

当者が前、後期毎に、個別の指導計画の作成と連動させて作成するようにした。この

単元計画も平成 26 年度からは、３学部共通書式にして一斉に取り組むこととした。す

なわち、これまで３学部がそれぞれ独自に作成していた単元記録等は廃止して、今後

は共通書式にして取り組むということである。 

このような年間指導計画や単元計画の作成等、新たな取組に対して、全員への提案、

説明は教務主任が行うようにして、校内研究のための取組ではなく、今後の「八千代

の生きる力」を高める授業を目指すために価値がある取組であることを説明した。こ

の仕組みを実践の中に常態化させていく意思を明確に示したものである。また、作成

した年間指導計画や単元計画は、３学部の共有財産として職員室で管理することにし

た。 

 

４月 

「指導と評価の仕組み」役割分担 

10月 ３月 

教務部 
（教務主任） 

前期

個別の指導計画 学習評価 個別の指導計画 

指導形態ごとの年間指導計画 

単元計画 
学習指導部 
（教務主任） 

研究部 
（研究主任） 

日々の授業づくりでの授業改善 

後期

教
育
課
程
の
評
価 

指導形態 
の評価 

授業評価 

単元計画 
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こうして平成 25 年度までの校内研究の結果から、学習指導のＰＤＣＡサイクルの仕

組みが構築できたと判断できるならば、仕組みづくりにおいて研究部と教育課程検討

委員会（教務部）が連携して合意形成をしていったことが功を奏したと考える。 

平成 26 年度は、本稿冒頭で記したように、個別の指導計画、年間指導計画、単元計

画の管理は教務部で行い、年間指導計画と単元計画の中身である「何を教えるのか」

については学習指導部（この分掌は各教科等のグループである）が担うようにした。

研究部は、授業づくりの営みとして「どのように教えるのか」の探求に専念できるよ

うにしている。 

３)今後の展望 

今後の展望として、学習指導のＰＤＣＡサイクルの仕組みにおいて、更なる検討を

必要としているのは指導内容の整理である。平成 26 年度学校経営方針（図 5-4-5）で

示されているように、年間指導計画や単元計画の活用によって、今後さらに単元の年

間計画における位置づけや単元同士、授業同士のつながりについて検討がなされてい

くことになるであろう。 

また、小学部から高等部までの一貫性、系統性を意図して指導内容の整理を検討し

ていく必要がある。平成 26 年度の研究主題は、「『八千代の生きる力』を高めるための

指導内容の整理と授業づくり」と設定し、「八千代版指導内容表」を学習指導のＰＤＣ

Ａサイクルの仕組みの中に組み入れ、授業改善を通して、指導の根拠を説明できる仕

組みを強化していきたいと考える。 
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（４）愛媛大学教育学部附属特別支援学校の実践 

１)研究推進の体制 

①研究の目的と組織 

  本校では、研究主題を具体化するために、以下の研究目的を掲げて実践に取り組

んでいる。  
 
 
 
 
  この研究目的を達成するために、「組織的・体系的な研究推進のための検討委員会

（以下、研究推進検討委員会）」を立ち上げた。構成メンバーは運営委員（校長、副

校長、各部主事、教務主任）及び研究部である。この研究推進検討委員会は、平成

20 年度以降の研究主題である「卒業後の『働く生活』を実現するために」をスター

トさせてより研究推進の柱としてきた「全体計画・キャリア学習プログラム部」、「指

導・支援部」、「家庭及び地域・関係機関との連携部」という３つの研究グループの

成果を引き継ぎつつ、授業改善に焦点を当てた研究を推進するための組織である。  
研究を統括するこの「研究推進検討委員会」のもと、授業づくりの３つの柱に沿

った縦割り研究グループを小・中・高等部の全職員で編成し、組織的な研究実践を

行っている。以下は、研究組織のイメージである（図 5-4-10）。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営委員会＊・・・校長・副校長・部主事・教務主任で編成 

図 5-4-10 研究組織 

 
 

すべての子どもの卒業後の「働く生活」を実現するために、キャリア教育の

視点に立ち、生活意欲・働く意欲を育てる授業の在り方を追求することを通

して、一人一人のキャリア発達を支援する。  

研
究
推
進
検
討
委
員
会 

全体計画・キャリ
ア学習プログラム  

指導・支援  

家庭及び地域・関
係機関との連携  

単元・学習内容 

設定の在り方  

学習環境・支援 

の在り方  

評価の在り方 

運営委員会＊＋研究部 で運営  全教職員が縦割りの研究グループを編成  

 
 
小

学

部 

 
 
中

学

部 

 
 
高

等

部 
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②「学習評価」を踏まえた研究の計画 

本校では、以上のような組織のもと、キャリア教育の視点に立った研究の成果を

より確かなものとするため、「学習評価」の視点を踏まえて次のような研究計画を立

てた。以下の計画は、現行の研究主題（平成 25～27 年）のものである。本年度はそ

の２年次に当たる。 

年
次  内              容  

１ 

○ 研究主題の設定及び研究の目標・内容・方法の共通理解 
○ 授業づくりの３つの柱に沿った授業改善課題の見直し 
○ 授業研究を中心とした、「生活単元学習」（小・中・高）「作業学習」（中・高）の授

業改善 
○ 「学習評価」を踏まえた教育活動・研究活動の見直し 

・ 研究における「学習評価」の位置付けの明確化 
・ 「キャリア発達段階・内容表（本校版）」、「キャリア学習プログラム」、「年間指導

計画」等の見直し 
・ 個別の教育支援計画、個別の指導計画の見直し 
・ 上記３点を踏まえた学習指導（授業）の改善 

○ キャリア発達を支援する授業づくりを推進するための家庭及び地域・関係機関との
連携の在り方の検討 

○ １年次研究のまとめと次年度への向けての課題設定 

２ 

○ ２年次研究の目標・内容・方法の共通理解 
○ 授業改善課題の解決を主眼とした「生活単元学習」（小・中・高）「作業学習」（中・

高）の授業研究 
○ 「学習評価」を踏まえた具体的な研究実践 

・ 観点別学習状況の評価を念頭に置いた「キャリア発達段階・内容表（試案：本校
版）」、「キャリア学習プログラム」、「年間指導計画」等の作成 

・ 観点別学習状況の評価を念頭に置いた個別の教育支援計画、個別の指導計画の作
成 

・ 上記資料を活用した授業実践 
○ キャリア発達を支援する授業づくりを推進するための家庭及び地域・関係機関との

連携の在り方の検討 
○ ２年次研究のまとめと次年度へ向けての課題設定 

３ 

○ 最終年次研究の目標・内容・方法の共通理解 
○ ３年間の授業研究をもとにした、パンフレット：「キャリア発達を支援する授業改善

のポイント（仮称）」の作成 
○ 「学習評価」を踏まえた教育課程の見直し 
○ キャリア発達を支援する授業づくりを推進するための家庭及び地域・関係機関との

連携の在り方のまとめ 
○ ３年間の研究のまとめと次期研究主題の設定 

２)組織的・体系的な学習評価を促すための方策について 

①研究実践を組織的・体系的に推進するために 

キャリア教育の視点に立った研究を推進するに当たっては、「キャリアが子どもた

ちの発達段階やその発達課題の達成と深く関わりながら段階を追って発達していく

ことを踏まえ、子どもたちの全人的な成長・発達を促す視点」（文部科学省「小学校・中

学校・高等学校キャリア教育推進の手引き」、2006）から、学校生活 12 年間の指導の系統性を

明らかにする必要がある。本校 12 年間の学校生活には、小学部・中学部・高等部と

いう節目があるが、教職員の共通理解のもと、組織的・体系的な研究を推進するた

めには、学校教育 12 年間の指導の一貫性・系統性を確認することが重要であると考

えた。  
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図 5-4-11 は、「働く意欲」、「生活意欲」、「基本行動」というキーワードで 12 年間

の系統性を示したものである。「基本行動」の定着は日常生活の指導を中心に、小学

部低学年から重視して指導に当たる。「働く意欲」を育てる取組は、小学部高学年頃

より徐々に働く活動やものづくり等の位置付けにウエイトを置き、中学部以降の作

業学習が指導の中心となる。「生活意欲」を育てる取組は、学校生活 12 年間を通じ

て同じウエイトで重視し、生活年齢・段階に「ふさわしい生活」を単元化して指導

に当たる。 

（小学部）        （中学部）      （高等部）  
低   中   高     １  ２  ３    １  ２  ３  

 
 
 
 
 
 

図 5-4-11 12 年間の指導の系統性（※主たる指導の形態） 

 

こうした 12 年間の系統性をもとに、組織的・体系的な教育活動を展開するために作

成したのが、「知的障害がある児童生徒のキャリア発達段階・内容表（本校版）」、「キ

ャリア教育全体計画」、「キャリア学習プログラム」である。内容は紙面の都合で割愛

するが、それぞれの作成目的は、以下のとおりである。 

◇「知的障害がある児童生徒のキャリア発達段階・内容表（本校版）」 

各部の発達段階に応じた身に付けることが期待される能力・態度を示し、一貫

性・系統性のある指導・支援を行うための「見取り図」 

◇「キャリア教育全体計画」 

学校の教育目標をはじめ学校運営の骨子と、教育課程及び「キャリア発達段階・

内容表」をどう関連付けるかを整理したもの 

◇「キャリア学習プログラム」 

「キャリア発達段階・内容表」の内容を教育課程においてどう展開するかを、

各部ごとに示したもの 

これらは、児童生徒の全人的発達を支援する視点から、以下の資料を骨子として作

成した。  
 
 
 

 

「働く意欲」を育てる  

「基本行動」の定着 

「 生 活 意 欲 」 を 育 て る  

生活単元学習※  

働
く
力 

働
く
生
活
の
実
現 

作業学習※  日常生活の指導※  

「児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について」  
：国立教育政策研究所：調査研究報告書  

「知的障害がある児童生徒の『キャリア発達段階・内容表』（試案）」  
：独立行政法人国立特別支援教育総合研究所  

「特別支援学校学習指導要領」及び「特別支援学校学習指導要領解説」：文部科学省  
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「キャリア４能力領域と 

観点別評価４観点の関連表」 

・ 遊びの指導（小学部のみ） 

・ 日常生活の指導 

・ 生活単元学習 

・ 作業学習 

・ 音楽 

・ 体育（小）、保健体育（中・高） 

・ 総合的な学習の時間

図 5-4-12 関連表に作成した学習形態 

特に年間指導計画をはじめ、各単元の活動内容及びそこでの個別の目標設定の「見

取り図」として活用するのが、「知的障害がある児童生徒のキャリア発達段階・内容

表（本校版）」である。作成・活用の過程で、学校組織として小・中・高等部の各教

職員が部や学年を越えて連携し、12 年間を見通して児童生徒一人一人のキャリア発

達を支援する体制を形作ることができたことは、大きな成果であったと考えている。 

②学習評価の位置付けの明確化 

現在取り組んでいる「生活意欲・働く意欲を育てる授業」の改善に焦点を当てた

研究実践も、こうした組織的な取組の一環であるが、我々が必要と考えたのは、「第

５章第１節第２項 観点別学習状況の評価の実践」でも述べてきたように、結果と

して児童生徒に確かに生きる力が育っているかどうかを見取るものさしである。

我々は、そのものさし（学習評価の視点）を、学校の教育目標を具現化する研究実

践全体の柱として位置付けようと考えた（図 5-4-14）。 

この概念図の特徴は、これまで取り組んできたキャリア教育の視点に立った研究

全体を観点別評価の４観点でパッケージし、各授業実践におけるＰＤＣＡサイクル

に学習評価の視点を組み入れたことである。図 5-4-14 を見れば分かるように、「身

に付けたい力（４観点設定の趣旨）」を学校の教育目標から直結する位置に据えてい

る。全ての教育実践を学習評価の視点から見直そうと考えたからである。そのため

には、これまで本校が目標設定のものさしとしてきたキャリア教育の視点と、学習

評価の４観点の関連を示す必要があったのである。 

３)キャリア教育の４能力領域と観点別学習評価の関連について 

本校では、これまで「知的障害がある児童生徒のキャリア発達段階・内容表（本

校版）」及び「キャリア学習プログラム」をもとに各授業実践における目標を設定し、

評価を進めてきた。これまでの取組を生かしつつ、目標に準拠した評価をより「生

きる力」につながるものとするために、観点別学習評価を活用することにした。  
５章第１節第２項に示した「身に付け

たい力（4 観点設定の趣旨）」は、すでに

述べたように、キャリア教育の視点に立

った研究実践の骨組みとなるものである

が、そのままでは授業実践に具体化する

には至らない。そこで作成したのが「キ

ャリア４能力領域と観点別評価４観点の

関連表（以下、『関連表』：表 5-4-1）」で

ある。  
キャリア教育の視点と、学習評価の視

点は、「生きる力を育てる」という意味で

同じ志向であり、関連性の高いものであ
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図 5-4-13 個別の教育支援計画及び個別の指導計画の見直し等イメージ図 

ると考える。「関連表」は、「キャリア発達段階・内容表」の４能力領域を縦軸に、

学習評価の４観点を横軸として「育てたい能力・態度」を分析的に捉え、評価の規

準を示したクロス表である。図 5-4-12 に示した、本校の教育課程の中心となる教科

及び「各教科等を合わせた指導」について作成した。  
４)学習評価の視点からの個別の教育支援計画及び個別の指導計画の見直し  

概念図に示した考え方に立つと、個別の教育支援計画・個別の指導計画は、学校

の教育目標を具現化するための全ての教育活動（授業実践）及び研究実践を指導要

録における総括的評価へとつなげる、重要なツールである。作成した「関連表」は、

個別の教育支援計画の目標を具体化するに当たり、個別の指導計画において、各学

習形態ごとの目標及び評価規準を設定する際の目安となるものである。以下はその

イメージである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５)まとめと今後の課題 

「授業づくりを通して、児童生徒のキャリア発達を支援する」という研究の大前

提を貫くために、あえて研究実践全体を「学習評価の観点」という傘の下に置いた

ことにより、これまでも強く意識してきた組織的な取組のもと、より分析的な視点

を盛り込む体系的な研究体制を継続・強化することができた。 

ただ、作成した「キャリア４能力領域と観点別評価４観点の関連表」や今年度見

直しを図った個別の教育支援計画、個別の指導計画等については、未だ試行段階に

ある。より効率性のある、実際的な学習評価の在り方を探るために、今後も見直し・

改善を続けていきたいと考えている。 

個別の教育支援計画 

個別の指導計画 

一人一人の教育的ニーズに基づき、キャリ
ア教育の４能力領域の視点から、長期的視
点に立った目標を設定する。  
 

各学習形態における目標及び、学習評価の

４観点に沿った評価規準を設定する。  

･･････ 

･･････ 

キャリア４能力領域と観点別評価４観点の関連

 

授業実践（各指導形態） ･･････ 
個別の指導計画の目標・評価規準に基づき、

各授業の目標・支援・評価を検討する。  

個別の指導計画の評価（４観点）：形成的評価の積み重ね 

指 導 要 録 の 評 価 
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【本校研究における学習評価の位置付け（概念図）】 

愛媛大学教育学部附属特別支援学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１・・・すべての観点設定の趣旨となる内容を示したもの  
※２・・・キャリア学習プログラム、年間指導計画、個別の教育支援計画、個別の指

導計画、各授業実践等における目標・学習内容設定の規準となる資料 

学校の教育目標 
（目指す子ども像） 

領域・教科等 
年間指導計画（題材計画）  

【キャリア教育全体計画】 

【キャリア学習プログラム】 

日常生活の指導 
遊びの指導 
生活単元学習 
作業学習 
音楽・体育 
総合的な学習の時間 

＜個別の教育支援計画＞ 

（キャリア教育の視点で作成） 

 

〔長期的展望での目標設定・評価〕  

≪各授業実践≫ 

単元の目標・学習内容 
（4 観点の趣旨に基づき、 

キャリア教育の視点で単元設定） 

～授業づくりの 3 つの柱～ 

教育関係法規 
日本国憲法  
教育基本法  
学校教育法  

学習指導要領 

児童生徒・保護者の願い 
産業現場の願い 
地域社会の願い 

身に付けたい力【４観点設定の趣旨】 

「関心・意欲・態度」の側面 「思考・判断・表現」の側面 「技能」の側面 「知識・理解」の側面 

重点目標 

経営方針 

※１ 

指導要録における評価 
「関心・意欲・態度」, 「思考・判断・表現」 ,「技能」, 「知識・理解」......の側面からの記述 

≪Ａ 単元・学習内容設定の工夫≫ 

≪Ｂ 学習環境・支援の工夫≫ 

≪Ｃ 評価の工夫≫ 

適切な課題を設定 

課題を解決するための環境
や支援を工夫  

課題を解決する過程を肯

定的に評価  

【Plan】 

【Do】 

【Check】  

【Action】  

【知的障害がある児童生徒のキャリア発達段階・内容表：本校版】  
「キャリア教育 4 能力領域と観点別評価 4 観点の関連表」 

＜個別の指導計画＞ 

（キャリア教育の視点を踏まえ、 

学習評価の４観点で作成） 

〔教育課程に沿った目標設定・評価〕 

授業づくりの３つの柱と授業改善のサイクル  

※２ 

図 5-4-14 本校研究における学習評価の位置付け（概念図） 
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表 5-4-1 キャリア４能力領域と４観点の関連表（【中学部：生活単元学習】より一部抜粋）  

 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

観 点

設 定

の 趣

旨 

自分の思いや願いを大
切にしながら、学校生
活、家庭生活、地域生
活、職業生活などの多
様 な 生 活 に 関 心 を も
ち、自ら課題に取り組
み、役割を果たして貢
献しようとする。 

学校生活、家庭生活、地
域生活、職業生活等にお
ける多様な課題を、自分
のよさを生かして解決す
るために、必要な知識・
技能を活用したり、考え
たこと・決定したこと等
を表現したりしようとす
る。 

学 校 生 活 、 家 庭 生
活、地域生活、職業
生 活 を 送 る た め に
必 要 な 情 報 を 集 め
た り 確 か な 技 能 を
身に付けたりする。 

学校生活、家庭生活、
地域生活、職業生活を
送るための正しい知
識を身に付け、自分の
役割や、自分にできる
ことを理解する。 

人

間

関

係

形 

自
己
理
解 

・「分かった」「できた」

という体験の中で、

自己有用感を得る。 

・自分の長所や短所に

気付き、自分らしさ

を発揮する。  －  

・自分の長所や短所

について知る。  

協
力
・
共
同 

・ 他者と協力してや

り遂げる。  
・自分の意見を述べた

り、相手の立場を考

えたりして、互いに

協力し合う。  

－  

・集団活動における

自 分 の 役 割 を 理

解する。  

 

情

報

活

用

能

力 

金
銭
の
使
い
方
と
管
理 

・日常生活で経験する

社会の出来事や情

報メディアなどに

興味や関心をもつ。 

・生活するために必要 

な物を計画的に消費

したり預貯金に取り

組んだりする。  

・日常生活におけ

る初歩的な数量

の処理や計算を

する。  

・金銭を保管するこ

と の 大 切 さ を 知

る。  
・生産、消費などの

経 済 活 動 に 関 す

る 初 歩 的 な 事 柄

を 理 解 す る （ 納

税、消費税、小遣

い帳など）。  
役
割
の
理
解
と
働
く
こ
と
の
意
義 

・興味・関心や課題意

識をもって職場見

学や就業体験に取

り組む。  

・集団を意識し、目的

に向かって協力して

役割を果たす。  

－  

・社会には様々な職

業 が あ る こ と を

知る。  

 

 

進
路
計
画 

－  
・将来設計に基づき、

主 体 的 に 進 路 を 計

画する。  
－  －  

意

思

決

定

能

力 

目
標
設
定 

・自分の決めた目標に

向 け て 自 分 で 解 決

し よ う と す る 意 欲

をもつ。  
・ 自分の仕事に対し

て責任を感じ、最後

までやり通す。  

・目標を 自分 で決め

る。  
・積極的に役割を果

たす。  

－  

自
己
選
択 

・主体的に進路を選択

する。  
・自己の個性や興味、

関 心 等 に 基 づ い て

よ り よ い 選 択 を す

る。  

・ 選 択 結 果 を 受 容

し、決定に伴う責

任を果たす。  －  
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（５）静岡県立袋井特別支援学校の実践 

１)自ら光る子を目指して 

本校では、学校教育目標「自ら光る子～それぞれの子がその子らしく精いっぱい生

きる～」に迫るために「興味・関心・意欲」「知識・技能」「人とかかわる力」の３

つの力が必要であると考えている。これら３つの力は相互に作用しあい、この力を

育てることが「自ら光る子」すなわち「働く人」につながると押さえている（図 5-4-15）。 

図 5-4-15 袋井特別支援学校グランドデザイン 

 

本校で考える「働く人」は自分の持つ力を最大限発揮して活躍する人である。 

  前述のように、「働く人」を育てるために３つの力を育てることが自立につなが  

ると考えている。そのためには、児童生徒の意欲面を育てることが大切である。 

また「働く人」とは、自分のことは自分でできる人、自分で考え判断する人等と

その具体像を表 5-4-2 のように捉えている。そしてそれぞれの部門での教育方針を

明確にし、小学部を土台に中学部へ、中学部から高等部へとつなぎ、12 年間を通し

て「働く人」を育てたいと考えている。 

  また一人一人の児童生徒の育てたい力を明確にすることが「働く人」を育てるこ

とにつながると考える。 
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表 5-4-2 働く人の具体像 

・自分のことは自分でできる人 ・人や物に積極的にかかわる人  
・活動に集中して取り組む人  ・見通しを持って行動できる人  
・自分で判断して考えて行動する人  
・自分なりの方法で「快」「不快」を相手に伝えられる人  
・目の表情やサインや言葉など自分なりの方法であいさつができる人  
・自分に任されたことに丁寧に取組む人  
・周りの人や物に気付き、自分世界を広げることができる人   等  

 

２)育てたい力を明確にするために 

本校では、 

・授業づくりをＰＤＣＡサイクルで進める 

・単元カード、個人カード等共通理解するためのツールとして利用する 

 という２点を大事にしている。 

① 授業づくりの流れ 

育てたい力を明確にして授業を行うために、授業づくりの流れ図（第４章第５節・

図 4-5-1）のように授業実践を進めている。まず児童生徒の実態把握をすることから始

める。その観点は自立活動６区分の項目としている。前年度の引き継ぎ、保護者から

の聞き取り、客観的な検査等を行い、一人一人の「今」を見極める。次に個別の教育

支援計画での長期目標、個別の指導計画の年間指導目標を立てていく。このとき学年

では各教科、各教科等を合わせた指導等の年間指導計画を立て、それぞれの単元(題材)

の大まかなおさえをする。さらに、それぞれの授業では、児童生徒の個々の目標を個

人カード(個別の指導カード:図 5-4-16）に記入し、単元終了後、その目標が達成され

たかどうかを評価する。このとき、目標を評価するだけでなく、その過程(取組)も評

価する。年間指導計画においても学期ごとに単元の見直しと反省を行い、次の単元に

生かすようにしている。 

授業は、「授業づくり４つの視点(課題設定の工夫、環境設定の工夫、教材・教具の

工夫、働き掛けの工夫)」に基づいて授業実践を進めている。教員間で共通理解して授

業に臨めるように単元(題材)カードを作成し、単元目標、単元設定の理由、指導構想

等について記入する。単元終了後には「授業づくり４つの視点」に即して、授業の構

成、支援方法等について反省し、図 5-4-17 の単元反省カード(単元振り返りカード)に

記入し、次の単元に生かすようにしている。 

このように本校では図 5-4-18 の通り、年間指導計画における授業改善、単元計画に

おける授業改善、本時の授業での授業改善とそれぞれにＰＤＣＡサイクルに沿って授

業改善を進めている。 
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図 5-4-16 知的障害教育部門小学部 A さんの生活単元学習個人カード 
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図 5-4-17 知的障害教育部門小学部生活単元学習単元反省カード 

 

図 5-4-18 ＰＤＣＡサイクルの３層構造図 

 

単元反省カード 

単元名  期間（時数）  

＜目標について＞ 

 

 

＜授業作り４つの視点について＞ 

・活動の質について                                  ○・△ 

①その時期の子どもの生活のテーマになるような単元（内容）である。  

②児童の興味に基づいている。  

③その時期の生活にとって必然性がある。  

④児童の実態に合っている単元（課題）である。  

⑤生活年齢が考慮されている。  

⑥集団として取り組む良さがあるとともに、一人一人の活動も保証されている。  

⑦学習のつながり、発展性がある。  

⑧日常的な動き（体の動き、手指の動き）を取り入れている。  

【○について】何がどう良かったのか？ 

 

 

【△について】どうすれば良かったのか？  

 

 

・活動の量について                         ○・△         コメント 

①活動量・作業量が十分確保されている。   

②待ち時間が長すぎない。   

 

的確な実態把握→目標設定をする   

興味関心の持てる導入の工夫   

授業展開の工夫   

 

環境 

設定の

工夫 

視覚的に分かりやすい環境設定   

グルーピングの工夫   

座席配置の工夫について   

主体的に活動できる動線の工夫   

主体的に活動できる手順表や工程表   

主体的に活動できる道具の配置   

活動内容提示の工夫   

子どもの発言や考えの流れを確認し

ながらの板書や掲示 

  

教材・教

具の工夫 

個の実態に合った教材や教具、補助

具の工夫 

  

働き 

かけの

工夫 

共感的な言葉掛け   

タイミングの良い言葉掛け   

思考や判断ができる言葉掛け   

褒めて認める   

見通しが持てる言葉掛け   

教師の存在   

＜今後の単元に向けて＞ 

 

 

 

 
○：十分達成できた 

△：もう少し改善できた 
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② カードの活用 

単元カードは、育てたい力を明確にし、教員間の共通理解を進めるためのツールと

している。このカードには、単元目標、単元設定の理由、指導構想、指導計画を記入

する。単元設定の理由には、単元を設定するにあたって必要な要素を中心に記入する。

知的障害教育部門小学部では、生活単元学習単元カード（図 5-4-18）に、単元を設定

するにあたっての「配慮事項」として「8 つのポイント（①その時期の子どもの生活テ

ーマとなるような単元である②児童の興味に基づいている③その時期の生活にとって

必然性がある④児童の実態に合っている単元＜課題＞である⑤生活年齢が考慮されて

いる⑥集団として取り組む良さがあるとともに、一人一人の活動も保証されている⑦

学習のつながりや発展性がある⑧日常的な動き＜体の動き、手指の動き＞を取り入れ

ている）」を記載している。単元設定は、これらのことに考慮して計画し、指導構想は

「授業づくり４つの視点」から考えるようにしている。 

 

図 5-4-19 知的障害教育部門小学部生活単元学習単元カード 

単元カード 

単元名  期 間 

（時数） 

 

 

 

単

元

目 

標 

〈興味関心・意欲〉 

 ・ 

 

〈人とかかわる力〉 

 ・ 

 

〈知識・技能〉 

 ・ 

 

 

配

慮

事

項 

①その時期の子どもの生活のテーマとなるような単元（内容）である。 

②児童の興味に基づいている。  

③その時期の生活にとって必然性がある。 

④児童の実態に合っている単元（課題）である。 

⑤生活年齢が考慮されている。 

⑥集団として取り組む良さがあるとともに、一人一人の活動も保証されている。 

⑦学習のつながり、発展性がある。 

⑧日常的な動き（体の動き、手指の動き）を取り入れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単

元

に

つ

い

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜単元設定の理由＞   

 

 

 

＜指導構想＞ 

 

 

 

 

 

＜授業づくりの４つの視点について＞ 

○課題設定の工夫 

 

 

○環境設定の工夫 

 

 

○教材・教具の工夫 

 

 

○働き掛けの工夫 
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指導計画（図 5-4-20）はフローチャート形式を用いて、児童の気持ちに沿った単元

計画が立てられるようにしている。このフローチャートには、その日の授業の様子か

ら授業内容や支援方法等に改善が必要であれば、その都度話し合いながら書き込み、

次の時間の授業につなげられるようにしている。 

図 5-4-20 指導計画 

 

単元反省カード（図 5-4-17）は、単元が終了したら記入する。図 5-4-17 のとおり知

的障害教育部門小学部では、単元目標、授業について評価する。授業については、授

業づくり４つの視点に沿い、○:十分達成できた、△:もう少し改善できたで評価し、

必要に応じて改善策等を記入する。 

個人カード(個別の指導カード:図 5-4-16）は、児童生徒の個々の目標と支援方法等

を教員間で共通理解して授業を行うためのツールであるとともに、評価表でもある。

このカードは、授業が始まる前に目標と支援方法等を記入し、教員間で確認して授業

を行う。目標は「興味・関心・意欲」「知識・技能」「人とのかかわる力」の３観点で立て

ることを基本とするが、児童生徒によってはその単元で重点的に取り組みたい目標とする

場合もある。そして、終了後に目標と支援方法を評価し、次の単元の目標を立てる際に

も使用する。 

 
児童の気持ち 

（教師がこうなって 

ほしいなと思う姿） 
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これらのカードは、(評価システム全般を含む)経験年数に関わらずどの教員でも取

り組めるものであり有効である。その反面、書くだけに終わってしまうこともあるた

め、ベテランの教員が中心に評価システム全般(評価システムの考え方、児童生徒の様

子の見とり方等)について若手教員に伝達していくことが必要である。 

③ 授業改善の組織的取組 

それぞれの部門と経営組織と研修課が一体となり、授業実践研究に取り組んでいる。

児童生徒が「自ら光る子」になるためには、経験年数を問わず、どの教員も児童生徒

の個々の目標や支援等を共通理解して授業改善に取り組むことが重要である。研究班

は部門ごとに組織し、年間２回以上、外部より助言者を招聘して指導助言を受ける研

究授業及び大学教授による授業コンサルテーションを行っている。研究授業は、校内

職員が自分の所属以外の研究班の授業参観をし、授業についてアドバイスをしたり、

事後研修に参加し意見交換をし合ったりしている。授業参観の折には、児童生徒の目

標に即した評価や支援方法、授業時の環境設定等について、意見交換をしている。観

点を明確にした「意見交換用紙」（図 5-4-21）を活用している。

 
図 5-4-21  知的障害教育部門意見交換用紙 

意見交換用紙 

 

＜１年生から御意見いただきたいこと＞＜児童の評価の方法＞について意見を書いて、この用紙に貼ってください。 

 

＜１年生から御意見いただきたいことについて＞ 

  ○自分から遊び場で遊ぶ、教師と同じ場で遊ぶ、遊具を共有して遊ぶための設定は適切であったか。 

 

 

 

 

 

  ○児童が自分から活動するための１時間の授業の流れは適切であったか。 

 

 

 

 

 

  ○児童が自分から活動する（個々の目標に迫る）ための教師の支援や教師の配置、役割（キャラクターの

登場）、連携は適切であったか。 

 

 

 

 

 

＜児童への評価の方法について＞ 

 

 
 

－ 177 －



また、研究授業前の事前研修では、授業する学年が授業を考える段階での悩みやア

ドバイスしてほしい内容について意見交換し、授業をつくっていく。事後研修は、８

人から 10 人程度の人数のグループを編成し、ファシリテーターが中心になり、協議を

進めていく。ファシリテーターには事前に進行方法や話し合いの論点等について共通

理解を図るようにし、事後研修で参加者からの意見を求めやすく、スムーズに進めら

れるようにしている（図 5-4-21、図 5-4-22）。意見交換が終了したら、各グループの

意見を参加者全員が共有できるようにし、最後に助言者から指導助言を受ける。また

事後研修の内容は、研修課だより(知的障害教育部門小学部では「ぶーちゃん通信」（図

5-4-23）に掲載し、他部門の教員も共有できるようにしている。 

授業者はこれらの指導助言、意見等を受け学年会で話し合い、次の授業に生かして

いく。そして次の班別研修では、その後の授業で改善したこと、児童の変容について

発表し、教員みんなで授業についての取組を共有し、日々の授業改善に生かすように

している。 

また、研究授業、事後研修をやりっぱなしで終わることのないようにしている。常

に授業改善できる体制の工夫が必要であると考えている。 

大学教授による授業コンサルテーションでは、授業について授業者が直接、指導助

言を受ける。指導助言の内容については、研修課だよりで知らせ、授業コンサルテー

ションを受けていない教員も参考にできるようにしている。 

図 5-4-22 2 班事後研修について 
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④ 学部経営と研修体制のつながり 

教育活動がよりよいものになるように学期末ごとに各部門で教育課程についての評

価を行っている。学部経営案、学年経営案、年間指導計画(各教科、合わせた指導等)

の反省をし、その反省が次学期へと生かせるようにしている。また 10 月と２月の年間

２回教務課が中心となり、教育課程検討委員会が行われる。 

そこでは、学期末や１年間の学部評価を受け、次年度の教育課程についての検討が

なされ、検討された内容は、主事会、運営委員会、職員会議の順番で提案検討され、

次年度の教育活動へと生かされる。教育課程検討委員会は、管理職、部主事、統括主

任、教務課長、研修課長、進路課長、地域連携課長、学部教務のメンバーで構成され

ている。 

また各教科、各教科等を合わせた指導等の年間指導計画の反省は、学期末ごとに行

い、次学期の授業に生かせるようにしている。 

知的障害教育部門小学部では、１

学期末、学年主任者会で各学年の年

間指導計画検討会を行った。参加者

は、部主事、副主事、新設校準備委

員、学年主任、知的障害教育部門小

学部研修課班長とし、部主事の進行

で会議が進められた。方法は、各学

年主任が５つの項目（学年のテーマ、

学年ごとの割合の違い＜学部内の系

統性、発展性＞、単元同士のつなが

り、教師の願いと子どもの気持ち＜

学習の始まり、活動や気持ちのつながり＞、他の教科、領域とのつながり）に沿って

１学期の取り組み状況を中心に報告した。そして、そのことについて質疑応答や意見

交換を行った。この会議で出された意見は各学年の次学期以降の計画に反映できると

良いと考えている（図 5-4-24）。 

また、話し合いで出された意見は摸造紙に記録し、会議終了後廊下に掲示し、他学

年の取組を誰もが見ることができ、参考となるようにした。 

このように、研修は別のものとして捉えるのではなく、それぞれの部門の経営と研

修が一体化して、授業実践研究に取り組んでいる。 

  

 

 

 

 

写真 5-4-1 年間導計画検討会資料の廊下掲示 
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（６）鹿児島大学教育学部附属特別支援学校の実践 

１)授業づくりのＰＤＣＡサイクルと授業研究 

本校では、授業担当者で行う授

業研究（一人一人の教師が、授業

の計画・実施・評価・改善を行う

こと）と、複数教師で行う授業研

究会（日々の授業を実施した後に

定期的に複数教師で授業について

検討すること）を、授業づくりの

ＰＤＣＡサイクルに明確に位置付

け、日々の授業を対象に学校全体

で組織的・継続的に取り組んでい

る（図5-4-25）。 

具体的には、授業づくりのＰＤＣＡサイクルにおいて、以下の手順で児童生徒の学

習評価から授業や指導及び教育課程の改善につなげている。 

手順① 個別の指導計画や年間指導計画などから単元（題材）の全体目標や個人目

標を設定する。次に、設定した目標を達成できるように、活用場面を踏ま

えながら学習活動の内容や量、順序、指導する際の手立てなどを計画する。

学習活動は、児童生徒が「教材・教具」、「友達・教師」、「自分」とか

かわることができるように工夫する。また、目標の達成度をどういった視

点から評価していくのかを明確にするために、観点別評価の４つの観点と

関連付けながら評価規準を設定するとともに、評価の指標となる評価基準

を設定する。 

手順② 授業実施後は、習得を図りたい態度や知識、技能面などの観点から学習評

価を行うとともに、授業の評価を「授業改善の記録」に書き、授業改善に

つなげる。 

手順③ 定期的に授業研究会を実施し、複数教師で授業の妥当性を検討するととも

に、他の授業や活用場面などの様子について情報交換を行い、授業改善の

視点（学びの方向、学びの機会、学びの環境、学びの方法、学びの連続）

を踏まえた授業改善を行う。そして、授業改善を図ってきた授業を対象に、

児童生徒の学びを単元（題材）指導計画に反映させるための授業研究会を

行う。ここでは、授業研究の視点（学びの背景、学びのつながり、学びの

広がり）から分析した児童生徒の学びについて協議する。 

手順④ 授業者及び参観者は、授業研究会で出た意見を基にして、各自の授業改善

を行う。 

 

図 5-4-25 授業づくりの PDCA と授業研究 
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手順⑤ 児童生徒の学びを分析・評価して得られた意見を基にして、単元（題材）

指導計画の改善を行う。 

手順⑥ 授業担当者で行った授業改善や授業研究会を通して新たに得た情報は、個

別の指導計画に追記したり年間指導計画の整理（児童生徒に応じた学習活動

や各教科等との関連、配列の見直しなど）に生かしたりして、個別の指導計

画の充実及び教育課程の改善につなげていく。 

以上の手順を経た後、教育課程の編成や年間指導計画の内容等を審議する教育課程

委員会において、改善を図った内容の共通理解を図り、教科等部を中心に年間指導

計画の作成に取り組むようにしている。 

２)各サイクル相互の連動性 

本校では、図 5-4-25 に示したように、

授業づくりの各過程における連動と、教

育課程及び個別の指導計画のＰＤＣＡサ

イクルといった、各サイクル相互の連動

を大切にしている。連動を図るために重

要な位置付け（図 5-4-26）として捉えて

いるものが、単元（題材）指導計画（表

5-4-3、5-4-4）である。授業づくりの計

画段階において、年間指導計画と個別の

指導計画を踏まえて立案し、授業を展開

していく。実践過程において、児童生徒の学びによって計画した内容は随時改善さ

れ、児童生徒の学びの状況等に応じたより適切な単元（題材）指導計画へと変容し

ていく。そして、それぞれの教師が評価した単元（題材）指導計画を持ち寄ったり、

蓄積したりしていきながら検討を行い、新たな教育課程の編成につなげていきたい

と考える。 

佐藤（1996）は、「教師が構想するカリキュラムを軸として、カリキュラムと授業

は相互媒介的」な関係にあるとし、教師一人一人が作成し実施する単元（題材）指

導計画が、日々の授業と教育課程をつなぐための重要な手掛かりになることを示唆

している。また、「育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評価の在り

方に関する検討会－論点整理－」（文部科学省、2014）においても、教育課程の見

直しは、授業や単元（題材）レベルの計画と年間指導計画や教育課程レベルの計画

とを相互関連させながら進めていく必要があるとしている。 

これらの見解からも、単元（題材）指導計画と授業研究で得た知見が相互に関連付

けられることで、学びの評価を教育課程に反映させていくことができると考える。

現在、実践の途中段階ではあるが、単元（題材）指導計画を活用していくことで、

教育課程とのつながりから児童生徒の学びを捉えようとしたり、学びの姿から教育

図 5-4-26 教育課程と児童生徒の学びをつなぐ      

単元（題材）指導計画 
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課程改善の手掛かりを見出したりしようとする意識の高まりが感じられるようにな

ってきた。 

３)学習評価を踏まえた教育課程の編成 

現在、本年度のこれまでの実践を踏まえ、総務部を中心として各教科等部が相互の

実施状況について情報交換を図りながら、単元（題材）一覧表の見直しを行ってい

る。児童生徒の学びを単元（題材）指導計画に反映させる授業研究の取組は、各教

科等を合わせた指導を中心に行っているが、児童生徒の学びの状況を捉えていく中

で、必要な指導内容やより効果的と思われる学習活動、指導方法等が明確になり、

それに伴って各教科等との関連も明確になってきた。これらの根拠を踏まえながら、

各教科等における横の配列や相互の授業時数を検討している。 

これまで本校では、実施した単元（題材）の評価・改善は、各教科等の係や実施し

た教師それぞれに委ねられていた。学校全体で授業づくりの各過程に授業研究を位

置付け、児童生徒の学習状況について同じ視点、観点から、共通した方法、手順で

検討してきたことで、児童生徒の学習評価だけでなく、指導の形態内の系統性や発

展性、指導の形態間の相補性や発展性についても学校全体で検討できるようになっ

てきた。 

４)組織的・継続的に行う授業研究会の波及効果 

授業研究会では、児童生徒の学びの姿から、学校全体で共通した方が良いと思われ

る手立てや学習環境について確認することができた。例えば、「場所を示す校内表

示を学校で統一したら、移動等の指導がしやすくなる。」、「全ての学級にデジタ

ルとアナログの双方の時計を設置することで、学校全体で時間の意識を高める取組

を行うことができる。」などである。このような意見を踏まえて、校内表示や時計

を学校全体で統一することにした（写真 5-4-2、写真 5-4-3）。この取組から、授業

研究会は、学校全体で共通した手立てを検討したり基礎的環境整備を図ったりする

上でも有効であった。 

写真 5-4-2 学校全体で共有した校内表示    写真 5-4-3  学校全体で共有した時計 

                                          （デジタルとアナログの併設） 
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５)成果及び課題 

組織的・体系的な学習評価を促す実践に取り組んできたが、学習評価を含めて、い

かに教師が協働しながら児童生徒一人一人の学びに携わることができるのか、この

ことの大切さに改めて気付くことができた。また、「三つの力」を踏まえながら単

元（題材）ごとに育てたい力を設定し、観点別評価の４つの観点から分析的に学び

の姿を評価していくことで、児童生徒の育ちを把握するとともに、更なる学びに必

要な力を共有することができた。授業の中でわずかな時間に見せる学びの姿から見

出した知見ではあるが、共有したことを基に、教師が様々なアイデアを出し合いな

がら児童生徒の思いや、更なる成長に必要な力を育てるための指導内容や学習活動、

授業時数について検討を行うことができるようになった。 

しかし、本校における実践は、日々の授業改善と単元（題材）指導計画や年間指導

計画への反映を図る二つの授業研究が基盤となっており、学習評価を進める時間的

な効率性といった見方からはまだまだ課題が多い。また、学校全体が一つのチーム

として機能する同僚性を高めながらも、児童生徒の学びをより的確に評価するため

の、専門性と感性をさらに高めていくことが大切になる。教師一人一人のもてる力

を高めつつ、学習評価を行う視点が共有された共有性、一連の手続きが明確な機能

性、そしてより効果的で継続的な学習評価を行う効率性を追究していきたいと考え

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5-4-5 単元（題材）指導計画の検討 写真 5-4-6 授業研究会での意見交換 
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表 5-4-3 単元（題材）指導計画（書式）  

○・○
（○年）

授業研究を通して

更に必要な指導内容とその習得を図る学習活動及び各教科等との関連

指導内容 学習活動 各教科等との関連

単元（題材）相互の指導内容及び学習活動とのつながり

次 時数 学　習　活　動 同時期に実施する各教科等との関連

【前の単元（題材）】

評  価

指　導　計　画

観　点

全体計画との関連

全体目標

評    価

基になる学習指導要領の内容

三つの力

自分づくり

関係づくり

評　価　規　準

指導の形態

単元（題材）名

単元（題材）の
設 定 理 由

【児童生徒の実態】

【単元（題材）の意義・価値】

単元（題材）指導計画（書式）

                                           【　　　　】学部　【　　　　】年 　時数【　　　】

〈写真〉授業の様子（教材・教具や場の設定など）

有効な手立て（指導の履歴）

MEMO（授業研究会で出された意見等）

【次の単元（題材）】

【各教科等との関連】

生活づくり

個　人　目　標
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表 5-4-4 単元指導計画（具体的実践の一例）  
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（７）研究協力機関の実践のまとめと考察 

 各研究協力機関において、学習評価の取組を組織的・体系的に進めていく際に、学

校の校務分掌組織の中で、どのような部署や各種委員会等がどのように役割を果たす

のかを明確にする工夫が実施されていた。また、それらの部署間や各種委員会等の間

で連携していく際に学校組織として、「どのようなシステムを整えるのか」という点や

「どのような成果を生み出そうとするのか」という点について考え方を明確に示し、

教職員間で共通理解を図ろうとする取組が進められていた（広島県立庄原特別支援学

校、千葉県立八千代特別支援学校、愛媛大学教育学部附属特別支援学校）。  
さらには、学部として、あるいは学校全体として学習評価や授業改善、教育課程編

成に取り組む際、どのような方針に基づいて取組を進めるのか、具体的な学習評価の

方法や授業改善、教育課程編成に関する方法論やプロセス（ＰＤＣＡサイクルや改善

ステップ）を共有したり、スケジュールを明示したりする取組が実施されていた（鹿

児島大学教育学部附属特別支援学校、静岡県立袋井特別支援学校）。その際、学習評価

そのものや学習評価を基軸とした授業の評価、単元計画や年間指導計画等の立案・評

価を行うに当たって、適切なフォーマット（計画・反省等の書式）を定めたり、それ

らを活用するに当たって、学年間・学部間での統一を図ったりするなど、特定の授業

グループや学年等を対象とした取組ではなく、組織的な取組となるような工夫が図ら

れていた。  
これら一連の学習指導のＰＤＣＡサイクルでは、各学校において、Plan の段階で各

種の法令等に基づいた学校教育目標の設定や教育課程の編成、個別の指導計画、年間

指導計画、単元計画、授業計画等の様々な計画が丁寧に企画・立案されて、その中で

学習評価の時期やタイミングも明らかにされていた。また、具体的な学習指導として

展開（Do）されていく中でも、児童生徒の学習状況を分析的に明らかにする評価の観

点のみならず授業づくりの観点等が生かされ、次に続く Check や Action の段階へとス

ムーズに連動する流れが形作られていた。具体的な学習評価や授業・単元等の改善に

際しては、各授業グループ等の単位で個々バラバラに、また、無意図的に実施される

のではなく、一つ一つの授業が単元の中で有している意味（授業間の関連性）や各教

科等において一つ一つの単元が有している意味（単元間の関連性）、さらには各教科等

が教育課程全体の中で有している意味や機能（各教科等間の関連性）を考慮し、全体

を俯瞰した形でカリキュラム・マネジメントを図ることで、体系化された取組を実施

しようとしていた。  
各研究協力機関における学習評価の実践事例は、いずれも組織的・体系的な取組が

図られていたが、各学校での展開は必ずしも同じような様相を呈している訳ではなく、

それぞれの学校の特徴を反映し、異なる「動力源」や「中心となる歯車」が回転する

形で連動する取組が展開されていた。  
例えば、愛媛大学教育学部附属特別支援学校では、これまで積み重ねてきた同校の
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研究成果を生かしながら、「研究推進検討委員会」が中心となって教育課程編成の視点

と学習評価の観点を整理し、授業改善の取組の中で考え方の統一や方法論の共有化が

図られていた。また、広島県立庄原特別支援学校では、学校長の諮問機関である「教

育課程検討会議」が中心となって各授業レベルから単元レベル等の体系的な評価資料

を活用しながら、学習評価を活用した授業改善のみならず、教育課程改善にまで活用

の範囲を広げていた。  
以上の状況を踏まえると学習評価を組織的・体系的に実践していくためには、組織

的な取組となるための仕組みや工夫と、体系化を図るための仕組みや工夫の二つの軸

から検討していくことが必要であり、両者は必ずしも別々のものとして捉えるのでは

なく、一体的に検討を行っていくことが重要であると考えられる。  
（武富博文） 
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